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ノ ，t ， ) れ・ナヨウセシ 7 すカ・・才 mhZF合会
して舵イだ体(.Mn-b;"if似~tJt) ~ 冷導レ，

がらチ荻体の脅威 1: 成幼レ了(的ノ(15") 

マれヲ

ウ¥ tフノ

202fov F昼過しよう k しτいる o 1の Y打 J Fヲ
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の角栄小河先ゑ及 P・3た科研イlFZ拷忍 I~ j索く戚

物干の走、 2永レます，

』夕、ムの人j乏の御援助 TJくレ τJ 本zrfためえ

逸 lJあリ 1-tLんでし r~. I~' よリ/手 < J~p ネし中し

ょ¥1‘iす.

t
 



1J 2章 イ4コ、，町長丘織、す名義 lτi釘す否

既往(7)t1f免

イ手プ〔ぷメmω.s-err1) 戸〉γAμ4¥.. X tl It~Jt 々 s..stt

Ho~ -r・ ) I 立パ‘テ併に為す~ 3 A喜イネ(栄をイ本喜久

之侃 = ~b ) i7I桔幼でふツ I il.J?クiえでは小泉殺

と L て介類ぎれている。 わが).f)でぽランナ r

て44繁雄ずるパ系的 Q栄養繁磁怯野j主的戸つと

なフている似 互L4学なItAふきつける dで，交

雑 1-....止 ZJM霊友え良も行ゃれれ τいる o

イチゴ m他織培-ll立fv1
'
LLt=:.R ~ (1763) 

が差ゴ更を渇をして C〆冗με 1//ι'問よなじめ数
姥のウイ 1レズを扮去す多ことに利用したの に

4会司ラている (3ω 。 対7が闘でもゑ 4ぐ/デ/;f) 

ゃあオら (Iタ70) が芸域活ノ養 lこJるケイ Iレ
ど4b)

ズア '1--l倒 Á~ P) (下広について幸友告している

例692: それ，~ Jると/森ら (4&) I立培法的安住易 l亡

が fJf/03JL姥 l句乏がJえること， 0，2--ρ.3剣例

来三度め差喝を介寿食埼j委した 1場7令 lま全株ウイ l〆

スフリーになヮ 1ミホ I /‘O /1f'Z帆前後 m 差J更を
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培ノ長し 1ミ場合でも半欽.rXJ:.. (J)育点イ固体がウイ

!レズフゲ一本朱にら、ヲてい f三乙足代ている。

イチプは栄表繁殖 I~庄作物《中で iま婿砲奈の

説、、-LO)吟一つであリノ j旅m親株術 l年後

に lまラシナ r で / tJoん/タoポ求/二タダタ左 ι得る

のでシ Z存イ愛/三 /2 /57ρρd採淀ノ安佐ィ与でぎる

針ヰヒ句、る。 し長がって r 二ンニク千ヤマイ

そなじ，婚は孝めイらい AF-Jt河l二広、ける婚ゑ l之 J

3増植の意義'ど lオ多少要私、 3が、ノ防御伺をや

イ7"クス察内で m アンナ(7)増ぽ lこ l寸 't1C的 l萱7

婚や労力を咲写ヒずるので， その持議‘初完 dづ

{二他繊場経{二 J る火ベ量殺後?去が惣マポ愛討?オ〈
(3) ， cタ)，(.6 )〆 (62)/ (71)ノイ7f}み(10宅) Jt. ~ 

てぎた o 支芳豆.i.!tl言ノ } 

の犬霊場移技術的進歩 l二美乙られて / iなイ本乞

茶を利府し托イ斗ゴ亀 m 妥コ貨の J家持，{ff-(j.子{二よる

五宣伝安5尿め長期点t}才女緋1{-=-勺いて的成討も叙
(19 )，ど20ノ，ど21)， (チ1)，(戸〉

ラく報告すれてい 3 ・

規，立ぎてい{三/ イチゴ0)大号線確に前 t、今れ
( ð'~) 

れ埼挙初イ主 l立， 差J買(犬?寄ら: /グ 73
{~ノ，ノ， . '" t. ... (67.. ) 

β~xu，s; 197 ~ 〆 N/s.メガ d j / 7 72 / 
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kAR叩わ/9 ~o / 的 ITHAKバんグrJマ
バNDEI<.，sONS ; /タd'2 仰など.) / ，~ (丈先手 4J

(iヂ 〉、(ts-) p 
/タク~ -• -I 岳与 ; I タク~ 〆 K 1J5AT/ 5'; If75 

〈ア;)ノぐ~8 ) 
I LANE/?I ~ i /1♂ρ ノノ メグdt;:，R1'1 $'; I J f / 

(まりなと‘，) I 来文(7支ヂ 4j/タク7(2) )〆愛称

(季~ ; Iタク? (29ノ入者身{ず~ i I???(竹
k~( 必ら I I? 72どがりなどがかうれ τい

る.

ご友一 、(2) 
/ザう lまイ手コ・ dl J.-夫乏用いて詳細 ti失

敗を行っている。彼ら 1::1"開花後2/ 7〆 /2/ 

I 7 e (/)イチプ来芙左採取し，それぞ'れネ重?

の宥換を z令して/ 13パ ( 6-ペ‘ンジ Jレアぞノ 701'/う

と 214-Tをlf.JL ~ {t -(7: Iι示室類の f/1S熔叱げり

で、埼ゑレ T三。 その作来/票実的手令・姥多め万5

J長lこよゥて長三去三友たが明らかに"アザつてあ‘ tj/
その原因 lま|得庄オ r 苛シンレベ 1レ m 差による

むのと方ぇ 4 似ている。イ皮 ':J まい~綬めえ包

括互て・/忽矛を隊云し穴開花 2eイゑのJK交を/
13 A 5"判的十 2ノ4--]) /知的共み姥党て・・培養し

てカ lレスを初版ずぜ/その力 lレズタ1 づ差柔;の
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イケイヒを認-め f三，

ずら(:2り (dイチプ m索仰と愛身切片を fV/g

埼犯で必義し，~利切庁で l註 BA え yYlj/会+

2ノ4--1) ().2 >>t3 s. (7)チ~Õ-場処て'ノ !i 身初寸て‘I I言

Bパ a 2 1HJ々 十 2，4-']) 0，之例i/会めヲヰn.治安也て‘'

{震のぷ1.11以形成?オt1えと表告してし¥ ~ o ニ

め場令〆 2 I 4 -T (7) A'--tオ〉ヅ(':.N A A左用し，pこ培

姥，て"l主力 lレスめ成のみで/差:tめづ?!1b I立ふく

~~‘グ) ~ 1ft tc;j‘かったとしている。
( 64乙)I く8'/) 

号子?首 6 のイチゴ (7)Jにf室長官砲の封書食

l工おいて l式、均ノ愛多p，f主として I ~ 1更-々 .!tじ

!tfが議当でふヲ 1っこ州/ それぞ似のタ蓄え長搾イ主の

宇多少也反応・に伊~ ~右、市廷が・認めうれてレ ~o 持

に"BA /0  -s M ど之・之 f 加~4 )挙微添加場t吃で‘ノ

暮ゴ更は織勾域合 1立高率 t乞 tJルスの巧Fズが-tzdう

づれたが I 坊や t~ 今t t/1 場合!な会くカルズ .:ff~ 成;

〆認め 4れす¥ ヱれ 4 の忽織、持~句プヤルス n

p反1-:. Iま I 13バヒ f/A A J エAA ， 2ノ4--D布、と・

司オー苛シンめポず与が・必7夢、であっ fτa 与のニ

ヒ1立/差頃忽織と{らやk!tfじめ|勾位オ r キシ/

ーター



ン疫が・・内広サイトカイエン会第を I亡差 Q) ;A ~ 

ニとを示ずるめ乙 j孝之 Gれ伝.

Btjxa，.s (/タク名〉 ぽイチコいの差 z愛左 Ms歩各地』

ち必ゑし， B ノ4 I m.1a単純探知均処で Iま多数

勾級秀が誘導げ札/ その級芽~ :i N援揚処 lτ 紗

絡す 3 ニヒ'("~欲的併話均が・8愛得ざれたと殺

診しれ(会〉 e こめメ，-;宮滑稽5まlす/子右手のE1ij

Gがにし穴渇え益法(~~.買は械を 8 A I D-!;" 同

寺 2 "'4単何?手す口元±せて‘歩主義して力!レスがら

の不定葬左犬長 i二誘導す 3J;法)(62)ヒ劫似し

作ものでみ 3 〆/係~ 1ft ~場往織分、 4 カルズ
( ~ぇ (6) 

d) 1子多成/オ認‘めうれら、歩、ヴ f三と ιている

同じ坊ノ義勾はで・む/ 級事ベJb不整乎採取県寺湖の

主主ぃ I-:よラて， 場付('..対す 3 反~， I ~'-ヲをめあ 3

こどがれられて ν る。 寄与7告ら 1-;1:'tl九1: イチプ内

向伶急{二おいて/坊が今め戸 1レス形式笈例・・カ

/レズが 4 17) 差等少JとCt-カポ;i:r却 m 誘導)(-:. I t?" 

稗何事imあ 3ュとを 9月らか l二し f三ど政)， (J~)ペ

R. () SA r I S ど/タク~) t 1，;う，;tめイヂコ叶き/努い

て荷予孝義を行い〆 カルズ f.111H色物‘ラ却す押併のイヂ
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6れたのは 4-/T j重m み τ..~ ヲたとま孟パ・ τυ 多

(9'1 ) レ〆 tvfOk~A ~ (19 Jl/ ) t " IT ~妻さ籾 ι，た

43場巻で¥ ガルズ 17\ 今的見忌ち m タイ仁 I~ I人法
(~~) _ IA  . -H 

めみで・務められず乙ヒ Lてレ， ~ 4 ニf1.~ ，[f; 

珍帯主で‘認グ7うオ1i--ん示室向兵iIt 比六‘ると I !ゴ更

組織をガ斜/-;，しれ均ゐ m 品湾 l旬t司多毛皮rt..... I 
→て (70) 

省、ら、') I J ¥ざい :L0)でみるどえ乙~ 111. 3 

以上め I フ l乞/イチゴi は織グ巷ゑ，__J:- ~幼

#主坊の天を増写皐{二 l会 r 差z愛・灼・話JF-来実L

-護法保・支弁 η r:..うぐ的住機‘が利痢ざれてい

るが/ これら m うち長毛粉崇め良 ν 場経絡は

lま差 I受託ι械であると判的ずれる rrIJa

為を材料 1': しれ幼稚!f~ ~メ二{-穆?左右，......つい
'1A A'L ~ J- (6'ο， (1り、~

て，'1.〆孝浩らめ 7ケ5乏 がム I~ ~字的む

タ5去1古手 Tぐす及告てr-H1..τ ぃ九‘い e 本論文 l立イチ

ゴ m め培J養(-:よ~ ~ケ雄物体の犬イ量育坂方法き

オ、すとと毛 1--:.I それらすE文相体的ウイルスフ

り - A仁と往左カめ少と綬訊¥稔m伶泉をとゲ矛と

めれιmて"め多 e
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第3章 イチコ、、 m局場ゑ l:::よる越初体的

久豪誘導

1. r::f来呼忍7)."./お予去

I ) 問材料とMM
イ宍鋲J'r7穆 I"d" I日 l記援試駿場(村昇モ "1謀ヰr永キ〉

て、、十二紋寄向 1-: h t三って， よら不重イ茅t}¥有ド tt使持し

ていt--'室、友~生 'y i ダナー¥‘福羽 'Jヲ民
百ヨワン1"-¥(\~-;;..民事 J4lt る m 沙\\ー字芸、?

t?) 7ゐ柔乏を用 ll( / ftJ ìf 仇~ 6 -1f I匂 1: わ

r~ '}調室内千鉱碓乙 I~レマ育成レ [:1国外 ψ ら，

夫険の看'p;t脅 e，(手 f~ レ r~ 0 

者(/'¥-t.え菌!な~ 1( % エ千 lレ 7'レコー lレ lτ 之~

3秒〉是々し 7三後/寸ヲ γ来分よ?をみ 5夜(クイ lレ

ソンガ叉 (11+) /"'O，J声変サラヶ粉 /ρF を /t;o側f

勾 7k，三~&.糸口 ι 択もの) {亡 /0 ""'" /ダ分 Fえ場 ι

て行L.'I ニれか 4取?広し 7三五ら lま j本乏枝、レ

てイセ左そ的手昔蚤床 Lた， イチゴぽ jイ固め巷

l工作 λ守本的みがムるので・ I I封写会答夕食ツ
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タ-7)体さ ~ìf した。 {f 旅に当尺?で lま花糸

がイ寸 j香し匂、いようれし/ まr:!.与さ穿タと液予也 F許

l二沼グ)j6..矛すノゑ面 1二fii京す 3ょっ IZ3主意レ
T三. チ妻、?0) I不 t式参矢面下面復プ1 ~ン l 二J- ~ ;t伊レ

つぷ ι治てい竣銑レ〆 巻m ヴ長引 ，tv r7'Iプ去さヒ花
来合 m ズアージ、との l刻イ糸を矧盆した。

.2) 場叱 ~\ß..ß長友か・・必ノ義条件

得税ノ養分的岩波鳩付ヒして L'NS附/吠例イ
ぷ、(30) 
1:::.1)1)φm怒予ぜ (ゑ I) 左用~\ t三。活地ネ

ガロ籾乙して 1J'(:Jえずミオーキシン千サイトカイニ

ン類2Lmオ、 IV 老ン濃友 1会〆会実殿ニ、、と，:ゑ中
に示し 7号。 すべて内洛処 1-:.九亙して〆 J与えケ

a;'.t ，しょ棒ヲo g. /含芝方P乙/ '/10 '" 7k 61条イとす

十 rIウム叉 fすケioN t3z.硲でI fll差にrヘ・ t.tJ 

lτ 調宅ました e 場付{本才一十ヶ ι-7‘.ぐ/匂/

C靴 2 圧 I 10 '" /タタ/有〉で‘ぷ之趨レれず愛/分チ

面移仰いして伺い 7三。

歩主ノ義は 7・レハ 7，. (J'\ ・1・豆 7~tち義主左前レり 之タ

， C / 1之 B手創照明 (Iffi友，否ク ppdlx〉・/.2

5手バ1 9彦史的 ~i千下て仔ゥア亡。

一1.3-



t1. ヌド菜、昭和基礎姥他ヒLて附ぃ寸三歩動的旦哉、

争旦 F長 3版物)1 6AU支 5裏皮(匂分)

KN03 1，'100 Kr 仇83

N H4N 03 I，b ;-D No.2Mo Of'2凡0 α25 

(Q C~之・ 2 千七 o 。‘02ぢ

M~S04 ・ 7H之 O 370 11 C。ω2・bH20 0、025

K Hz P04 170 11 Fe $04・7Hz.O27.8 

門担Sい Hzol 22、311No.2 EDT/~ 37.3 

Z'YLS04‘7H20 8‘6 ThLo..'M.l)1e -Ha 。‘4
ト13B 03 6， 2 Kyo -jnð5，t.o~ 100 

(30) -4:-
L¥)'¥ S削 ler&.ぶ，<OO~ I~手釈
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3) 育威イ回ィ本0)sIIIIι 

初枝管内《め栓t勾1ま/試、殿管内て“差葉多FかJ

20 ""'" "30 視札 Mよ，....弘育 ι穴と予!こよれを

タ釘 ι/夜桜イ是進忍似・・差柔パ建佐々生育左回

的 ιす 3域地 l二移枯した o 移地f愛ナ分 Iこみ核

的認、められた :ht7Jψ¥ ~ I 頃;t.殺菌 3春み~ j¥'、ー

ぞキュフィ~ ~ .入れたイチコ、、ハ。ック lこ植乙 dえ

しI 2.週向 Iτl友 r ハイポネックス l/D o o 

d若えをカロえて義分補伶さイヲぃ別代主 J~ ラ1"== 0

J"I たれよソイJt会 t二?~着レれもめ f手/多彩《友

えを入札f三 I!) C-m，- ~本，..棺之広し f三s

4) 育城イ同体 a宋色体調査

苅滞在で育均し矢越物イ本のうfを係数 lぜ r 夜

長鈴をヲ Fレヒナン 0，之 Zえれ J ん{， P!J〆Ti:愛護レ
た後/ιoどめ冷蔵淳 t: z 4 IJ毒向入れて前々

怒し r アァーマ~なで・ i到えした e 主として謀長

埼|す刻化育成中/-..寝具立したヌミ〈 τ約しい校三争

左用い 7モ.. 1色荊ド l-tぇ晶画委志会之、 7 セトオ lレ

セイン左用いノ押しつぶ'し法 1-= じて成金色レ

r-o 
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江， 結来及 μ--y考察

者12F (g7m発育段掲忍びゐ?をと持 e、4の

/1，〆ス彩成

イチゴ左合 t.パi史的ら、$i:.%i重野菜 m 〆 者納長

ざ窓併 ;(1(7)イ長ざと /t-$分のズテ F ジどめ{刻イ年 Id:

ゑ之 1: 布、すと広'l -c Jうふ こ的言夙査結果赤、 h

b野柔ヒも fの犬ぎず 1: 主フて Jえるが友)l

拘 m スf-ジを判えしうるニどがれ炉った。

しザ l I トマ十・キューァヅめ j~~ Iてみ 3j- フ1-: / 

管研採取時期 m江主レ!てよゥて I -T、ルリ業 m 弘

じている場佳子む ZZ-F14 れれ。

イチゴ、 1-1者m犬予すや待 mメこ?グ πItで Itt

前，ff.，二 1'1九紛のズテ F ジを利えでぎず・ I .3明。?レ

め久ヲす m 者で r 花粉ゆ仰 H包的場合ど百rJ1;-ラ

夏l守的効命ピー核夏月内吟令ピかみ 'J/ 持m 大す

ずも p 各ズチージで i 刷州元主 7支め毛めてい~フ

て己利介、困難てあヲた。 しゃ、し/号 t7lb夫、弘友

{手符 m 色，--よフて#tれtZ..~ t)で F るよフて、ノー
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表2. 各建野菜麹町昔前長す・ 35m長ずヒ足場介Xテr ジm肉徐

(線f)売菅分私ゃ3m5長花マ1.¥.
花粉a寺普青又すージ

(丈ぎり 1t-*合払幸田胞 回令拭円 一殺期 域安Jモ粉. 
キャペγ 壱c側側}it" 戸-2 jん 3 2-4  4 ん 10

め(相川 /-之 2r-3 3--4 

ハクサイ
易赤、組〉時

1'"'--2 2-3 3"'-
。..() 8 r-23 20--2~ J3 ---18 2()九 27

申

九 l‘F lへ2 2-3 3......2 7口ッコリー
(刷物〉 r--J、g 1--2 I.~ "-2 2. S ---3 

ダイコン E紛挺 1"-2 1"'4 4~~ 
(戸) )2 r-I S- I ~ ^-25 10へ18 18...... 2r 

卜マト "'3 3ι4 4""' 6 5"--
( ntI "" t* ん 3 3"-6 3-7 マ~

キュりリ g fペニ "'-2 2---4 4--7 マ~
--2 l‘宮-3 3"--7 マ~

一
イ手ゴ 3(M)長 ん 3 3......4 3"，， 6 6----

("札制) 1-之

lt. 発春季 長持 夏季
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校期以前 m持lま白色"wJu白色芝呈し/活 11 え

テージ l吾~..注目月に i生ぃ ιm でみリノ ニ枝均~

成事注射的 131t貧Jヒしてい択。 し i~ -t¥." "}て f イ

チコ，"0"1将来分的発育攻7宮町判定l註，持品色 Z緩J

努す多ことで'丸刈 z利て、、するが・ / ;E:.;f，佐lて J設，

そ m芳P友/1ずの花粉殺を殺綾Jι て判定しなけ
れ lす・irl~ trf，' -h ¥ ? た。

イ千コHmizbめみ育成 F首ヒ戸 lレス帰京、ヒ m 肉

イ朱左ゑ 3 (こ示し 1三。よらF掌rd: ~室、友字をうヒ ':t-~

E日ワンタ.， ， を用いノ培叱 lま L~ 珍叱(工プ1 イ

ネチン 10ータM 十 2/4-D /ρータ M 的共存歩各地

芝同¥.I 任。最も高いガ 1レズれ城寺"'!;G、し矢内

l本，ー枚夏日め花粉さ令む訪であヅノ ¥111Ijr-子支円が

それ!二〉史ぃ夜、〆/ 任、仇之ア v ジ m234、.:.， tカ

lレズめ形成戸YZZ-r74対tt三。 ニのニ ζ("d / (司均

I二行 η勺プ三矢綬て"ノ アブラナ舛野菜ゃナス科

野菜め乃のカルス初頭以1ft紗 4ト何月包や攻、左手

fL4分'l-/$ 'i.ン i拘がら 1す l否どんど1絞められル・いの

{三比パると/イ手ゴ‘め均命的片徴的な事あふて、1

あり I 1:寺(-..þた‘表決ィ色紗芝~公， かかソ長子育段階
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表3.イ十プあの発育ステージ‘とカlレス弔点、ヒめ肉イ矛、 a

イ扶試 拘t吠督【哲B由}之袴喜えb 帯カ域tレえキ
検試Jb主主13与の春着スf-ジ 約数

CA) + 什 哨十 (%) 

% 

花粉ι細胞期 8 2 。O 2~ 

忠実平生 20 4 る o タo

一被期 24 3 15 之 g3 

城主性花粉英月 13 4 o 38" 

花粉456副眼目 13 5 2 。よ4
橋田ワンゲー|尚子期 4-5" ケ 22 4 グ3

一枚期 Vf 10 42 11 

灰を4JZ粉期 3q 12 6 之 よ/

0.... イ宍試焚きませI~ レ~+tJイネチン IÕSfv1十 2，千 -þ， o:>，.イ

力lレス約百援の耗皮を示す 十:知レヌa佳 IM¥桝来;晶

什;カルえの?を l相似以ム 3判例示渦

材:カjレズの径 3側 m以」ニ
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めま隼 λノκ‘符がづも I f/I 辛 l 二 yヤルズ~~文伺認め

4れれニヒ l言将手{-.4乏した . L-が ι/ヲ長¢浮ヲ

J苧i乞カルズ有ち荻'の採 tYJt?;tl仇 (7) 1ホーオ象期的 rb
で、;p..， 'J / 以後的支持金 i芯一枚期的持乏中 lじ lτ 明

いた o

第 Z節 歩ちまで粂イ千Z ぴ‘ Jも矛をと約がら《

ηIV又形坂

イチゴ‘ m めから m カルス形成について/イ失

例、ゐ定刻忍び“イ受試場地利 I~ ヒリ手とめ τ ゑ 4

1亡示した。 プケ/レス J形成、索 l言法材不っかロ幼 I~ よフ

て犬きく安ら、ソ/すべて的-cfp建を i盈じてノ才

「そシンピ μAA I 2，4← D ) Jt~密ネカロ場合ぜ

で l""t， iヤlレズの守T多域、が{争とんど、言定トダ)t7オ{7ンか

フ下とや父、 r 才一キ γ ン 1:.7句イネチンかベンツ、ν

アデニン( B A )折、受存することいよフて高

キlぇ認められた (1習 1 )。

Jb姥到の介 fレス形成、宇I乞 I立が冷ソめ廷が誌、
〆

め 6れ/イ労会rb to湾 m うぢ f梯 mワン夕、、，
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が‘長ι洛房51二カルえが#ら官吏寸れ /3突いで、 f 室、

多こ字庄? F 

4 手ェまち』勺 p 

-t'" tfJ畿で‘ P

rポJb符'て“あラ 7三. r夕、、ナ「 'p

"す 3めか，言比較的プ1(レス巧頑

張る窃字であフた 2..4-[) /ρ-~ M 

十 Bパ /0-5" M jそ存堵姥よて叫 σえ r d タu づμ ，F'

3o z / rdエ参与' タ/z / ど /す~ 01 昔、 ， 之 7
Zて.'tJ月ゥ作。

プ'1 Iレス#多方叉 1= 対す~ IJイ手チンヒ EA めあP

~の透 ν 1-;. づいては/名 Jb 矛まさ ilL じて認めら

れ η・夕、った。 JTL減ずれ f三介 IVズ向 8ラォズ Iτ づい

てほ I !VA A ヒ 2，4--"t (こ J .~差か・ 5忍あ o 11'(ノ

f1AAとカイネ千ン C均三宅今場手也 m カ fレス Iま白

色~灰白色白柔らや、ドカ rレス歩、?ぐ/ とき f二

線級もイ半うがノ 2/4 -þ ヒカイネチン ~BA

ヒ的多ぞf手始河内力 rレズ lポ， f緑乙のFそ，汐 IV
スじかれみ叙1まメ含く認-f)4オt7弘、合、っ t:.(図

ヱ〉。

為g'¥ if 背後/ガ 1レズ内初攻、ぎれ~ 1島方主芝/

修ロ奇的 1':顕微参免τて・・言問金し 7三どこラノ r 仰の

拘で l手/ん乙 1m向後1tb尽をか裂l析して r 中の

-23-



回2. 2，4-])と tJAAIてよd;ウ/は巧波町差要

JEf重イ平易'1'1¥霊友役付?ilfl rh ， 
1i夕、4方八
乙4-D/0-' t1チ sA/o"，メイ
7.4-0 /0-斗fナ K!!イ/ρイバ

Z， 4-]) 

メ/111ヰ /CFgMチメfμfIρイバ

勿%tti1ぜ/三五'113カルズ町子'ff，'1ズ
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ft:.~分戎1I- .ft¥'・7ヤルス形成、三 4診めて ν る ζ句¢認約

4れ f乏が・/ メこギの符τ叫 1ft!i:~分寸主が φm ガルス

~b交{ず認めろれずり訪昼千舟 1~ 他縦、なと11 t?J 4，本

初防線機 ψ、づの 7ヤφズ彩咲が認がられた e ぞ

れづ fiJÆlゃ為 p~組織、ルI ~'‘ m カ IV ス rま/之過滞l

Mよ待遇すると場経して r 悔自民的(-:.も終的ら

れる J うにか~ 0) I二すずし〆/t;紗必定場‘め 7ヤl〆

ス l誹l有較的 l二利引オれるアくすくヤ(:'手で‘ 1-;1.:増殖

しなが弓作。 イチコH m 場合~ f"t糸川付着し(:

< < I /，t糸台、片的力 1レスれ戒、 I本 l手とんど"然、め

られながゥ f三，

弟3持 場処斧イ千忍官‘ゐオ震とカルえが 4
♂法!~均イ本誘等

カ lレズ夕、多格拘イネ乏誘導す 3 ために(;;1"〆茎

t ヒ根 m 両見~，主左グトイヒマせる lメ撃が、あ 3 が、/

イチゴ‘局場念/差裳す之介化ざせれ lまりその

2色素を基礎均九 1:妙祖することで〆不思的少 jf1

I~~ 易，:.行なれれるので/ 、、- ては特1:.差柔一』
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めダゲイ必について法八、、る。 持場ノ義 i二 J ヲ て膏;ら戎、

ごヤれ 7えど巧盛田ワシ夕、，一' めカ Iレスをタ湾務め

ffJ.'tづfi-iとm域処 I亡紗穆 ι/ 移植/2 i./!1.. /句後め

調査結家!~長~ 1'， 示した.約桔ヂ委 4'"'"'d>週肉

ごうがう I flイネチンタ〆 /O-gM単純不知

場従 ιgバ I 0 -s-M 挙結赤井口玲地で・差 11のづ争

Jとかじ認A→れ 7三(I詔 3 )。 チぷン〆ナミジ‘/

/手 I0 -~ f¥イ芝 F宇和 ιれか;ゐ来 t承認:拘られす・・/

人fA A ./ 0 -)- M t?I労 n銭安也て.t I才〆 ブ?イネチン
や BA め歩争処で‘も差号室 1ì Aとや、、記~ c.;れゲくね、

ヲた。

差薬分Jヒめi.ID本塁 l立〆 一般的 1-:' I欠のとお'ヅてH

Jうる。すなわち，カルズ彬滅後之土~fIi] 内外の

ご‘〈小ずお、カ lレスを 13A I 0 -~ M ~ Af， ~すロ路

地 1-:.付税すると/ ます・お;f1(os 鴻主主主しれ/が

七、リメ二ぎむ委白色カルス 1:' 生長する。 4九いて

それ 1二称名(7)~r!-~長か‘札れれるよう I こノシワ 次

第{くYZ緑色めがZ実ヒかつて/ナ数日後をの縁

放ま勿がらゑ葉少Cタイとレ失 (triI 4-)。 しが ι，

点字色彩実 lま t外す ιる差孝介化にっかがるヒ l司
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回3 イ千コ:有力fレ文世 ~OI ~tタ{~岩 I ~

43姥， j f'、ちl ワ〆'!，'- ) 

沼地 "A 10寸 1-1~f;f皮
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回4 汚カ/レズす、勺づ手イとし芦4Zri長

JL7芝 〆プメ~Fil ワシア 7

ユ者t'(' 13 A I D- 吉川王手~'1;

力1限付才室す主何 {，iJi1向
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い記す， とき r-:..苫イを 10 -.. 20 例悦のカルス

メ念体が濃緑色とかヲてる差蒙仇本生め拐、グフら

れない場谷もあヲ 7三 o -pトタ dと明培地 I乞件増レ

τ 物、~ t:業ゅザイトイ七ずる 手で， d) Jlf-/向l京/ っか/レス

t7'I /'IK..箆れよフて久ぎな多分、・・ 3入 'J ~斜#草子受之進

l句令、 G /之 il!ll釘 l亡者で'7f71ミ 3 ことが初象すれ

た。

前認めようれ I B Aの単減ラ手方n修宇佐 ..fv¥( j色~

~j，と{て J憂れれあヶ泉をラ?、し矢めで・ / Jj A さ /O 4 

M .t、長 /0-
4 メダ迂で oj 7i衣ヌ更でノ カルス 0) jJ.子移

維を行 LV F i且関係的多喜j養向泉主義 6 Iτ矛レ

?と。前仰の実終伶来と問芽系 t-.. N A A Iρ ータバ

的表作方~ ~1--<!!.で、 l -t， $; ~め〆分 Át lct &-く終め

~ 11. t，;. 舟、ヲ任前~ 13バ /。ータメイ例挙J~ ;宇和均

+也-"(:'1ヌド仁 /7 ~)I BA ダズ ルータ M~ .f

AItt 1キオロタ多党で・4-'* ( ~ ~) r/I針竣答fて差妥 m

/分Jf:;.t"¥言汚点 4れた。 ニめ向来/イチコ・CJ)めヵ

IV スをみ少イむ!羽場地 I~ 移ポ乏して差妥φJとき飼

1 1三折/ニ lま f !J，A / 0-5" M 1-ぷ身不す0会多予包め ~!/ 

併がif1Jιτl'~と判的ずれプミ。
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~ tミタγ ゥて/ 荷物、 17 (7) tJルス巧煎 m 段 l唱で‘

¥$1いる NA A ヒ eA t'¥ 7苧す't:1i匁のうぢ〆 NAA 

め波及左伶くす 3 ニ乙(:よ守て I ~~ずえざれれ

ガ tレス Eがiiす 3 こ とら、く r 差f1チイとき留 3
』 ζ も可能，:t〆?f7)てい (d:かい似とみえた。 ぞ

ニで I N A A仇方震度さえ-at季でI ffI tr てfI 1:波

友ど /o-s-M ) のメブo( Iρイメイキ 0，2 lHl a ) 
/こ ι て / d A Iρ-F~FX /O-7M Jで'0， 6矛霊場

め均~t! ヒ 1忽合ぜて仰い/ プヤルズぎ%;桔せず・ I-.. 

t蒙をダテイとで Jぜる実厚生芝行ヲ た。イタバrfo不幸/手

ど宮1イたJf't-' ビ 47"すー' 苦閉 L、， fらm 乏tt

/之 iffll首1イ象的 17~ルズ仰が並'V.， (-..逐愛イナイと m 不詳

;子玄ゑデ 1:ifした。

JL示室仰にみると〆 U 多友~ f/-'で 11:オルズ

初咲-差11づケイとヒも多易て"r r タ‘ナー ，-b'" Tと
殿内 li! 殺でみるという/新 I~ 手て"の?多義俗宗〔

ιー多えしていた. カルズ0)約域、/(/:/局，fp~さと

もメ/刈 A /ρ-6ハイナ BA ~X Iρータハ7め培地よで'

.:t千分(:誌、め t7ILるニどが hT'，. 1と。 BIl司

高F家友法tぜ( ~〆 fo-rMJ /。-κハゲ め玲プせ〉で。
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l-;l 11 Iv ス例幻滅、 ('1 .:r47 新~ tt.，; !t~ I ':: /。ーヂ M め

す争ぽ τ・t 1; I 戸7 ft，湾ピ ι/手 11" 九~，て J抑制アれ fミ。

ιt二汐、?て I B A 向精加易度友と ι で I~ /ζ)-s-1'1 

( 2 z ~ trlj /.，e )がそ H1J:ク伶'後友であるニピ夕、

適当であ~ 'l iちえられ托。

要蒙のづ分Jιiτ ついてみると F 〆タ'サ FF'Z‘

Iホ N A A I o-~ M 十 13 A 5 メ I 0 -l， M め歩合す也

で l 本 ( 'g ft ) I N A A I o-f:. トイ + B A I o-~ 

M。、す老健で l本 (g ~ ) Lか認、#) ~ tl trtがっ

た仇てら と・め路地が遁当て'ふる台、!言明 4七、 l三

;lらか -t¥っ f三e しがし c tj.ヲでF包'で l式 NA

A I 0 -6 fヂチ Bパ 10ータメイ司法何 z・. c;手ど31

/0 )の試駿多で'差 ~OJ タイどが認め~ Kl (図 t)/ 

{也の J君主績の F台地 t~氏』ぺ τ 符 I ~ 1長れてい f，0 
ぴ上向守番家 F イ千ゴ‘内符を亙森してプ1Iレズ

を吉宗寺し r そ的手~ 0) .)民終了て..茎蒙左教導寸ベさ

る移処ヒして μAA I o-{.付+15 A I D -s-M 

的共存姥生ぞやy j習当て、あると汚乙づれ f:，_0 ニの

づ子治[':よれば/ づかルス外ポ乏に Jヂぅ毎ZJ盆1;1.'1乍t
夕、考案 {τη ソ r 差雰 ω 分Jとす‘街々 イと?ポ11三。
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IB 5".イ牛コAmスさ料相吋，:吉舛しT'，ぱ
，{J} tt!c埠 c 1，~と厚生'
予者地.+H方ぜ た λJバパ /0-1戸fチ βA !> X /0ーかf

?ち:μAバ/o-'fイサ βArc-r川 、

(私tmnやカ"1イ1;-(τ 差華街t17.'") 
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第4鈴 符培えを i亡 J る植物体 m 犬彦教導ヒ
育点、株的業色ィ本叙

以上のよう l亡 L て形戒ざオtK /J Iレズヒ差柔

き/ 五種*t弘、場処に栓乙継ぐふとによれ メミ童

の越均ィネを後イ与する方法 I:.ついて殺すくIした.

まTミノニ司よウ lくして育域、 L t=:.イ厨体 m 殺を 4本

款について調会し f亡。

a.) 均棺Z勿の 7て差誘導法 m 旅対

認めカ 1レズかづタィιι た萎蒙 I孟/ィ分融して

話礎培地 l工科チ乏してみ根 i'{li:レ/ 幼稚均{こ育

咲すぐ/手ぎつれ持従芝づ念式‘プ1Iレスペ后J-坊処

孝弘域的利し Lサれぞれ幼稚するニヒ lてよっマ/

多〈ム端会/ ぞm 坊手也」ニで， Jたマ象庁しい孝蒙

き分 Jとざぜるエヒゃいで子た。 二めチ /l1p!き反 f(

ず多ユヒ iてよゥてノ 同一定7局、命力/レス ψ16各

身~ {..... ~ρ 必7(2.手収 i二め ~j1 tJ.~勿乏得るこどがて叫す

た。例え lず・」乙ρ '111グn 戸〆アタ朝刊の訪'考委 7多/亡

プ1，レス芝分針 L て?佐ぇ穆乙次世ら4訟はノ /回句
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行雄で・ /0 -...之 0 本/ 2 1f'~"，，Æ ~ ZA叫 5-0 ~ 7111 

三角フヲスコ 1-:..冷釘 ιτ 穆乙替えた安易4告は/

I ti1 ~勾殺で‘ 2.0 -- /，(ρ ;ttJ>折しい差薬 a分

イじが‘宮廷められた (fiJt) o /， ゃ、 ιノ 13 A I o-~ 

M%F初場4ぜて・-4i'Itιf三差薬/#.ノ 八タ~えかH

-bす手ピ退イιーを伶グ〉ノ J 歩、 Jqtす多乙/返金J

ι て杯予とす~ t勾 ιラ〈ノ 平d;>S/τ .8A 定。設

ないム β 勾ぷ巧乏堵地 i工科して f~ ことがゆ字

でみヲた。 こ m ことは / J号表移友 Jタイム /τ 13A

m 方支リ iム手れると/差-t~佐青 l 二 1JL事的 r，;' 1字

l有4少、あ zニヒ e示す毛内と j孝之t7#tた，

モこで/差薬古付子乏して付対乏紛乏メこを(:.育

夜、する恢刷局歩争処ピして I 75 A 1-手市コチ名手セ (B 

A I 0ータ付 / !O-t M)友制.，/J旋務付ぐ 1311

4転手平和移処〉乞t7lbと敗例、験き行ヲ f三。付税fえ

8週向的訪!査:伶来|手ゑ 8(三木すとみ・ソていある a

基礎地処で・ lま季五f毛根も庄育弘好て・/徒会

な幼雄t勾仇 j多数綾子号ナ11'¥./ L. 17'ι乃結局 Ji.!!t

向左低血してるi.sイとせず・ノ比較的長期向(:約

f三ワ友好 7弘、技能‘で伐材しうることが終tP) tjil1.
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/0す//ヂよ/ tr.33 S j7 /3 lJ o 

cl. イ芙htJb君主 ピ宝~1t竿 J主'
料治ヂ表向 8 ìJJ向図的討f\査こ結果で薪~

b‘ 対持f{.?I茎葉 m 生青.tf中表的殺及をネす，
一:余りさ~t7)差撃の生育認払す\ +~めずがな生背伸長E認め

-+/-;れ3はす.，-¥fμ 認内， 寸汁;十夕刊下十長吉認め2

亡、が紛れ不思命者S~' t. 1t長 ~ii 1í~ tt". 
一:杉井さず委《不良a梢咲誌、夕、す 寸:わす..，..，:林什5ぜ~t~品J
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た。 これ/:付し 13A /0-5" 11 添加場地て， I言，

針しl.¥多数01 ~業 m タイ白タビ認められ~ o，，'ノ ぞ

れら m 差護，-t萎縮してお久付殺後 6l!!l1t1 s 

.:~. .~が~ i!，(とし始める£めが多ずっ伝。 方パ

/0-6 M j手加治会げで/オメ脅多c7)tf〆7p¥京美加を芝

ιf三(図マ)

ij柏しれ差柔 φ¥t; c7) J ~ ~ 1f~ 妖ヒイヂイ長 1: ，い

てみ 3 と I 1i~程~1;多刊で‘ ("1A*あてしれ I()手ぶ勾
差1fQ)ウち タo;件(8'7 匁) {-:. t&. PI ~耳元、か‘あき-

Jl~れ， そ《 うぢ m ク.$" ;非，;/.良イ子宮、 Át~ 主;r.、

していた o これ lτ14"し 73 A /0 -~ M i.苧オロ培

地で 1ま/イ央執;ι t--: i I lf-J.体m 茎蒙のうぢ/ケ

本( /~:;:) て“必えヲ依令、‘言忍められ作にす子、す‘ノ

その殺の Jt 長京~f主毛毒術気味てい/ 友4ヲウイデ長

Eネし衣抗体斗本(.3、タ匁) {-:-ずとドな命、フプモ。

'8 A I 0--' M ~.不加沼地で l言ノ両者向中向訓不義

却を差し，校試しれ 102ぷ m 差蒙て・・ 44~詳

ど'1-3.%) I三J系移ゆ‘詳めづれ/ 良好今、 Ar1.長乏芳、

ι7モt~ t I合手 (I ~ J? ) t1J.. め~ {t 氏。 ιr-..

拾いヮて BA /0-6 M (向 I!).2 匂4が友〉で/1:.
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'B Aめ万有す s屍:〈怒・ィヂ長陣容律問 tす耗成‘ざれ

~ d うで、;;;，ゥ 1ミー

も、お I 13 A /ρ ータ Mi宇和雄4色で・めぎ 1，手創
政省内て、若f箱;fK縫て叫あることが説家寸れ任。ミン

その差iをJ1緩坊叱 l三分多穆すると zι学ル、倒イ本
lこなる m てり これ/草場処 tfの 8A IτJ- J発技

抑制作用のニ ;Xú~ rJ ~見象で• Jぅ')，各委 (7)j¥ y pf 

;11 ;五 t しTのすJ )有 I~ 可能であゐと判的ずれ r， 0 

J;メょのニとか Gノ イチコ"m局場ノ養 jてよる。

雄幼の大宮誘導5去ヒ ιて lま/ハ/ババ /0-611 

寸 1:5 A 10ータ Jv1 (7J 労-n--/.台多包えは BA /ρータメイ

持急対不すp絡会ぜて・/ おヵ 1レス汐I l) 差乗芝分必ず

ゼ/ そ的少々し段差 i震をムX嘉緩移吃(':..穆乙

穆えて」丘学 1;J.'~援物さメこ孝 1乞誘導するガヲ去州‘

i盈当て、あゑ ι方乙 6れ氏。 この 7fj蕊き多数m

z角フラスコ芝tfJl' て反f乏して/勾r みか IV

ス定場、m幼活物を / /) 0 イ釘イヂrメム/ rμif.-Iて広

L てイ可イ固体て・‘乙多勢/二誘導しう 5ニとぎ tJfI~ 
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b) 試湾全h宮内育咲幼桔仰の草，，/化

弘、峻境対プめが穆物的オ良 l寸，実実移姥 ψ(7)7k 

少や義介左減収寸 3 カ Iまみヲても/そグ1手ぎ

て、{ま土主義才的 71くづ希やjゑタを V乏似す 5カ fニ乏し

< ， 幼棺Jタm メこそ誘導法 171}彦1!-(/¥たが/二 I詳/

針縫名肉幼泊均的 .. ~ "t イヒ方域安t1ij ら合、パつt~1メ零

がふる。/本文、与全て、 I~ 以千 (7).. ~J/ 1 イと方 5去をぷ産主 ι ずミー

選F愛坊対よてい十分 1:昇惨殺め認められで 40

A ちoI胤帆以上仇幼泊:t'PJ左パ‘一ーミキュライ十

を入れれイ千コ‘、/マック 1-:.芯之出す。ホi!.之 tむし

f委し lハ 2l恩i向，et-ノ ゑオ人な 7~友愛イとき F方ぐ f三めノ

上多予 l三 i盈矢欠めみい T三列 m イチコ、、ノマ y クをか

ぶごベfる。 ゅんプ'k，ctょが 4ぜず‘ノ τ部'.， 7Jえされ
グ)て p ハ。ソケ a 下街 I~ ~ ，t tミ，1、クて台、分吸い必
まペ士る。パ、「芝キュライ卜はイ*，?f.く位台、、良い勾

てい准f豆1二 tri-'" fcぜいよう l工法をする。泊之去し

後/i!l1向もすると豹 L\..~オ民的存~ -t¥'認タヘ'7;ft， 

J@片~t す 2 ビ~~着 ι て ~ψ、反向 t て M メえを

物める(回 '1). ì長希レ r~ 1面体 l1ii常のゑ:t."t認

め r~ r丞 /f c例外F砥ゐれゐ 7衿2ゑ威する。
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以よ m タf法，-..J フて f 刻、駿法砂め幼放物さ

/1 rr、タ()fo yゾ、」ニ mJFτH F え4全プ手、機体/二矛で'育

成てヤ~i ニどやv で'~ 1三，

c.) 青ポイ回イ本m 変色体きえ

持治えをてい誘導し 7三多数m 雄物 ~1いちtを 4本玖

いついてはノ殺端さ用いて行?，.こ o 向力 tレズ

1:.ついて仁アセトオルセイン来色 α 持しつぶ、

し予去で、滅容KL れがノ枝 m メζ守寸 ι 変動的あ 5

ことが認め 4れ氏移度て"援金保欽 1す不明ていふ

フ1三e 被坊の純一察 LI イ斗コ哨的安をィ本 lす花め

て小ぎくノ 引っ ~t をイヌ本会交が争 υ ど !J 6 ヰ) ~ 

で‘ / 'i1f1鴻 Q ダ多を島広し手刷 l古手れて、あ p た o

M奇r..試¥寄金7室内砂妙均め叙埼?で‘ lま鋭察矛可能でン

~III A七す lくまじれ豹らしいオ反例旅坊ち削し¥1三 H手

{':霧島号令か可能ヒかった。 コ 1レヒ千ン 0 ・ 2;:~叉

m訴処:rf毛効果ずみ『長。 探をイ卒依 m 移l蜜?に

用い点株守 0イ国体内 l勾ノ ち宇をィ本欽α施す忍しえ

たS未l守 12.イ回イネ (24%) (亡すぎ‘布、いがい/ そ

♂すべ‘ τ折、ノちょをは欽%でふヅ(図 /0)ノ逸
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常的栽 F争ゐ稚 k)司殺の itf'令 j本下・みラパ， 不愛

鏡，，(くイ美レた相ィ本 l手 I 符Fちイ長て、育がしたイ厨イ本め

うち m こ，'<: -多慢で‘ JAヅノ L声、£努を A本教訓減認

し九点イ国イ本，tt I 2イ飼イ本 Lがか， I めて"ノ ダク定 f誌
で、グ ないかに‘ 本主投 iτJ・~ ~培後育減イ固体勺

lまと人J ど・ l三r 向後千符F局包織‘々 ど‘・めイネ何回F包r4=I

t.(7)もめで、あ 5 と方え Gれた。

以上/イチプ ω 持活義によって泊均体さ久

をに多重ィ与す 3方法をまピ夕、て liI '1 Iτ模式ィじ

した。イチゴ o待。 6汐 1レスち形吸すせ/ そ

m カルズき Jヰ今 dヒ必 tぞれ付が皐乙て」差号~ /)イ含Jと

{f凶 3うf~芸/ ヌは-tJιズ E秒示室です・ I:差蒙m

タイt~ (il 3タf法の LI ず;， t/1 Iこっ II ë 毛/タ~ I者1-:"

耐えう多1f?差、を明らナにするこ乞すで~ t二。

ごめ方法 l訴 / jメに(7) ffrJ震と汐カ左必!fとし

ていプミイチコいのランナ-，-:. .J ~従来 m 熔後5去

に比べて局以て各れている ζ 乃之 4れる。
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11L. J命 3k

符多で.ìf.べ r~ ‘ k く 1 '} b 〆f1 ~校舎♂

Jべ f~ G;-以人えらの九島区的研え(ノ!) Þ，ゾ、 4とすで~~μ 

穆左足乙る;ft%:令でF9予昔話ヶ l'-よる平叙体の育 tx:
-{7't級争ざれ Tいゐ (Jり I (!J)〆 (12之jo しザレ hF合

後文般の試みられている久勾少の位 Fちで p 背

後及的 k してや11有レうるはとふ号 t: 11ヂ荻体

刷、待られず，犬、険物、主 A られている投了皆でわ

る

jbF令後~:ょっ了氏紛え三添加枇均体をみヰす

る?るふ，ニつの仏除。Yかられ τいる。 fのーー

づ I~ ナヨヴゼシアサゲ才やりと?ハコ (N) て

絞去され"1 ¥ ¥令ょう rjI lt 扮小 \~1fI H~ ノが多! "k ~.来

'1返して ernbrjOid(庇校体) ，~発育、し/

れボ ~1 l二勿¥比して幼碓均 trJる伊lであ fJ ， 't也

のーづ l11ネ(5"7)やコムキ・ (?t)1f t.. 0 Jうい

え紗がら句 Iレス k引威 ?d， それら力 1ν スマ、

ら~官 í ~ヰ今比ご《て幼稚均~ iキるそflAでh
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る，前~の J う I ~ I 1モ1る¥がら虚砕 e.mbrjρiot

Eそトィヒマ〈るす泌 tf I 当初のナョク吃シアサ

ず才ヒ 7パコ 1j t" I 亡、く狩殊 rJ17= J診の fj'I 1 ~彼

られていドドグフ，恨の磁均での利)有 l1ザ υッ

困難 k考乙られ "1I '[え j告の， いヲ r~ん力/レス

を t~ 成クゼ~ (J)ガ 1レスがら雄物俸をゆ導し

Jつ kす 33おJチぶ‘タく(J)1下均 T')伝〈行われ τ

い r~ t し ザレ TJ小‘らガ lν ス体laの手法文体育成

も J 当初期待ゴれ r~ {i i.' t:ふ易で.，r iiがつれ
( 17) I (.1り I (63) I (77)ノ (71)〆 (/Tt)，( 107)ノ ( 1ノs) / (11り

;の 4をm刻、検で 11-I めがら力/レスボ形成才

れ rJ ザゥ，~ '1 ' ガ lレスがら種 :r~ 1本執・ 3タヰ~11.

74ゲヮ r:.1るふ初卒者ゑ m 政手責 dfえ久(~ (~ 1t/ぷ

タ荻わる~ ~勺\'-t尽・ざれる。 しドボヲ 7h?を

ゑとの 1文治 E夫襟の育校校fftt レマ?を'*1 ~る
1~ め i 二 11 I 叙タくの夫総17'1 伊集積，~ J.る Ji則

的 fJ手広ρ*1.主むアゐ.... t ri ~ら/!見失，:r幸
喜子 rff 勺 7いる;玉、 ll，i1roン t1:亥TJっ"( ~ ¥ 

与~ l ¥っ 1 J ¥ ‘ので・ノ ノト{矢 I~伺< (J) 作物こ凶と

{ ~、!1 伊 â.f;示 φ ら植物体(j) t長?子(手法文体(l)~長
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~t 1: r及らず I ::;. +き{手の育成であフ 1{; ) t~ 乏

ゐふ成 ptご kの f幸喜子左， -1T}視する努力 V'''A手乙

l ~ i <l っ 1 l、会 kじっ T よい.

1 ) めの於育段 7管及 7/"$t:J程 kF7夕、ちの
力 1ν ヌ?タ成

ア〆コやイネ 1J l で(~ I めを i笠ゑずるど，

え秒以外 mめ(/J\~JL 械(d- l~ !んと・勿ゲナ， ~ト袴

色 irj っ 1i豆ィιし， ("1仰のえ紗の Jチク¥小売見し

て em b r 0 ，'cA t ~日ゥド IJ / 力/レス E 形威し T~

t) -，る~ ~句、・認‘めら μ "1 l' ゐ (ffj，(ryj e 

レイし永久検のイナコ~ {1じめ字考 -t1'¥')fJぃ

t~ 1也 mタ〈♂貯柔殺やサ、ゾマ?毛・イラふヲ

ム Ôナ -:J. ;:::..ア 1J ~:'字放 i本脅威 I ~ ~ 1/)レマい

1 J ¥げくの {f;f~で 1f /花粉の非で TJく/え家

均的匂や J J今唆及がみ自動 F旦械ザ k"(J) 1科目他社

繊ィらもタくの力 1レスマY・tJ威ざれ，むしろえ

紛がらのガ 1レス J ')も目玉盛 t:生育レ"{ l' 今 J

~ -'3'¥‘終・められ 1 ~\ゐ (1)， ()ダ九(tf)， (1'1/.)， (71)， 

(IIS) 

• これらの争夫 (f，准均体 t珍導し待了
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い rJド/伎のタく (1) 1'f ~でも泌・められ T いる

と;ラでムヲてノむ L ラマのすが・ー押え仰で'jフ

タ rl' フてよドヒ‘昭‘われる。 し r~ ~\'ヲ了ノ 、
』

れら i?mT j73者各主成幼グぜる r~ め 1 ~ f t I 恨

のめ得、械がらの力 1レス形及、左仰判し，え紗の

よナがら m ガ lレスち泌ヰずる才?みの明発出・当@

の球温である~ lt乙られる.. i 1 ~ Jハコやイ

ネ1i ~"で，化紛のみマミ・ 6\ 製レ 7 1eのめ組織‘例‘

争力母、 1J ~， tf. (fJ 1;' つい(' Q月らがじする，-' ~ vム
ネで・あろう。 イネやコム有‘ rJとでは-不安刻

I ~当る灼加 F会絡が・半殺体育成( "長むよい PKF女

主オミレ Tいる (1))/(1り。不夫、検めイナコ'♂ F多

タ¥でも-{支 JHのダ?小・ゑ VJく力 IVス"&1tJ威レ

1よわであるが，♂場。\(1 持率的，~!1 ~ tm H乞

及。‘F7Rhd縦長減、伊力/レヌ?わヲドので司

r ヌテ- y‘のF?であフマ七ノ経均 I~よフ τ ノ

花粉 k花粉以外初任、械の珍ゑトで(J))え氏、病‘実 rふ

づ 1~‘ゐ七伊!: i考乙られる。1-r ~ I司-1t! 1舎内

て、もみ役(:.ょっ了及《‘(~ノをずあ lJ J 三 イム

(/ ， ? 3 ) (のい 4 ゐ.~ I '1バコの em h-r(p i d 
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形見{l: 閉する;~ft '(11のゑ迫スデ F ジのゑ (1頗

tで L 7・‘クイ}・ 7 エロ)で 11 ニ放勿\ゑ~'):1 

eγ 反く F ーキサシナ P で・ /1ーヂ亥刻例・長 L長引

っ r~ kずれ Tいる。史 1:¥勾Jb殺と心 ¥fJJ勿¥テ期

以斤 F(1 e m h r〆o" ~の形《・ 0、-必ぐ認のられ

リザっ t~ ~し(，中田ら( / J 〆?) (ff) の

1刃ゆ?柄小彩説乞(手亥 r~ るす兵役五レ T い会，

7ハ‘コG7I'y多イト， -f変刻ザら::=-~決期初刻の~反

られ r~ 及!認のみで・花粉 Y々 月1 ;J，( 11' 1ι( e m)，1'" J 0 -

3ene SiS )ずる A白I:づい 7 乙伶 (31) {tノ ? 

の主伺句、-ー放ゲらニ放〈の仏側月乙ノ小会j期，~多

ゐ~ ~ (:わる仰で I~ r J ぃザど :r~1均し， ごめ昨

期 iこ{す，1初勺、ら())f'J 1:紋(:o!-るみ¥I~視極均が
らt1JfJ 舵?れ 1;，参池上 I:遭ゲれ r~ ~ l' 1二ど)

l ~ J.フ 7正中日氏物¥への?をj玄帆付 /1・られ/ Rえ

メナ 1l~ L、うす何 1~支わ')やすく日ヮ r~ ので It

1ふいポ ki左ペ-1いる。 しゲレ f1 :(句 1~ J っ Tt J / 

例化 ti 前の成‘友~ ~~ t分を)丹 t、7以内し"1l' るイデj
(ナヲヴセン 7 サガ"才 (/JJ F アラシ刀 (/n ) 

もわ'} I こ炉、去、{:つい 1 (1史t~詳しい治対抗
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必字下・あゐ，

2) ，合yて余{千久が・ 1ゐ狩止めがらのガ lνス形成f

ム 18 ( / J 7 I ) I~ J る~ I - ，.fJ.交 1~ lA;rrJ泊

、械がらのか Iν ヌ形成ず fJわら泌ナパ!こ{すノ才

ー者シシ伊存危..，¥'えダす，'〆メL字 T<:J‘孝子イナであ Oノ

マの手全線 t核反小・迎合?われ{1" と mょう M

推均の I k ♂~官夕、らもガ lレズ (J>iJ成.-¥1'"可能

kフぢ乙られ告とし 7 い会 (//yye MI I z E代1 ら

いり，1-イネ?/ Z ， 4-p ・ / ;y〆ワ/.1

あゐい (11 A A . I -̂'えヴ/，eち 1)17乙てた秒¥

ゲら m ガ/レス E汁与し y 十ウ毛ロコシ千["1I守

Zら(/ρり引 ;VAA . /，!ヴjj "t I 1 r~ 村よ

ら(的 11え/ JL-j). ).~t 明1/~ 十 1 A A . 

/J . J ""'-グダタ1.qメf を必字とレ r~ ~ i艮去し Tい
ゐ" {r~ アヌノマラがズでも入獄ら(ノ/り (Z ，

/y A A .J;J'" P・tJ I 九バサメf 伊牧師 T伊ゐら

れ 1~ ~;てでノ すぺ 1 fJ)之 l~句/レヌボサ多戸(クれ/

サイ十ガイニシ 1J必字 1.1iゲラ 1:!し e I 、 ~ø

レ1:がヲ 71i!拘♂、秋(~仰場令 l111 )ゲらの
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カ fレス初版(脱小ィι)ドメすする才ー守シン J小

加わ jtJ来日 H月白でわる.

本犬、検のイナコ.T' ! 1 / 才ー者シシ単独;;ト伊

予争点で II伐とんどカ lレス例外〈似・ぷ:hられす¥

才 r 者シシ(;v Aパ・之/ ター D ~ V Iρ-1'門

程友)ドカイネナ/' I tlイパヂ Pパ・ /ρ _1

~ /ρ -t門 F いずれ夕、航.j.存する;ど t:J フ

1 / (1 じめ 7 カ Jν スわ~~炭机・認・められ(~.. ~ 

1~ -シジンやラヅキヲ勺/ 才ーケマー十 7・・ク

スI J・・ ，Iス7・‘ラス/ 野Zイネの款::rt0 もmの

よう(二/才ー有シシや寸イ十カイエシ左添加

レても小くんからのカ 1レス司令成 m泌 n られ以

い槌均も校47グれ 1l' る (61) (1ノダ)0 J r~ }I司r

祇均でも h符，:J:ゐ力}レえすタ氏 m例措ザ差;左

w認められ 7 お f} / 新聞ら (μ) ，:よる!I 日

本稲・ 7シト梢・交雑 rI t~' ~:.μ 品ネをで力 lレ

ヌ約制民字 1"乙較し t:土:う農林 J3?? 

( ?〆 )J ' 索稲 (1〉?(7.pX〉F4栄光 y

( f. () t ) (l) 3 ;0号室。丈島く， ~ f} で之~'

( (). ~〆 ) J '!f{羽又~~予， (ρ.J〆)rriと"
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!1イ低 < I ラどの FノFP4童:(; ~.f -- /.t' 10て・あフ

て/H月らが fJJh 1空間ゑ母、‘わヲ T~ 1: ブれマいる.

"1 r~ CTR"E，sβ H /) F?ら(/J) /1 十 字~ (J) タ2 b不全

を用い了 F71合経乏けい r ヂ2文‘j主力 Iν ヌ E抄二等

し件 T=-の 11 マわうちの 3'r/-a湾の Jナであつれと

レマドゐ。 しドボっ 1~兵よ式IJ ーするみ守主 i:ょっ 7

片手トの成多ぶ1i方される場。¥心わみといフ 7

4い {J ~.. (.ムゐ。本夫、紛で・ ψ， 't.文字i..

場開ワ去ター， 1 j ~の;'0殺 l: 氏ペ， /1るの

守、 ・手工偽 F 叫 koh律 11力 /ν ヌサタ科キ -f1-':あれ

泊均体mzgkヰも困難で‘あヲ fミ ft ¥.のよう rよ才

ー守シシ~: ;-すする(干均約・ JuJ空間の JLJL m j玄

~ ¥ 1:つい"( ， マ(J)Jf lkJ {1 i rぐ i例らヅ1- 1Jいれ/

戸般的 1: /1 11=:f7!Jや必殺のまいじよる/Jg笠の才

J キシンレパ lν ・寸イトヵイ ι シレベ/レf>!

じよるもの k考んられ 7 いる，レゲしふ氏才

有シシ m 猪殺，~ 11 する組均体♂/反応~. (JI )をむ

取られふ k ごろで・あ仁史 t:(1 1れらか成才

J キシン k の度!追いつい 7 心，現秋、て.'(1必ず

しむ明らゲドすれ 7 I I t cf ~ ¥ いずれドしてもノ
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作物や品稚!:ょゐ反応，.IJ'¥・ゲ rj. 1) ~英 1，J る fょ rフノ

マれじん1/"7 1タF吃;トキロ均伊江氏 -j来友 εタと為

る~ t勺、.ぅ札場乙 i モわれる仰で/ タく m夫、険の

若手責机ノ件 Fれる k ころである e

3) yを児暴付放が-Jv稚 kキ lレス号、ら m

社物体弱ト導

本来/ 推す方t.lfJR乙IJt 0もipotεnc〆(必形成10
左手?っ，す 74わちノ と、(/) ~ふ官 m 刈 1乙むえ必 1，;.'

槌物体主役んする青£力 E持つ/ヒいわれ 7 い

ゐ e マ仰ょう r;ñ~ カ("1 ~同月乞 m 教ナ i 二あふ fJ NA

I :え注入 u逢イム lす核 tレ7イ素材ブれ 7 おり I 7 

れゆ乙(，れら(/1+1殺~ / いっ . l ‘めよう(:

し1，1 ，:>j ~ -v川:J ゥ 7， ネ今え。ゑr(lJ 好手成
主導ぃ 1=. fJ I 月壬表子主ど!司じよう N過程 Ef..丞迭

すぺf ゐ~ ~マミ司能 k 考乙られ 7 い今 m 千'fy る

し r:..17'" づ了 p こパIJ企 (trit3er)t レ了

伊伏字，1~何ぷ J旦っ( l ¥令伊勺、 i ~\う、主 17'" タ

く 0 片;モ才 m 関 t~' 伊的 T ゃあフ r， o 

:小、皇、 l~勺い 7 :; /" /l t7 Oら( / J .fア)， ~ I 
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7 ハ・:1'粧~!械 J '}待られ 7~ 方 Jレス左ノ 亥1/会

劣 fJ:(J) 力イネナン 8令 L、久夫?るだで']/多ノ診し，

?伊場jJ.t ~氏、心了 ， 1t:: わるい 11 ふ業~\- {'μ 

ケれ洋 d虫I:手十勿\イじレ r~ ; t ~ f友ペシレ fぇ (的 。

;の犬、検 2 も~ 1 ~ î変ら I~ f長 k丞手の外宮 1fjA' 

t ~ 11頒ノt~私ノ?十r (/)わる:七れ越えフれゐ t
181角し T お ?(77j/ ;戸ょう r~.扶今 ff (1 ~シ

ジン φFるふ (?f)1: もJtをめられ 7 いる。 レザし/

マの J今川秋戸?はのみられ 1，J.い作拘むある e

1" 1j.わら N1 S Hlら(/ J t ? ) 1:よると，ィ

ネゅ?易ふ，:11ガ/レスゲらめ丞柔 m形 A‘， ~ィヂフ

"1 I 不医Ql11 がとも岡崎~:え三; ゐ~ l ~\‘泌グフられ

ていゐ (μ)し，ノ¥タえ巧(ノ Jl之〉ゎアヌハ'

ラガ“ス ωhカ }ν スがらの雄作 f不5がよ手，~し T む/

丞ゑ切戸〈;lZβ A. 1. ~ヴ /1 Jlで築中的 I~認、

打られゐ(/Jl ~バレ，旅仰1T'iA' ，; 8 A ( /). 1 / 

/ρ / t) ・P ヴ/T) ~ /ゾババ (~，/l l I tJ./ノ

グ・ J/ /・/) I i . ~マメi ) ~ f!介ぷ¥わぜ f二/正

字企頻のすべ.1 (J) yをだマ認'h られ Tいる(1/〆).

本冷文♂イナプ mhFを換でも， 差メ釆 jかム千の円I
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官乏 kU ヮ r~ ものいら双之介タ《‘ナぜみ'" (1ゑ易

て‘ I /，小ィι レ r~ 丞愛 2 永夜~，も I ~雄乙 ψ 乙みが/

又11 /ゾ AA {ぶ濃友ァタ必( /ρ ク~ /ρ イパ){~グ

可こ~ (:よって，商学 1~紫根グゼゐ: k小・で

d r三 11 ~ r~ 差、柔扮斗の不す ñt で・わヲ r~ 好家殺

ドつい 7 も， -1J}レスがらの採 (l' 1t~ 内 (1 ，手 k

んヒ‘すパ 1 (/)好家殺で・ ;tz‘められ(的 I Jトマ象形

成 I~ )-乙殺する土扱 m初成 l1l ~い l~ふ~と t ' 

ってむ 4ゲヲ fミ e レr:ぶっ 1:4人扮丈(~戸げる

抵均休mjナJ手放f行{1!-柔 mの¥fι玖1f1例主体 k

1J 勺 1~ 0 

、F??ヤ争，:よゐゑ~ (Jl小凡 t:闘し 7 も IJI7!f 

聞や狩 f目，病問，~ゑ約わるご k 杭・荷物ずれ τ

l ¥ゐ. jえしl71-念展 v>~1(灸のえん?いゐ 7 〆コ

{~ }，' l' ても/ハ./rTSCパ(/ J J之){: J ゐと/

!司じ Niζパ"ot. n.α ゐm 八Iia t?tι(A/11t-)〆，J~ta. J 

;V. rμJ' t，. c a A. 1/'.'〆-〆ぷ/MJA のダ;( '" タゐ
l ';.ついマ 11手殺体 .ItJ'¥'1手らルベドが・， Ii¥<. 11司 ()';y舎

や条件千で・ μ().vtmlvω t(). I ハメ〆CVlAca id ~‘ 1 /1.. 

狩♂ハ/~C-P iムク乞仇 A誌で (1が〈均し 11/い k いう (ir)e 
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手 1~ イネでも 7反られ fcJb f全マ、らレ夕、，fJ!~~ 体制・

件られ 1J.いのネ・， 夫l守的 ，: fiJ 1.乏のあるタぐの

1KF九ボら白 IJ71 ~手 Æ丈イ本を 1 'f ~するご k 叫千・タ

す--F この、芝、ぷ・こ♂放11iの夫 f較的ある釘千'(J)久フ

1J閉経、ιt~叫勺-， t司令 (7
J
) (/の D ~ r:今ress

Hoff ら〈 /2J i; よると/ 十マトでタ 2JPj妥

(手放 b令"[.;') e 1j j.代レ， マm うらヂぷ丈'r主力

/レス(/)iタ成 {1S':V手室戸みで・泌められ J Jflkf手1

1ι 均五ぷ争等レ待 r~ の lz /lfu 伶~ Jt-1';フフ ( I 

イ美術7るh符あるい印象台え (J> 1" ~乙 1-1 '*1''¥・5幻伺グ

れ T いゐ.

本丸扮{~おい T も I '(/)伊'1l1と''J良d右下・ 1+ぴ

い勺YF カ lレヌがらの袷均体♂扮ヰ t~秀子 F Jv 

手生間差マ¥'$認められ， ;"ナー， 1:凡パ‘ゐと/

ιZ文字ま?の丞tんがィι("Jあ字で h ヲ f三e
芳念F也位以 l~つい"( (d-/均約力/レス 2移枯し

て碓拘除去与が与するす広~ I ダ?左差木レド F彦

氏上で・カ lしス E 秒推すゐ~ ~ riぐ植物体 E誘

導する方泌 m マれ?れ E 明ら夕、 1= し t~ (7)で J

A入後の初灸 I~有灼 1~利用しう~ t OJ ピ宏之る。
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4) 持必均金(':.よ~ -tl直絢 4本m 天童誘導 ι

育5反事t.t1>ろ是色ィ本4え

本弘、万全 lこおいて/イチゴ'伺め移を(~ rJ:る滋

mゅのま秀導ヲ去き 'itfj ~夕、 r~ ι アこが・ノ こ伺初、政修

業!こま忍tY)，;れ t'..13 A I () -J-M 1:多地で'"ノ 分必ず変

の差萎内基脊抑制のま乏象{-:.ワ

S (6) 会\..~才E z--FP5A7IdfWノ

れ~i. (l-X 司 ~!l 象さ認めて 11 ~ 0 

いて I~ I 

伊丹で・/

ιf三少V フ

'8Þ〆U~

そJ/1f" 

て /sA 

m 場処て・ 4ト化 L t乙差薬/ぜ/ 主l~ 脅 \ I二 l?A t?) 含

まれ存ぃ兵三礎姥吃/ごと茶封考委ていはムぷの少多量也

fニ)特すニとによヲ τ 〆 そ幼子愛 0¥ iE.拶方イヂ♂え

が詩的'71/1.. l; f7Iて叫ムゾ/ ニめ-jr"j去て j容易 fごメζ

J震予営破ゃ¥'-;r fi~ ピタっ?と。

試技F宮内砂穆3匁 m制北方法 1";.つ¥.I ては/忽

織Vきj量流術的芝府 (tfI¥ 六CT)( --i!1'1てJJ3ニと
m て、、ヲプ"l，，¥ --f Y/J 'ItA ~課題 τ、あ否('.. t ~、 φ、オ7 らすシ

比較的彩循寸れであ，'1 ~幻設する論文.t (手と

んと..t者らルぃ場咲て、、ある。本制緩て叫/詳ノイ

ヂゴ、ハ。 γ J!利府 ι穴 rii，易彦ヴ従活 J きeR~ 
が{':. ~ 1三m z‘、

/ 
さめ手1/m 1/i1グ'J:1'# 1¥オいと忽ポ7
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れる，

こ m ょう t乞して 5ザイと ιz..:fi d元ーした持 p会長沼

Wω 吸をゆ欽/ぷ/業!~求と ßI L" g 4-会係ど 2η ェタ6)

で訴 "J 1三。 ぞ L て11141ノ多 9タな多A乙象秒、づノ よれ

4ft ne苦手 Z??滑かど'~ 1*伶 HIf!.f.JL 織、沖合 ff~ ノク rレi

X夕、 'J'f菱あしすこ越!I'fJ"t.'‘ d<3タ と新'./~符寸れた e

j訂茶話花、協象l手 Jチゴ‘でだo.5Aアノ b、ど初予 HAEt>A
¥ (J.2.) 

ぎ乙~d1マ 広・ゲ / 1-ぞ(/)''Fグ会7で・£ を4 グヂグ/ず局委
生 ど/クみ (24)，(tiJ， (ク?)， (i炊)， (//-1ノ

~ 't 普

デS文体 1F-訟の托めの向法委 ιι て 11:〆 挙対

校 1'1;f J夫、切で切ったが勺 r.v移義/ニよ?てイチ
7‘m ウイ JVス..p，-，象まざれふニとが-fJf./ i，がと号、

ヲr.-(A -z.. " (第 ψ 孝でd.パ~ . 示た/符滞緩育

民、イ回 ~tf dJ信念力2f，乞つ "τ 数字(:ゲ71三フで籾

会 e t-~ /11三ピこラノ(会良夫実 j自体の f'F払の守

1é はが・ 7ぢ乙られ f三"のご~ (~つい 1 /1第 J

ゴ?で'.1亙ペる;と t~する e
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弟4章 .、 4手当L

イチゴ m 門場~ によるウイ Iレス

ヴ '1 -41固体的久宝育成‘

1. 材料忍枕方法

I ) イ洪尚材料

すき養(:伺いれ Jb姥・朱偽 ιr それぞいれ m 短

長ウイ tレえの雑類6LひH そm 来危 l詰ゑヂ/二/(，、ず

とあ、少であ~ c ウイ lレス的、経系経度《要1;)，'る

加す科ち Y有いるニヒによって/持堵ノ義{:J- ~ /J 

lレス者55長ψ 差薬タイと/ずら l二はそれ 4育咲伺

イ本のウイルス所去的経皮について〆初球内有

ずるヴイ 1レス m姥殺や J直子員殺友との肉イ系乏 θ)g

6力、 t-.しようとゑえ子こ o

イ共事〈京キ来長十 n う ち/ 〆ダナー- 1 I 乙 plす liJjえ

説破均で-Jb宗室イ号、{J7有tτ 維才奇してい穴イ闘体で為

'J / 放交の将来 /fダ'ナ-i ' ，.;t /1ott:feγin〈S

の1-i!re. &1‘ろた#γ/ 正タ‘ナー 2 ' I手パグ。均 wt〉trs
ヒメム;ιf グ:dItnV~εωシus の若手安感‘か雄
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引.ウイIVヌフトイ図体育的夫按I~併しf:対科m走防イlνスリ関蔵初攻

イ芳試~穆 庭婦ケイルズ m法務 集会導入忠

タートー 1 必死没 十

7・ナ-2 〆1~ttfe チメグ必IjeAいペド 廿

7叶ナー 3 メ10t泌ナHA.I//!edtN' etタチふム仏 -tt十

ダ'ナー-4 戸弘涜忽チ必IJダ必ずψγCM仏 →+十

ダナ-5 メ1()~ チルん'6(yeんF 告訴e チ Cr'(，41，~h -Ht 

密交芋f之 1;1侠 十

/1 ~ (?¥ t、 ポポ愛定 十

字王、 Motl各ナ Cr~~k 帯十

子"匂CAEMC Luらdι ノq 一

F. νesc~ uc-l 11~~ 戸ぽ 一

ii. l究会司、不才科にき忍められたウイルス病微仇耗尽き赤す

ー:ヴイJ/;ス加熱借主むく ~tAトなも町

題対(平保)

jgj可 (if!1;~)

栃木(，1ii野)

栃木(維持)

不広ii(イ左野)

1I1試(平安手j

為寄芝山

!胸、(銅)

j忍試(J主'岡〉

)萄対f五周)

十:ご<華街扶(新東I-::tf"'Wイ仁がとれ少潟刈れるが均め下l以ピ刊
汁:車愛す主人(船体1-:. 賞イ七点 tれバ忍品川，~場ゆ下 4多rg方針仰〉
寸t十;日目付、なfM又(株会杉本《警イヒ，お荷台潔めづれ子炉食FiØfl~奈)

(寸汁 lくづいて l古風-14 参f3~， ) 
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5Z-寸れたイ'liJィネ乏飼い fτ.

ι夕、.ナ- 3 I 4-〆タラめ d *統1"1.〆栃木 4
!t1:刻、客全場J在野タ場。、 4入すした I ~叱 m 実

t，i' ~ヴイルって緩婦 m を系主汰で‘あヅ/メ委定 m 待

泉/ 3 ~ト t物 ιι f.1pM y;'附と MぷI!J);ルr
ぞウe V̂んlS' ι Cr;ム仏 μ問 め三菱ぷ(‘認と

が'fO'Ii認ずれた ιめで‘J) ~ 0 . ~ ~ ( 

豆、表平 f茎 r ど /ずさグ}フbk'fZf それぞれ

{到者向、殿場ヒ矛b歌山，f新で• 1'17 it I!Fみ1$1Iτ絡将

L てい Rイ国体であれ ケイルス内縁湯川だえ

アれ 5ι 倒的〆 禾不全えの母ま校試したのて"ノ

援，東~イルス m 矛をま員 lすJ1i認・ずれてい ÎrI、い e

〆字ダヒ〆 FmpdriA 隆三三 EI1C' 忍 M

r F. 向 S'CtlL μC -i ' {-;.厨者刻、‘手金場亙11fT支

均かづえ差ィオ寸似たも的ていみヅノ {--tI-・7 fz つ
いては M()~ 物去仰 と ζμdん協yu..s 0 

す作成-Z去が移認?似てい多イ局体主飼い 7三，

ど戸.V~S Ca.. "E M C 'とどF.向5'uぇ μCF i 'd  

ぞれそれ F イナゴ仇ヴイ lレヲて努め洋差別;(It;f家

沼紛 ιι て伺 l' られているιmであゲ， EMC?
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ほんdω~ ノ4 viru$ t7) 単純滅・栄〆/dLどひl'

/立第クイ fレえど以シu 升ぜe.)で、~~ニとが成

るを-+-れてい?.tシ m でみる。

μ上0) ~ dO才蒙 ， IρjFFあのイ炎刻、'{Ii/1~三 lま / /S  

cク札 m 柔成予体(:旭えて綱孝内τ育戒して明

いた o

2) 為 tn ~採

納華内向舛泊~ ，(Iilィネ役、ら者を採取し， 二め

若令、 49子， 832民健て“持を物広し /!t;糸か付着レ

ル、い t う I'~ -7主差して I / 本内向;綬万五('.t --7 

;ft!寂した。 多mJ之街 Id-. アデ Z ェチ/レア Iレコ

-レ(:. Z ---J秒戸妻子委しプミイ灸 r ケイルソン;!t(/1り

(原皮サラヶ紛 /ρr をノヂ() 1111. t1水 1-:.汲手口

ι て Iぐブい 3 手ぺf・/ をめよ j疹みえを l判いる〉

，-- I D -... /タ分以上浅場 ιマ仔ぅ f三作成試し

R符 m ステージ la，弟 3孝弟 Iit 0) 針終結家

宅、適当ヒ認、A づれれ f 妓絢 t7)!t 1-11乏/t'i'乃左

申 1じ 1: 明い-P-.. 

の 姥歩ぞ友引予事えを年イヰ
ど30)

基z芝培t吃!三!なムS吟歩也 を閉しI/しょ栄彦 3Z:
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if天 αク Z をす口九， それぞれ m 封殺t7)jミヂ/乞

示し 7三冷姥~す!1 Jf'tJを務ずしれず愛 / P H 6. tJ 1: 

務!愛して)有ぃ f三。 それらの場処 Iま ，2.0 切切1戸X

f~ mm  01釘;殿32fてケヘ t?J1I~ ず;‘つ入れ/才「

卜ク ι--，・ ( I f手/c例主月五・ /()づ歩的〉 で殺菌

し役。協議らは 2!) o c:. -，"レ l' 7't但盆室内で・ /・2

F手間-，0ラン件/レクス I!ffpfJど釘竣信頑多r;7."考ρρd

J党())J1fJ ~ナ〉 ・/.; 8手ttr吟ダc;，桑ィザ下で1 行?

点。

4) イトイとしず三菱黍t7l1.ヌヅ扱い

ぷ分化的認めづれ f三差薬/吠/刻、授場 1年で、 2会委

却が・ 7-0 --ヲ o /1ft;7l1- J.-〆よ l二 5孟脅しれ b手/ヱグa

i手 Jt'j ムドイケかれて μ~ t OJ r宮戒を分針レて r

彩係イ疋進展引..差妥m 徒会合、t1-督左目的ヒする

場処，.......地えす女ンプと。材処後ナづ令 /tJみ匁のす足め

4れれるめおろ/ I/I~;史殺ãJメ符みのハ。 -S キ ι

ライトち入以ずつ二イ千コ、、ハ。ッ 7 I~ 桔之 th し， 2. 

t11向Iぺ l皮ハイ木。ネ γ クス /， 000 I彦教芝和

之て象分補.伶を仔ぃ .~'/IAe芝凶ゥ h。序'"イ仁 lてよ

7使企 I-~ jι着したも的 l誌 r ょ11*0) 永えき入オ〔
ーは一



た/~ C-'nレ系波予 4;tに穆乙 tし f三。

り 、?をメゑケイルス m虎え

イJヂゴ m ウイルス球史明均株雄均ヒ ιて/

Fra.i-t:tね νesc.A の之*紡 CE-M C 〆 μc -1. ) 

乞 Frt:tj..ArA eL αヴピμ-lanA さ 1脅し、?と e 純定方北 r:.
どグノ

lま βRINφHUR，sT 五 (1 タ ~6 ) 句府本 ιfミ/メ言葉

持ぎ、法乏!脅し¥?降殺してい 5ウイ IVヌ m 姥殺
ど/170)，ど10ノJ

的判え 1亡!まあ非 η 判定法ど表 /ρ 〉

l:ずえフて決定した。

親株局不を廷は待採耳久前{:行い l fJ必愛育咲

妹(:..ついて lす /タ C 切t.~ Iτすポしr..4~ィネめ万長

柔 4-- タ玖 ~Aミ i刻ずめ毛のき序l ぃ 7h fit 1要柊

ぎ lすオ事念勾乏士乙ロデ 7
0

で‘若らずつ lナノ 毛糸てい

絡く絡τAH/ l:株 l二ついて J へ千葉仔っ f三。 持

ぎ、薬の渇着 m ため/三 (;t程度をほっニどれ重孝

であっ穴ので・ ~ 1-: I手ftoリ後を効、ぶktノ よレ

す:、をや、 ¥1マ;j財 θ光J左寸えきいヅ I Jくエえ宗室

l ip1表)c7) zヲOcぐ~)一 /~C~(4支 j 乞 1:

3iぃ氏。 Ii I予叫 z--4え包向後，.....〆 拷 f蒙m 予告着

長命左足Jr，j がづ ~ø ソ後'左評家去した，砕い Tて j業
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ゑ10・Mゴウイルス川被乙均株材籾/-:.古げ3舟庇

煩種のスルd
・
ウ

標 組*'

UCl・2 柑'gi-
I D1an& 

Mottle virus 。不整形の貧色の小瀦E.ra 。不盤形の黄色の小琉a
(モットル・ウイルス)。EMCにLatent-Avi・ 。わい化は激しくない

rusがあるため，わい化 い正常な形で小形となり，
の激しい場合がある 配点ができる
。小業の大小，ねじれを伴

う
。UC-lにタロ γタルの病
徴がでたらモットル+タ

日ンタルと考える

。UC-lが比絞的大きな斑
点なら，モットル単独感
染と考える

Crinkle virus 011 9ンタル単独ではわか 。不整形の小斑点 。ぃ縮，
(タリ γタJレ・ウイル りにくい 。れん業，葉脈，業柄の暗 ねじれ
ス) 紫色

。50日位で斑点や特有のね
じれが現れる

。この症状は次の業で消え

る場合がある

Veinbanding司;irus '011、業が後方に反転する風 。バンド状の病斑 。わい化
(ベイ Yパンディング・ 車状になる，先が未展開

ウイルス) のまま幽カ1る

。葉脈にバンド状の退綾部

ができる

寺町ヲ認
バンド状に

追録する

Mild yellow edge 。業が紅葉し，数日で枯れ 。接ぎ木後30日位でモット 。古い業
vlrus る ル状の病斑ができ，モッ から紅
(マイルド・イエロー 。UC-lより紅葉ので方が トルと思っているうちに 業する
エッジ・ウイルス 遅<，枯れ方がきれいで 比絞的大きな業から紅葉

ない する.当初黄色が強<，
後に紅葉する
，._-也 /' ~^~， 

高叶 (11M.‘lk/タヌ~)-; 'J ~f=bX. 

-ld一



の/放でも活着 ιてl，，る場合 IZ/I隼グ、水イ毒殺

がてdFたるの乙 j考之(治着手412，/矛 1:" g 0 fi 

#皮 )I 安吾着しら、歩、ヲ f亡株について l'til-友，}、

多枠ぎ、、坊を試みた。オ初老 2""'3外、月後 1-::J~ ポ家

if;H 1t1 ..t-拘グイ tレス病~えの鋼生を行'-'，/ .4来季ウ

イ Iレズ m示室額玄判定した。

Jr.綿菓忍初、方察

気15h ウイ Iレズ伝子元株(:.よける湾姥《示室麹

友1;¥"Jも京菅ヒ訪す 4的力 lレス初段、

前章て、日月らや、 l亡しれ/ イ千コ、、めめ活るの長

通局姥でみる NA A /0 -t M チ 81千 /ρ ~ S-. M 

m 共存浮かロア争処を主イネに /A-$t1符ヒ乏 4ヘア

湾類勾移ぺ t:!I-';ι た。場y委後 3 か I1ClJ調査

伶 1~ f 品不室lJ. lÆ' 均刊写~ ，~示すとよ I I のと

お‘ヅて・， ~ !; • 

イ夕、‘寸ーヲ例タ Zらがあl武， 1f，地 fこ対す J反えい

れ狩列 f〆差き t/!;.めながヲ夫が/場え長崎期乎 d受

試歩各他著 1: 弟千要なる美砂~.ムフプミめで'/ そ~

- J/ー
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f 
ぞれ r おして ダナー A'(f，t-充J /・ 2 ~厨

f 

長訊;教場ゐ穿童保存株ト 夕刊ナー B' (j季絶

d . 4 ・ ó 揚木泉言~)fi:野少均株与本長〉ヒレ

てゑ汗、レ 7三e

~ .J'"湾 Iて共通して言5乙手ことはノ基礎歩各地

d み/ ぁzぃ iすオーヨそ γ ン (NAA， IAA) 

月~Ã境 5手力ロ堵多色で 1ま F カ Jレズ m形成が jまピんと・

認め~ 11てすr 手伝 I /3パ手EMF未知必地でもカ

1レスの約九字 lま慈しくイかく/ナ介 trlカルス Z

:ff} ，;兄てγぜる!こ iま/均均にオーキシンヒサイト

ガイュン(ニ的場合0')73バ)cnタそ{"t"~とと

.p'¥I見零ていあゥ t-:.0 才 r そシン初会変額について

埼討してみ 3 ヒ/ 工AA と s A 0)労了きうるうぜてい

1ま/ 〆夕、‘ナ- 13 ' で /7 工ババ 10-6メグナ βA

10-> M Q) t名手ぜで 1 ~ / 1 A A I 0 -S"" 11チ BA

/。ータハ1C7'1歩長姥てい/え jZ/ / 安fタミlf-I$.' τ/詐 〆

I A A Iρ-1"" M チ 8 A 10-& H め移ませて‘ /OJモ

1 A A Iρ→ バイチ s A I o-~. M (7)始--t1!で /タ .% 

m ガルス的成矛であっ ~o ニれ 4 t7) 矛~/;! Iポノ

1tq fo汐ヒ i I ハIAAピ BA的チキr手法地にみ，Iナ

J
d
 

ク
/



るカルス行成、:字の，弟 ;f:;~'ねえん 3 釘 l こ L が

iIしてい η い同で J イベ手ゴ持介、'7t1)庁防ヌザタ

威 lこ(-ttV A A ピ B A 0)チぞみ歩者姥1...J.九、'iA当で'ある

こじつE 芳、するのといえ~.す 1三/ rfsナー A'

のみて叶針。存分れた場処であるれ‘，fJAA/ρ4

ルイナ β ，4 Iρーヂルずのす多地て，.Iまノ イ台ぐカ Jレズ m

Hラ吉夫、がみづオtt弘、ずクた。 ニオ{rtBバ0)，易業ノ芝

?予知による却例作用の向家でみ 5ι乃之 4れ

るめで r イチゴ m F手坊養{:伺 tI ~ 13 A内法凌

l手 SX /ρイルゲげよ fft手過多ど判依T才オ(1とo
二文/-...〆 ケイ IVスj'全集と刷局不宗雄均 ζ してイぞ用

てれている ，zィ各位 m 野't-イチコ"F 〆esωー

いついてみると〆 /手ピんと・ jJルスを.jf多域't!:ヲら

長 4前二学て、‘あフ任!VA A / [) -t jI.イ十 BA /ρ-s-

M 珂コ合会地てHf之ン I / え%o?¥フク IV えれ域孝ε矛、

した i二 tfT-fが、がフ f三。 手 7三/ イす豆、， tそれ

{二 3だいてい偽苧てあ'/ / イナゴ、 m めか t] (7) プク IV

スめれ域/二 Irt: I I'p 湾沖71-: 7ぞ~ '01' ~ 0 ~ ~ニ乙

F句史めて ZZY)られた。

tV A A ヒ Bパグヲチキn-;I~多色(: ;J，・ 't多 1v1.レスの

-?~-



'/t1-il丈l詰 r それぞれの濃友 t?)，fJi..合せによって"

なっ f三， 人IAバ /ρ プバイチ s〆4 /ρ-t メグ巧少多

地でrt〆 白""/支后色(7)~柔らや、ドカルス夕、・タくノ

婚後 4盈:んで‘あるボ/カルズ初成、後ヱ"'- '3 p， 

河で‘特乏J{二 tiフ3るのが多くなゥ f三。八/A A 
/ 0 プメイナ B バ IO-~ M (7) 移地て，/11:.妥~奏繰

るめイ分釘 ιザつずし's7Jκプクルスヒケゲノ I ""'-之
#、河るずる ιfi宗主任 (drμ 凡 Sf()A )れ紋Jiヴれる

Jう I~百う(@川ノゑ体的い I~ ゑむあい丞葉少

イと字左示す夕暮氾ビ f〆ヲ 1三。 メ(AA /0-5チBA
/ 0 -r M 的培地て、I I求/素ん愛緑色めづ今客'1t-に

くし，$史"¥カ/レスタvタ昔、づた e

第z~p ウイ lレス，援病棟 fこお It3域処内示室頬
友1A":11示室ピ 17，レズ p¥t)め峯葉少イb

ω ヵ/レスきが植しない場合め毒素づりι
前章て“/力ルスをが殺す 5 ニとかく委柔乏

グケ化ざせる場処ピして I f/ A A lo-t M ナ BA

/ρ-~ 11め場沼市・iffJ妥て玖 5 ニとを例ろ夕、 1:'

-?}-



i正112. '"バAIO-IM+ BAIO'M '̂ Fも士宅ドポけ3
イ千ゴ、持p、う命力ルス者5ボ
メ王巴中ど7ザr B '，宕 r多安平笠'

-76ー



ι7たが・/本封殺之・ 4ン 前広 のゑ// ~~足」ゐ と

〈 同徐の F告義95J表。v得ウれれ.

差葉少At.0/ ，-;iイ業試討万全雄委丈 l二対する萎葉少イι

め認め'7J/'1.. 1三鋭校 76荻 m 客iJ令でヌドレ了三-t~て"

4 ダチー B' て¥1f/i 8 
? 

4 タ“千戸-A とムるが、r

ど 血
(7 J PI 沖、 y て、./タ忽 〆で.f あ久平 /之?/忽 r 

/ hl F Ve..>CA... てい 之t%て'(d究p た。 4幸玉、う

lホイ夫会〈斜線移4Aが“少かずフ 7三完治神¥F 差蒙分

イヒ lホ l本毛認められながづ fっこ。 矛 fミ r {(f ;}C7) 

かう る長2車ヒ足、われゑ絡会也て.，タ夕暮のお1綬答

d? / ィ'gJ(/)局きタ多ノ愛 ι托 lこ L妙、かれ 4ヂ'ノ

わずtか(:. I茶的釘、桜!営て“差薬φイと乏然グ)0-勾

ぷて・'1・1ヲ ?と。 これ lく対 Lてf. 1Id'CA (-;J:. / yヤ

/レス約夜、摩 l手前i1l-:0¥ よク{-..タ dZZ妻砂長£グ会ぐ

/0ヱFで1あっ 7そか・/ 形成したァクルス -17¥ ~ /-;1: %-
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封勝32Kづ分列(， 1モカ ιヌ内/っさ移雄 ) Lて

拳i0)タイと芝 liIった向来さゑ/.)..〆 IA 13 Iこ
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tJA A IO-~ Jv1チ 8，4 /0-5 M の珍ヲゼで'?)Jケ
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メイネすり均従事 ~Iυ、{二 ~Nバ A o-.， 必 bン震友歩合4ぜJ

( /0-7ん /ρ -6M TrI、ど・〉ヒ五はやぜてノゑb

緒 5~ r殉姦ld)必必乏比較ぷ安討し f三。
ミ;:，.' ('ダナ← B ' ど r 室、交!if-竺?について

み与し嘉板場処ねH メ/A A I ~ゴハイノ I o-~ 
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M lA1Ji?宇和培地で.l;tカルスめ移設のみが認、め

ぷれ〆 ヒ-L I 二差-t~ケイと I -J: kく認めうれながっ

た. 局Jら示室ど ι/毒薬 m タイと fニ/式 13A I 0 -~ 1'1 

t~tt ~宇和場多色作\.，最適で・ノ それそ"れ/宇/之/s

m 分イと~をみした。 八/バ A /ρ-7~/O-4 メダチ

8 A /ρ-5" M の労存修fぜて・.Iす4.，，-ク Zでみ γノ

I A A I o-~ IV/ チ β A 10ータ /t1t7)ヂぞ1t歩各地て・，

f芯 0， I jt て"~プノ 差柔分イと字17 ;r-苛ジン

め絡先 l二 J・ 7 て俗下レア三。 八/A A 1ρ ータル7チ

8 刈 /0イハイ内弁1}坊却で‘，I-F.. I コ手前、咲 l二広‘"¥ 

て毛パ全く差薬勾タ化合、‘終4');れね'がつた o

どすま、，亡ついて{京 I 1.1かヰの 7クルス初歩足

率がみ合、ヲ tこ7三グ)/付税カ/レス教が・少 tr/ くノ

ユ手弘、、時金 I~ あ‘いても差薬 m 少イど t言語忍y> t7れル'が

ゥ f三。 号 R イ (d: ~ t7'l p¥ ) てい lま / B A / 0 -5" ハグ

1-Art f字句協犯で，I本 r パfAバ /ρークメイチ 8A
/ρ-FMF?存法地で， /本 m 誌、雑種含1= ~ {f. t7)分

イとか務め~ tl 1モ夕、.，/ 77fレス

ι I~ ;f，ゑ/ どタ~を字生左 '寸4r

Zヨ案 m校三手し f二〈いゐ湾てH

-?Iー

き7多極 ιアグ、ぃ場合

タ・'1ι r?  f二弁七ハ/

あ多ビ j孝之 t;.Jt 1と。



反〆t!sc.ct..てい/2J34t4のカ IVズ吟減、宇か‘イ久世、

フ 7三 7乙~(二/イ対抗、 111レス1.文 l訴す分で'アd ず勺た

が¥秒泣し i.....P IVスかる rtI Flとんど.!i震の

づりとが窮め 6れ / Eパ /ρ-~ H 単純〆 ゲババ

//) -t /VI + β It (O  -~ハイダ子存/ ゲ AA /0ιf  

M チ β 11 /1) -~ f1 ~存 m 歩各地て叫/ それぞ・れ 4ニ三

/PV/ itf sめ悪業タィι宇とクヲた。 ニめ荻

イ露 I~ I イf!!d) :-~ J.童 l亡ttべて柱めて所キて玖る ι

ヒ tJ'{λ勺 N A A 10ータ門+ I3A (0-5"(叶仇共

存?争処でも差美的介 Jどか契約 4れたこと的 L

兵てH 例斗的為、初、、検待来ヒ η ゥた。

}少、 ..t-t1J 修男子左-~主化 q 多 ζ ノイチプ m 待合、

Ga 7クルス持政 f=11/ フr--キシンヒサイ ιヵ

イエンど本釘‘礎的場合 l"d B A ) (7) 71ぢ声、・主重L当

なみ震笈で'1手作することがゆ暑で‘ム '1 I ニれら

カfレスかう差葬芝誘導てア寸る場合に l芯 / Bパ

めル/、、/レ諺 ~ft ヂ手につつフナr キ γ ンきーえ m レ

ベ V げ下(本初万全内場合同外/A A Iρ -t M)  

/二下(1"~が ;;A lJ ，， 1 /():才 J 考 γγ~ l;実 (1 所、く

，~t 神1 あ~ :&め乙jろえ 4れた。

-8之一



~ 3 iト ヴイ lレズ mzi漁耗及ヒ、持からめ
カルス約事足立乞 1A"(ミクルス歩、 t.) 0 

穆7均体 m 犬童育成

J お史的表記必 JL矛空2持必議長しようとす 3場合/

斜ヒ η3妹!諒教穆m ケイ/レス 1: !t~皆み多い iま

fキをして『経系 Lてい 3可能性献、;p， ~ 0 そニて"

ヌド怖においては， ウイ lレス佐病 m終ノ支/ずら、

対7ぢ産湯 ιτ いるケイ 1レズ m 移符 r 叡程 W

4鋭的病被の軽重等乏震にする 71空勾め初球
玄イ共試して/ ウイ IVズ《夜森移皮ヒプケル T 形

域主並び f-"紙夕方j本m誘導く委委の今jと)と t?) I美]

イ~ e ~fI ~が/こ L rt ;;と ιた e

イ失訴した 7穆め絶球ピ毛/ム.$t7) t会対さぷ

Z楚坊4也 lて八IA A 10-(. M チ '8 A /ρ -s-M ~タそ

rわ名手也て‘焔/をした J 戸、月後の帰そ絡家をゑ13

/三ff-、し fミe ウイルズ mFを森才差J安局/ 均株取 9手

美 m純妹 mFZ綴ケイ fレズ m淳書更衣ぴ'f勢(J)?~ 

5g I ランナ-- t?l必タ~-t t;tとH 弥、。判定したが‘/
イ来季ケイルスめ-1:重委員がそ子宮月であフ炉二 ζ I~許るの
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ゑ/J. ，語手権ワイルズm汚安定.A'安維11とi待が'7t11ノ7111ス巧耳元、It-~草分冶 a

ウ経雅イル長殺JZ• 
点主1焚 務綴緩急

イ安多i($td空 活友乙 (8) (e)ぐ%)'(0; (%) 
s j: 

夕、ぐ、ナffi:続ーA fv1(+ 門y) +""廿 /之 5:之 2t 付 / r 
/サ2)

タγ-kBs P14MY手と 世十 Ilt-y Sl2 ガ7 マ/え 8 ど月?r 千，..，.s)
堂、衣平1:.. 末京支え + 

戸 tl 2tt /'16 (-7 /ク

iす;;C7I1v、 手放定 十 7タ 31/ zt3 61 / 
手安 外イナ乙 →什 20 ク2 2() 28 。。
王位~ E!1e ムバ + :;1 /to 1'1 11 /0 27 

F. ves(({ (J[.f ViYH! free '11 10.之 /2 12 7 2t 

a. l~ 戸r 培低 /'1 .$-;p;ff. ffi I~わωμ4;1 10-'物件 B，A I{)・5メグ王手が基地

タ者j長後 12.jlfJ防l頃仰ぎ同金将家
ムイ村、ケイ・レスの減殺 M ; Mottιviyt.¥s J 1'-1'( ~ M~ι~ Y~Pl，σ机J (命νiY凶，

c. ~ Crix.fJe "i山 J LA = L4-色"，TA らir"， S 

c. A:;{ 'Ml:;f若手， -;.t~.められ穴0イルヌ瀬f紋m経反主~す(永?参‘収)
ー:ケィ'1-ス動妓uL/ 十2こ“〈粍微，サ;経微，寸f十:8月4時抗f討に
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み、' とど多美与芝 生， (二ついては/来1t1学内各脅

耗度変初、、テンナ r の終生委 m みかう弟j併して

芳:ιf三ι11)て叫ムゑ，
3r  r / タ"ヴレ ，I二つ υτ み s乙〆 系fあA

l ま l屈義彦t\礎場の~湾イ系待旅で / Mttt1e勺ぷrWs
めれM・ ~1求 M・'メグd泌予4tJYLtS ヒ/げf，(Jd 'tdf/ft1I 

e夕 、dyLts め芝ヂ祷妻辰戚威t‘努禁T株め l局苅元念7乏診φ 4め で久ン
1 外観6的ヲ lに亡 jぽ京/け?と人ん/とととl' ウイ /ルレズ議参乏dポだ乏 3呈iして しい

な しド1ポ株求て、 Jあ乃リ仁/ 2禾示総 BI瓜誌ポ紡汚不木二裳訟鋲くぷ必左F貯子づ分今れ歩場る0か¥ 

ら全返街単釘イ寸作寸れた パ的イのρが幼ゐ 協d1rωMμg ι メMイ必d)グ必がψ
〆似1.νμμ，ぷμ/..μCμ乙〉ω と Cμ~U今匂仇J胤ダ め三室7萩.5f判所婿

みの不栄之、 I 外線J的 lこιうま縁が愛Jιι/針案れ

委縮し/ランナ J 裕之毛少与し、穿考ヂめ妥ん六

芸朱て、、あっア三。 プ1 fレズザ夕方災孝!京系統， A てい手~ sノ

Ji'め B之、、タ7sであ fJ:/ 差芽、内分イ七三宇!ま秀統，

A 忍び.1 B とる 3::::ζ 廷が詳めら1/1存、夕、ヲ f三。

プヤ/レス巧域 l亡 l実iして l事ノ 二、、〈オフず、#である似、

ウイ lレス多*'(/)放しがづ rこ系偽t3のす夕、 {ItJL

てい戸。

F， ve5C~ て・ (1 乙4んdAγinrs 乏Z脅す b
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乏/v1G系とノニオ'(e 7脅ιr"、レ 1 ケイルヌ"7'/ -

イ倒併で~~ぴ C-1 系と向比較さ行ラた。 i移

ブ伊 4 の 7ケノレス .:n~ ~ IすそtI1..ぞいれ 11 又〆 /λF  

で みれカルズ t' ~ 0差葉少イと/ポ之?% r 之4

ズ之ムフて I ia乃若5め湖 1';.Iす〆含く乏告、民総点うれ

な.p、ヲ f亡。

またど家主、〉 / 〆定I~ 与す生左? r iM5mか 9

1亡ついてみるど〆 〆矛芸、，詑メイd乙~ ~~'rus 

と Cγム仏 '1-?ιYVlS' の空手妻A1'栄株て、『ノダ多ヂの

妥乙プ之/ クンナ--t7) I手乙んと‘彩色主しないが求てH

;;，ゲ/ ピz友軍 1手 7 と (1'1 ~内省、，千/とる
fzdb湾紙f手市内球て-vf努めみ下存 'C..T¥' ${J!透
(:. ，ず認め 4 れていアJ ドポ求~\宥ぃ k 毛めていぷ!; . 

J 名変ヂ I~ ，がら l-;tt髪タイU 夕、" ~数訴グ)うぷく
たれ/ tf手5のが' ど どす15-'守宇、 41式/手と U

と・認〆)4れず I 二れ 4d》矛す斤1で・/1ヤ/レズ dd形

成行委案 mタjとめ要注多bfzfま]ι てノ ケイ!レズの

庭婦オl# め海空々夕方F 考f c71 f寄与~ I二.tj 一定向傾

向f千認められな官、づ免.

以上c7) J-タ lくノ本実 1較的結果舟、づ lま/ケイ
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/レズめ1i7議釘・ァケルス祝o)(銘伊!f-/;分化舵 2イt又

τ寸ぜてい 3 ビ lす芳之ノ要注</ メ多/養l伶来 f三位心E
ている議同〆 J'~%望的達レI /七よる と秀之 5 同舟ぐ

手当てH あ 2と )をわれた。

第4設予 場桑脅ポイ閲A本のウイ Jレス殺え

すで・(:誕べて

ているウイ Jν ス

ぎ t<ように，本章で lま花瓶し

例示室実安彦針・病発f->tを亥/亡す 5安易

放さ材料1':..持必後左仔いノ 各系統ニ、‘と l~ タく

m移長株を得る ニと b"， "'(‘、タ た。

全々育反対 m 外観JIす貌株{'"..Tと代/

ニt(t7の待沼

/ず 3か{:会主脅

fJ:!-flてい/ 手~ ;/丈ιィ中旬・・イ殺到いとして広ヅ/ イタ.'j-
， 
め三宮罪事ヲf:0I総妹/二認め 6 れていアミ t~森

内愛ィとや委託宿ね、ど内ケイルズァ伝氏 ζ祥夫 ιて

しI1三 (12 / g.. ) 0 

旅費削均株n籾 m株数め j苅イ奈で/育成、レ fミ
す代、てめJ'"稗・ 7手 t九 l~ づいて ヴイ 1レス内放た

! r1うことがで竺布、汐、っ 7とので・/ 話局 ιてい

3ケイ 1レ叉 m滞2質的 t1fl~弥、でみつれ ， 7¥1，ιFF' 
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l釘14 35培巷 lτ用いれ親株 L左ーゐ湾 r夕、、ナ-3')ヒ
~ ~j!古車内育咲しれ丹多晋J長株 (;ち)

(普絡m古代ギ事長品川.，ワイ"::<:延次合、脅失Lていり
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d) 6 f統について/ F??多ノ養育d 才求きイ多系統 3

殺す;、つ芝明いそ /it1fj多グ 5ゑt:J-a ;f愛え 2行 LV

岡崎 1二，それそ・れの貌落糸l二ついても i存震波え

z行勺?と， そm伶泉 I(Jゑ 14ノ lit I ， 1二ふす
と広リてい~ 3 0 成，i方法 l本丸、稔方法的墳で‘辺

# ・主t 古~.
代、 7ミヒム，'1 であザノげ霊安ノ委 iニょっで育成し R

J厨ィ本で・/不受定 ιたすべ‘て勾オ1tかけノ Jtr:f~ j家tl:r勿

):./二イJ6的タ象徴る矛1ナず;ン ケイルズブゲ-，{ι

し"¥ ~ ¥ゐ; とマ\・日月ヲゥ、(~ r.fつ T~ 0 

三宮感、安放で‘み? t三〆矛仇j番号 d; 4ノタ

m 均培援す城、イ飼イ本/こついてば/栃フ1:1討結野

ィタ坊にあ‘ l'て :L..f.ヰ/安ケイ fレズ示会えま灼乏しノ

{g)jネm作某ぎダ写てい多 ((0り o

l勾g守f亡47? f三家ゑポ't0ポ策定て"/;J. / 持才家政方?m

が愛廷と闘が長 1-:; 殺しい舜微 þ，(j~樗桔;f!iJ ム/て認、

めろれてお 'J/ 乃場経によって育成、寸れたイ

手コいめ泊.1~ I-;J: I 総球的，雇撤ケイルズ《法麹 ζz

lA.'履物の彪言rIτ かかが7"ずし/ ケイルズ m 隊去

ナれてい多ニと介，../Jf:l ~づか1 と1;;'った。
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家14.持場義1-:.用いTJ升:-'r禾手もの家財止と少さ義妹向ウイルス救え

不安定レ 1三ヴイt氏。梧教え・

イ受試奈手先J オをお団体 Md地 MlIotVeItule4e Cμt長ん
ダ'ナ-1

持競鵡株球1
+ 

" 2 
~ 3 

守、十一 2
i待殺堵旅j長株1 + + 
" 2 
~ 3 

夕、、ナ--3
、持親品味在株i

+ 十 + 
手 2 
f〆' 3 

ダ‘ナ-4 議抹1 + 十 + 
〆〆 2 
4 a 

夕、ナ-!)
詩認慮z義t軍~1 + + + 
" 2 
P 〆 3 

4 ウイ』伐の殺重量 Id:. ft安定L筒.fe惣持矧 Eν'eSCo.. E川C〆 UC-l
京、よ公-Fvi，..g()1io.川町 3宗草委員定用、、，JEIOめ判定透 1':'後，た
+:指定常椛吻m病主泡仇奇跡づれ~L~ I d私られ方いもの
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/iD1古 ウイIViZ1官開花木知事物 Fr<j向o.ve'$<仏 LlC-l

1: d，'巾 E府 3'"， '1普1主 H~' 2多月後併説 予

左 7玲1:町l\ 1"'~ 草~n (三者感れ亮材j
Jち:布告t音域持(マイfレヌデ主張答。)
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宜.論議1

イチプ、 I二下震らす1・/法¥J1均《クイ Iレズブゲーポi
ど//3) 

0¥ f T支l訴I UJ H I TE  (/  9 ~ 3 ) ボ・ぷマ;... 0) 

M坊とタハ‘コの子弟左肩 tIた支援 z・・/移ぷ坊の

伍長ィ定ぇ生ィ努飽繊(;1ウイ lレス波及..t，'危埼ltj春、1.¥ 

夕、/あ否い l言ウイ Iレスメ~'4 伝しないビ， I うす

青色ほを 7下P愛しノ勉f身体中めクイルス m少1;1の

ヂタ守 pーさ lてつ tI て言多し 7ミニどによって，そ

の均績が l柄夕、れたる q である。{.{71 f.念 jvJ()~Eム

イど /15-ぷ )Iポノ傍ウイルス m妥Pタ-g耳元ゲ訟

して / Iくヱ歩多姥上で・寝泊 IJtlにすてる z とによ

フてヴイ tレスブザーイ固体台、-育咲てHPる《で・ l式

かいがど方えノ l/aftムkφUi-Sa.ζとvどJ乞〈ダ (:経

系 Lて1.I穴グI '1 1 Oj重要均分を移設ι久美有

得と‘d;'IJ t?)ウイ fレズブヅ r 京米を育成す 3 ニι

(:.域、 Z汐し九ど3り。 ニ C7l#Ff 変 M 采ノ~)存すで多

く《河究プ書作え委ゴ震活義5本|二よゥでイ多縁結均m

クイルズブ，/-イ'fflイ本き育成、してい多ど~)，. (ωλ
ど4-ゲ)/{.〆7ノ/(/&>.:1)ノ(/・)/) 

。
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イチゴ‘ m ケイルズプゲー放15支!こつい τ。ヲA
aヒ， 門1ムム ERら(ノ Y〆 3 ) (Jりが・ %r員法

令，:よフ了門 iI J〆e./low εrJ.，e νrlAぷ t 

Cr;nkle νi r VtS 及wνej n b αt1 d iハtv ; rlAβ 
句と・! fやみし T~ ~ t ~綴 J含レ r: (/)が・7叉初で・

次いであ LTON (ノ J，〆) (りはぷヌ.1f~': 
よる νeinha.nding virμs l; L~te 川 e y i r-μJ 

m 不?品位 t~e 扱悲し 7 t、る. ~ 1~ 下村ら

( / J ， II ) (例 122~1良 Fき~ {~よ') 7 '1 - 1-衣

乏育-Aし r~ Q'" あ温ヌ!lr'I併用の灼*(JIあい J

'-， ρ. 3 タf...?1l. 以下 I~切 fJ t t[ /1" /iト株ド・ヴイ lレ

ス-;'1 - ~: 1d ゐ可 μィ、主の 1事1l ¥ !. r j. t.. e す:レ

レザレこ ρ ょう TcJ丞T女Fをふ法 lfI げ 'JtJえ

し 1~ ゑ I良律、判"t I t 1 ゲ l~して正常可切符・形成'

のす伺，~終育 σ ぜ J 六体 l:: 1- 1-'育成 7ゐ守、 k

いう、?'1:服.."・(可げられ 7 い(-:. T~ 灼，*争中，: 

力 lレス形成主将く片パ(1 不通告 t レ τ メ~ f! ~ 

れ T き((() マの 7:.め iえ来 m すゑトJ五{~よる Â

体(す F 向平手，J娘1奴/鏡下て・‘ J 初当 1~ (易及可放 1ftt 

hε 使レ'( t刀 1)~しれ J つのま女、王、母、与 FF つ
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のめ(1本ボ・件られゐ， ~すぎ・ 7・ F 総考量的 fJウイル

スI '1 - 1本~ ~員十子治 k I I rjらT<fゲヲれので'17

ゐ.

17合後{~ょっ 7 背広レ T~ 倒 j示。、， ヴイ lレズ

ブ" - I二 TJ ゐ i t' 7考乙 11- I 者初ヂ 1.j.リ疑問

枕され 1，0 狩 I~極均ヴイ}レス局 m 専門家 {1， 

!tg ~フ花粉'" t-且織、 (1，-般的 F11准均体サでも

狩I"~"ヴイ jレズ 7ゑ皮 4 ゐぃ! l~r われ'7 l' ゐ却少

であフて， マれ句をすノ長レ f之がらといフ T ノ

ヴイ lレヌ 7 '1 -衿ボ‘待られる~ IJ: tr乙{二くい

(. f>たえでゐっド e しゲし考方ら ( //7 (7 ) 

(μ) 11-イナコ-hp合会I:.ι ゐ極r争体育成 E絞じ

f二斤，統 1~れらの初雄 1'ð fJ'< I 枕株，~バ秋レ

Tま青 H玉盛千あ '1 I 匂イ 1レヌ 7 '1 - (t レ τ~， 

ゐ司 ntfrのわゐ: ~ ~f8 ;f街レド州・/手えい(/

A sO. Eム - N:rムら( ノ J? / ) (1) 11τ・ヲユク

か♂ F75者絵{，ょっ 7砥均体 E冷ヰし，マれら

めほ均{手、(こ IJ.~え;ft t1> ヴイ !ν ス舜択が・ 7月失し 7

いf'--t f五与し fえ o 1 r~ ， ;::及本(成 ¥f}1をa) t 

ペナェエ 70F??を!(~ J. ')背反し r----抱均体 I~ I 
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ウイ !ν ス森林 (J) í月失レ r~ 械のわる;ときか乙

7ぃゐ(*A 1~ (~よる) 0 :れらの乃オや脅威株(すノ

3 才 k 心花粉杉え~ i;身、 mも仰で riぐノ hf旦織えと
Jみのふ法文体碓拘であっ fえがれ(~ J ヲ 7J3

片手トのすごf?rJ戸別 fる¥I}l レ 7 ヴイ jレヌフ '1一
個体小骨氏。父 F え目ざれる，~全ヮ 1 ， 11 狩 I~ .:J 

務T頻 TJど‘ウイ )ν ス病 m被与のミ・ tt枝』グれ 1 l I 

ゐ氷今 Z不手裁で 11I 従来())~技庁令j五 1 ~ょ

っ"( 11 I ヴイ lν ヌ 7 '1 -- 1自体 ωすが(小困難句

11¥健、(:わっ fくので フ '1- 1回!不育六 m事Tiえ何?
とし 1I :のすメ -0'"j月'斤才れるいい r~ フ f之の

でわる e

h T宇佐 I~ J つ 7ヴイ!レスフリー個体糾育科
ずれれだのいつ 11 7 11， i欠のニつ m 苛1εj、1が・

y考ゐられよう。

。タ fJ く t v I系バ1!:r容の hJIJ仮(~ fJ 伝 b
tウイ lレスボ存えレ ff-':7'っ 7く.

② み{二 11ヤイ fレヌ小・存在レオい 7くの¥ I /y 

?令みの力 1レヌ 1"0成がら f ゑ手小イに{~生るよl畳程

~ ~" ~ザネ 1 ヴイ}レヌマミ・7余み 7れ r，11 
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ぷす・‘ (j)1: づい 7既 1t(/)称号 t;ナる tI みら

( /? 7 0) (~/) (1，l2) {1 T門 V 戚家。ペナユユア

E材料 I~レ"7 I ~のぜ衣、阜、 -11'.' tG券ナィι レ/ 月壬

ポ(....月2小・形成フれるよi笠符でのウ 1)レヌのノかイF'

ì~ 長 í I 営九抗体;~ R 1/'延々切片メ~ ，司 l‘7

ネ貸与すレ r-;. ~ ~うノ ゑk官の手5青k ~ ψ I~ 持表後

先 11広官左¥体(~β マ川/ やみ¥1.，障す・‘ t‘マ・も jと

訟がら拘ドゲ '1(将兵後九みてえられゐ 4 う t: 

uゐ伊ドメすレ I ~(!す l 、l' 11ノか(じ後ゲ i，j.1) のダ月

間符表後九日沢内られす・，妊のう(句及グ月t(~ 

11 ヴイ Jレス粋子例検瓜?・ 3TJ ゲフ 1~ t殺」伝レ

マいる。 レドポゥ 1-~交的 I: I J: I 乃 ，~11 掛川勺 1

1 f fJ 1と習の平刻 I~ I ヴイ 1レヌ7= 1手二与すゐ ιの

~ ~ぢ乙ら 4べるわけでノ イナプ・ぜ‘ヲ ι う μm

，f.y \~.!咲のが引・ ~1!J 外的日も (1) tもえ乙灘いの?ノ

ヴイ 1レスのちた!iえすゐ考乙 (1Jlfuネj盈当

t I埋われる@

ぇ'J(t ~ I ② m 考 J七~ f~ ついて検討すると

えのとみ• 'J τ ある.砥 1句ば織、加す Jν ヌと/

マのガ lレスナのヤイ 1ν ス♂ J月永 I~例 l ( f' J1 
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先(千 y 以前がら絞タ〈什われ?ぃゐボ/ '[の

(~ ~んど (1 才IÍ 1~ 桶 f'f. 学者ぷ‘/ぜイ本ナマレが地

片 -F17dmTY叫ぃウイ!レス(/)，手ケし 11 if 征

先 k レて力 !ν ス 31 、吹 m 判所を凶っ r~ f; (/) 7-み

フ 1 I 了パゾ~ 1史つれ弘、、紛が j隼 h られ 7 いる。

レゲレヤイ lレスヴ絡み t して/ 舟 fレス必縦 E

*'J I司 1 ふ~ t 11 I 1f が 1~ が!到継千あう，広務と

(/i'?) (〆) 1: よる~ I ケイ lレスド1i舟

レドガ〆ネーシヲシ伊芸¥げ片'kJ舎やし'(/形

成アれ 7之力 lレヌ t \~.tf ィて珍必ずると J """"μliJ 

1"'赤lj安}'1(/) 決 m られ 1J いみ lレスボ生じ I f r-

6 IB ~治パ政手ト 7・ (í ~んと・の力 lレヌ I ~局庁、位

。ミ‘お・灼られ 1~ く í~ ゐ k し 7 いる。 手 i(I 1なら

( / i '/ / a) (~3) I ~丁門 V I~ 松奈レド Y パ

フの黄色素がら/門 URASI行&--S KD oCT t1I 珍 j也

(伊)で労/レス?初歩( ~ ~る t I 予参与会 3ilil fi月後

(二日 I 1のガ/レヌ 'f伊勺イ lν ス;本及引す色黍
m マれ仰 げP P j彦及 1:iで lをえ I~ iふ下すゐ:

r 1鋭糸レマ いる o c')ょう '~I JL予F 場ふ

(1 I ガ lレス中?ヤイ!レス 1#及川:!!.(く坊を 2 へ
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手!司(-'f色合あ(~ (広τレ， いず"れ 117~ タミレマしま

うv~ t:考乙られ 7 ぃゐ。う 1-'符殊 rff1)手、抑

均~ 1Jr1乙7 ヴイ lν スi寒衣 Eゐrフゐ抗 Jナぷ‘ rtわ

れ y みら (I J 7 / . b ) (117) (1- P f'/ Aふ以降

$~II の hjArox〆 ure氏(/ tJρf-f例) ~ R /ゾパ

ふ以降多奇'J a c r iバin e 0 r (). n {e ( ，2 f P f-f.例)

ドマ m灼来みてあ 11 ， マれらを惨だ(: J-0- 伊レ r~

場ふガ lレスの表子育みて灼 JAl:低下レ y ヴイ lレ

ス穆友{~ f"'- /tl fと(~ i; t 加レ 1~ ~ ~ "t級争レ

てい争 o しゲし;めふう 1f符泳叫 11'/i P令J I 

他 :r~ (/1 ~ 1L械y合本(~戸< )行いられる /ゾバ A . 

lバA ・ 2/ ター(). .カイネナシ 'β ;4 .，.~と

の糸ガ17;ffJ (1ノ浮い砥均ヴイ !ν スmFY F乏を fJL;与

する均咳 tし Tれられて 1‘るの?・(-r村らノ

//6 I') (1り/ ネ矢岬吠 1:I羽 11 T~ ;，をだ~ 1/0" T 
く J 舷{~用いヤれる\~Il.減F告義伊鍛えで (1"I ウ

/レスを r~-- ゆする:: iゐj物 l' "( I ウイ!レス(1)tf 

y止 I~ 日写?れる傾向ドわるも t1I t フヲ乙られ~ o 

ヴイ Jレス .m痢勺 Jレヌ畑、械がら珍ヰレ 1'¥.穆均

体(JlI ヴイ )Vス伴季初一年て争、{二つい{l1ノ 民 I~ 

-78-



ぷV08()[)OVA (/ア〆 b ) (??) -1)¥" X / Y / 

，s v;rtA's I~ 三笠威来レ 1 ~ ¥ゐ Y子力'デモ

を Iflいて/ その施JLグ旦械がヲガ/レス 2弱トヰレ，

マれらガ lレスポら広子レド幼位均 Ed¥紘・育

成レドe. ~'う， ヴイ jレスフ 1) -1"t1 r-~の沖られ

f;:t E 殺予レマいる。~ 1~ 斜久 ( l' 1 ? t') 

( I'pf) も 7ハフゑ季病ウイ!レス I~威 tt レ 1 l' る

ガ 1レスを池内?を義レ I 1-βFを J~ 1 ~ 1 A A 2ヅタ/

4 けれ j 引 E 加乙 r~ 1%;~ ょで! tれら

イ fν ズザら育~レ(~ I f 1-栄の極 F争体 11いずれ

bウイ )ν ス名水 z守:ブず r す Jレヌ lくよる三色素
病'7イ 1ν ス♂ば代沌 1奇1す困殺("liフゥドとにし

ていゐ o 1 r~ み (/773) (伴)!zp v yI疫

病ジゲガ・イえの千九 ( I ん 2悦丸) ~ J争/委し

r~ 夫般で;久夫 F孝氏 I~韮坪後刻も H ぐ終身し

てブ長持!{二育つドヂ生物(手~ (.. .! 1， 1永、ヂ《 tし了、71 

)レス E停学しマいるものれラゲっドボ F 遠赤

?矢 -IJ Iレス的校庭 Ef'}. 1ヲモ手し 1"(・ 1f:砥均体

I ~ I PνYの 7令がれ Tいゐキ却、 l向いこ rt視

察し Tいる e 史(:みら (I} I' O (的/
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(*3) ノ， ? I 氏/ (11/) ) 
/ '} 7 / b ¥ rr.r ) / J 力/レヌ

ナドド '1るヴイ /ν ヌf> ;月長 2費えパ f不滅?凋

/¥‘/ 丁門 V 夜病(!)l'パコ髄組織がら徐ム与しれノ

イ来季好 lレス(均的ウイ jレズ J薬及 11〆 ー椴砥 Fヲj本

(々の子 Jべ k 凡八、てヂ fJ. 1) 1氏ぐ/ ぷ回泊代、 F合宿ト

レドガ lレス千 11/ 1-奇異後えJ '&絡する f開花i字国

母、・~イ\自ヲ(こ I ~ちたずみポ J マれ以外の仰は I~ 

11 11 ~ん t，. 特亥後兆小-a毛灼られず‘ r ーヴ/レス f.k:J 

千ヴイ/レス威勢\~lfJ s乙の F 花貞め 71初任し 7いる

k引‘づ下フ Jベマぃゐ" tノ j: {~I : れら(!) -，ノノ

jレス号、ら終 Z し r~ 号ゃ移{二つい 7 ぷI~ 六 7 ルる

k，.. J そm抑小{:11々に〈材亥安ん小什られ7・F

夕、 '7イ Jν ス状終(:あゐらしいこヒをす及今し 7

いゐ。

以ムのぶつ I~力 1レヌ初-ø;..マ\ら丞雰小 ft. (えを

み j孟程 (J) ~.. :がで・， ヴイ lレス f?Ir令ゑ例行われ
T いる可青毛'{i布、イをめ 7あいも (1) t I史われる引・/

ごれら m針 Jモ(/){1 t ん~" --ずぺ Tみてがfi:L(/l : と

くr 病f¥f'r君(~よる I~ しいヴイ 1ν ヌ pf 組系

k し T 砂カ lレヌ\~[械開表与の 7こめ，:試みられ r~
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もの千，Jうヲ 1 I : れらの夕、，2-L ~ λ多用レ 7ノ ァ

イ ，V スフリー株育成 1~利用し J タヒレ T\. 針作

11作われず，線丈 1~行る r~ qで{1I テォFら
( / J 7.J ) (jJ.) (~J) (/)イナコH のみAlJ." 笠 t長

、弘組、停誌の刀ルス必由(~よる r ウイ lν ズア '1 -

株久宝育成、の内紛糾・ゑ初 7・わるl!.;考乙られム

レャ、レ，lf1糸 (/1，/ ) (.27) 1: よる~ I 縁仏し

r~ ~十 E 物が〈しやすいカルス (t， 白色カ IV ヌド

パパ‘マヴイ lレス(1)yW j広三子科 iあく/ 1. T ~力イネ

ナン(J);ふれ 11ヴイ IVヌの Yt911 ~ 1えl.1Lレ r~ との

級争もある 1> のよう rj)，色刷・いゲ 1J.ゐ tf由 l二

よるむのゲ It明ら句、 t:.ずれマ ぃ fJ- l、wノ学オ?

の11， 勺イ lレス 1号令舟 1ν ヌがら/ふ fι レ(~る粂

~，舟 lレヌがら f7J f)継す什矧ボ， マの 11主均体

のて匙-l1乙(~関与する J つ m 手闘で l1 r.j ¥'ゲと

，~乙 7 いる.みら (~3) の ~1f.;t: 1.' ~気安カ 1レスが

ら升~øx..グれドネえ-t 1 ~ I カ/レスヂド吻危レ 7

1 ゐヴイ /ν スボ↑弘わゥマゆく kして七 I - L 

の刻間ボム者乙である k丸われるしノ κA，ftA/VI，s
(μ) 

( :よれ ir，シ・々 が・イ毛 E材粁 l:レ r=夫、検
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て・・/ ガ IVス処域内 mヴイ }ν スの移動，"1ノ バ乱

朋，~灼/帆侃校友 m こ“く透ぃ h (/l 7'み φ: と

ーが孝氏争?れ T い令。 レf之がつ 7 ヴイ !ν ス(/)f局

私するガ jν ス千 (1} 丞業ノかイに?え t¥力 lν ス夕、ら

マナt ~ 1;JJ 1継す片刻左で・グゐ 1，・11浮くするご

ヒ l~ょ~ I (~ll';玄矢 1 ~ 7 イ，vスフ I} -稚均の
脅威掛可悦 L: i J ゐ m 下げ 1~ いがと ψ 考乙られ

ょう.森ら (1770 ) (~/) (タ.2) I手〆 T Mν 11 力

lレスダIij院中千・手付 r~ ，~かがくも-:! JI¥やが r ヴイ/レ

スの得辺淳友よゲ 労 lレヌ ~If] H乙の分¥刻 i昼夜々、-

(1.ゐ ν1:)広い r~ め，力 lν スタm ~乙ナのヴイ lν ス

減反小‘(ふ下レマゆくのであみう~ ，'f:ちょ合レ 1 l' 

ゐ，や7イ lν ス m神殺(:心よみう引〆小後ノカ

IV スほ械を利用し τノヴイ }ν スI '1 .-株主太

君 1~育fX 1 ゐ k いう試み 11 I 1ナコ..I ~ r反らす・・

十也 m タくの(平均でも可伝，1'1小南 t、=u ~ l! lす乙

巧Jべゐ。

物件 mヴイ lν ヌ:危 f{rg符皮 kF7ゲら♂カ IVス
什争点{及炉本柔ん判し! (/)関イ象~ J.十る tI 本久、検

で (1 隆病粍友 t:よるゑ 1131ミめられず/ム号室ド
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よる反戸‘ノ差の什糾・3え灼られ fc， 1k;夫、身長でI J~ II 

1~ ¥j、孝祥 3‘ル'帆・/ 現丘 1: お Irる税均イ不在¥

体の 1手ゴヂヴイ lレス ω符頻 m杉たえオ戸よとレ etfZ. 
Zト千わる k レマも， マ IJI ~i 釆机マ m34431ヲ

忽織、 ，(JJ ヴイ ，vス fJI .潅痢移 JえE活とわすもゆで-
(1-叫 ~I "';(; Lれ f.J.ぃ .J般のガ 1ν ヌ7合会ナ 1~ 
お 1するノ ヴイ 1レス tJ) ~f 9五夫検 l:おいマ lずノ {建

必力 lレヌ~ /.志家カ ，V ヌ左の聞で F す ，Vス OJ f~ 

7虚(':.ゑ E;Z め可ゲヴ 1~ ~ 0 ~反令(三次 ， /71;)

( 37)や F 及付(~ t勾悲の f目下・羽 T'lri )生ボ;忍内ら

れ F! (J)校令(半減~ / I i 1 ~ ) (.2りや h~

の下/ 1T:''1 h るいは Jr;後cf)).左ぃばとい 1~よヲ 7 ノ

マm ょう ri反(，¥j‘jをみてえられる。がもしれ叫い。

イケコ・♂ケイ/レヌ 7 '1 -株育成 i;，Jp律 lよ£

ゐゑのある~ k 11) みら(/ / 1 ア)‘(〆りの

生イ之、五 pきやで心弱寿17れ 7 お 1)， Y争応する宝

衣、夜、月片小.• J、ヴ l¥ (i と-h殺(二よゐゑボ政オ I~ 

1 J 1) J リ'ナ，帆ぶゐ τ ，循 I'7A' -¥ら Lキ1...'

I J IfJ兵f rj 品稚千わっ T( ど私~ :!れ 1 l' ゐ.本

;六、検?行る kI ゐゲらのカ 1レヌサ?威 I~づいた
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J"'ナ ~t 丈ヂ1:' ， I 'Jゐ ρ ./;7¥ 'の

間，:(J差が・ 1J ぐ)J--'o 1: カ!レスタ¥"1"ラ《ブれや
¥々・・ 1 'f玉、 7 ・1.vぞ J('?t (1力/レスモ初万及、し

1 :.くい h狩千‘あつれ.. ~ r ~力 fν ヌがらのるつ京

ノナ凡 11
1
1. ~ e S' c d ヤ¥・・ゑむふ易下 I fr合河川a

fタマ'あれ 11'・ F 行 1il レ T~ カ 1 レス?'> (~ tん ι‘がら

丞柔みY勿¥ィιレ/ ι 主文平t..' 1"ナー『も

バ較的ふ易子/ ノダ ~λ/ 〆初老ょっ業勿¥パキを

す:し 1~ (/)ドパレ， ‘11-るめヴ¥す工、 11

ふマ案。んトィじし{:くい必殺で'あ勺 r¥. .. レゲレ J

れら(Jl¥んすを問/を 11I え人伏、検!: 1兵抗、し r~ 珍児 I ~ 

お 1ナる反ん mゑ?あ IJ ノ ホ本 o ょう Tiゑ 11

1守すのす r オ》シペ.L".寸 7 トカイニシレハご Iレの

乙乞¥' ! :ょっ( 'i.じマ l'る~哩われる F 下 / f也

め?す1もを)行 l、ゐ:ど{二よゥ('/ これらみ栓{~ 

ιる差 11/多ゑ'女扮する" tむ劣乙られる e

し í~ 小守 1 ;¥7 l'をI:よる ftt I :{1" )?IJ {~ 3!i tl可7 る

; r 11， Jをι7よ¥lれ 1T' 1J ら Tj L、引 I ~長L 実{7l 1$1 

え昆 t し 1 11 I 守王‘?ゃ 4 げるの引'寸~ ~.，で〆

(手 kんkf?T今争入l:よる有が〈↑困俸制待られ( l' 
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rJ I、枚、だ， (~あるので・ I P合 p吃与ト iオ?の 1~ の検討

Eすロ乙 1，すペ T め Jも稚で・ふ易(~ y令必ボ・守有ε

l ~ r jゐょうじする ;kqy， :mf支fTToよ?井

氏TJ利用(}j r (め I~ぷ:a 字下・あろう e

本利先で・ l1I '{'ナー. :L文字包 y をナ I¥)'

t ~し 1 I ヴイ lν スフ" -;+宗'"Jに営育成及 f行き

閉経し fce ;の沃!行 11 こ ~l丈与来 (J) 1ナコ'(/)

A 淀川~珍匂殺 ft がをす1:~レ r~ /ー般家家

約ヴイ lレヌ 7 '1 - 旅係争ふ ^CII$- ぞ{~対応、レう

る放nt千ある k巧L られる ， riお孝君ら(I乃

政令?‘附託し r~ 玖 1行 E 氏、!行しで ':f.長、三d、械

の力 lレス初声(ICJる r ウイ lν ヌ7 '1 -株 m久

す背反いついてむ級争レている例 (，1)I ~の

いずれ m す ì~ 1: }青い TむI - つ mみわゐいは

まるえん(くえ乏みするカ/レスザら I f-P {字以ム m

ヴイ 1ν ヌ7 '1一件 E永易{~脅威し待い 7' あ

ゐ.

~k1f 先{:おけるヴイ lレス♂検之 T'I ¥わ?とゑト

ドよる力 1レス~/;尿の F合会保 ψ\' "税不永 mイ朱

-f-ヲイ/レえの栓娘ノ A fI'" 漏 1次の手会主，~ ，~， 
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伶 1J ぐ 1 不安えレ fくすべ 1 d> :ff帆・ヴイ JV ヌフ I) 

-(--ゎ? 1~ ~ t (1， 11:.ら (~/)〆(幻〉ノ (~3) ..， (4りノ(<<7)や

。門μRAら (71) I (72)、月宇• 11 fIらゲ I~レドカ lレヌ \f I ~ 

手づけるヴイ IV ヌ ρ 偽在 ffI 及 (j" ガ fレス 'flくま

す・・ゐ不え手べら不え核(::.11， 勺イ lν ス初特異蛍

火。ミ‘えられ r，j l' ~の材灸以来 1';' と， !. I 閉止を

将っ bσ) ~ i考JLられ/ぷ¥f久れらい閉する

#1そtT> - 局の‘必ゑ e¥・刻待 7 れ七 tごう 7・hる.
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弟タ孝 イ今ゴ問符場養 l二よフて育室えし夫

~合あの!f-産 yう

工. 材斜友 V¥，'方法

1 ) 夫、検 1 税株 khF官会育成系統め生産刀

m 比較

a， 兵試材什

めv"1手取 L二府ぃ r~ 視旅と / J 7 /年友中 i二

為法義 l:よフ τ育政‘し r-;. ~ Jナー，宝丈

平生¥ 』ネる羽? の 3 ゐ後五周 L' t ~ o 本来、検

の親株.}彦経株とむヴイ}レス病 m検え I~汁 M

われ T い向.いもので・ムフパ。

b. ランナーの 11免皇

!日函ぷ減、検場詳しネ幻銅よる(神令 (I}県平塚亨〉

{:おい τ， ノ I '7之与 J-...， /ρ 月，~ヲンナー

のf普姪 E行っ r~ 0 親株 .1告令珠とも慣行 I~手

ゐ管理 2汁 l¥ ラシナー 1:J るftの if経ナ IJ

来ふけを夜夜し 7r 7・・ラ μ シ~ r才除し r~ . 
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C. 生産カ劫比政た

ビニールハケズ手先、培 1て広 11J比較試破片ノ

r 夕、ナー' F J 生・失字生ι' 4 仏 羽?の 3 /T 

希望左前 u， I 7 7 2 年 I I fI / El I~ 免法レた。

I iZ ~ポ米て・・ノ 家包オj.11 2 反 f友〆 fき養材 l歩 δ 友ず夏

ヒ ιて安f才色 Lた.

露地殺‘鴻 lユ l手 4 タ‘'-t と正益変字呈' 4巧

ユ dbt宮~ I胃ぃ， /? 7之手 1/ R Z Jg 1:. fE;t;lレ

t:. T / i!.. I 0 様/勿株/芋之友ペノ均ノ長株単タ

及1lヒ L て安?えをLι た.

2) 実、号令之;存度反ウイ 1レスフヅー妹乙 53熔養

有t夫、来偽の佐 jをカ m 比較

a. {宍言~-if;t tオ

/97 与~手てい/二 i持必養 z・・ 11 吠、 ι7ミ ピ安夫

平佐 ?run/tV3Fooodめ#仇 7 / 活ノ表 F.. イ失

心た多汽\与を移 ~11τ 奈戸ft)ちま付 ι て 2ρ 秀戸五差えき一

以1¥I I ~クタ 1f 1二野菜向1 綬 ψ~ (三草案 7若手〉

t1I - 身\'Ø I到歩あて育畠し増子彦左{~ヅ/ 同時 l二万

厳め/乞変Jf!生'のクイ 1レズブヅー採さ導入
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レチ営チ車ち国フ 7三。/タク4与 d'"........ /0  n 1'.. - Jt 

でf11函坊で・誇寄与レ I .，g-~奈仏の蓄の ;1天縫‘ éi前九 t

--17' ~ / I司芽 I 0 fJ I τ 多核/溺場 f 三宮~!.，長老矛F

4ニ元長町 ) I之定植した。 ぞれ~ 3 0 ~~めについ

て I / 7 '7 7 ~与 SII /() EJ ι~ 11 ~ D 勾/当7Iて

ザ又震調委主 2宴後九好成 l二府ぃアミゴ戸E反ウグ tレ

ズブザー材~ l以下対照，乙〉 乞 J;tffi乏して/ナ

系偽芝 iぎぴ"/以後例年次変動さ調べ・た. ずな

オ?ち/対 Ef1，iL (三井ιペマタ jlj宅〉どよめ多吹き示し

fミタ奈詳危ぐバ / 'B 〆 c . p 〆 五)/ 2ん 4.$IJ 

01 f管ザえを示した 4奈があぐ F， じ手/ H， Z) 

l まとんど・差~tl)務められ fがずっ fτ/ g 茶、 Fあの φ
t1) :3 j手幼 (Jノ κ/ ム )I 3 $ヅげよ p) /)減、吹乏

:F ~ 1三 3)示戸九どん1I N I 0)  OS針 /タ j手伝あて・-

Aる() !if-/;z変動 m清算 m 絹傘嗣 ttiきlずれれ与

ilう I 5" 手戸あ，.;1./以後与Jfノ多様/jf坊で・育普・

受越さ伶，tてノ そt7)1t Q)位進 jJ此経費初、多重 rτ 抑
いられた。

ら，対樟掬写

本討馬食は妥こL京風場句烹/ヂ‘ぐ之教畑 f二志、 LIて
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f露地栽培て、、夫すもレ 1三o B24手f手〆 I '1 ク 611芝

雄( /タク 7字伐をま局至上分 I JX下 !iJ(;・〉 忍 U‘.

/アクク字乏桂内場合と ι ハクランピ‘/ /タ 7J>--

~ t(/. -p jk"手十 とサトイ毛/ / Jヶア牟 f言 L タス

であフた， 多 !ifシ更とる/勾ー/釘場て叫向 2量作亙近

けノ 風域聖地後/草る燥争委/~ tJ Kj / / 1) lt. / 

だ線二t::L7it反 /ρρ 今//0Gt ， !V I I生()~ ，/ 
ノ

れ O きそれをh れ /2 K3/シOd... 発作しずと e ラね

ず'~，(1: I初 m Z4長雄之とん叙向~() c処/二え

雄 ιた。多年 3 へ 4堂々 ( :. 1.， 0')万，'"ゲマルチ吉方乞

ん とヲ十ゲ吟被!fJをiA!'1 ~ため 7方為千_，0

芝生'1~脅した.

ζ 封、鞍 iL

各年次 ιもノぷテ系統 Iit 3杖 2反伎としノ

U~ ~，事家安0) ./てずケ刻/て/持穴ど/家安 /~; 

以 L ) ， アくど /ρ jV~lニ/s; 1.効九よt( t 1 Jうど

よ 10; 莱減) / ィ，ど ti ;.式場){:分 Itで均

妥 ιf三o q交禾美作実H千戸手:HflI1-毎夜 1てよア亥なフ

7乙夕、/矛 (1叫 611土勾外¥ ~ 6 fIよ匂ま?め/外、

)q I句F吹綾1#1勾てみ，た.
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五、 結果友ひ、、f5察

弟1$(7 貌宗本と局場義者夜、系統め弘彦カの

比奈久

α) ランナー増タ乏の比較

字尼妹と 1誇歩孝義妹ヒてU ランナ J めタ害事彦経友 iこ

久ぎな柔か--zz- められ/特 I~ r タ"ナ'>的 i43汚

ゑォ朱て let殺京家内 3 イ長以上向ランナー務包Lをかい

梨、められす乙 o ~"二〆 ( ~，‘衣与~ Iま? と r ネ~ヨヨ'

でも向ユ待iiJ支勾~ ，-主菅がふれ校旬、した 3

必殺乏L!iレて f ZV 必/義茅未明 Ij.. 青 ψ f;J~ 盈J て I ラ

ンナーの原子笠をの多いニどが認め 4 れたぐ I~16) 

b) 1t-~-IJ のよt 政

ハウス哉、浩における収安調金 t手ゑ/~ I二ノ

傷姥哉、法/こ狩，tJ 収ぺ量調会ぽぷ/6 I亡方て ιアミ o
J実獄、 L た 3 ゐ示室ピ毛 ， ，t';J :t吾/長育戒、，f続Iが手足ン

オ止に bヒペ‘ τH叉を必とル、ってい慌が〉均，.... ~夕、1

1-- ， τ 11 そめか来令、 J~~τ' ノ ハウズイ支局τ、‘

ldi孝彦て.. 2-/5*"， 長系"iを z・ 之ι4 ヒ II フ
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図 Iら， 高培議青τ天才牢(芹h事l:tt(お)'" 
ランTー埠旭町tt牽久

Jbtを，室、空写生，(手前〉 ι r9サーラ{奥j
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ゑ，;-. ハウズガ渚作品"ずる親株と局場養手芳m 吹壱調愛a
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ゑ(~.露地裁均lて示、け3 札林ζ 持培養林州法弟i歪ta

r ダナー 9 t生麦字生 )h 
品キ主

撤主¥
い~J陪E、、 銭~~ セ呆 暗室 j.jも t矯
イ回数 イ困者~ 1室 伺欽 撃を

イE メ事 jtiJ kき 4Epy 伶 IIIJ 争
親株 1~ 15・3 バ21 62 ~， 77 / / .J d，?f .$6 ".11-1 
/ 〆 22 /3'/ パ11? "f c，s-3 /之s- d.fJ dr-- tJ1s-tJ 
手平均 ノヂs メ/タ fず t?， t7 //J 。，ゲ .1(. 11，り

元義妹 1l 22'f 2，0，/- ク/ メO() /J'?' メJJ 〈土ρ 45ヌ
。 2ι 之/ヂ メ!7 〆" 。，tf1 /<<-戸 メ'11) 11 0， ;J-
。 3ι 之~ 2.20 〆F (). !() /73 メタ4 タ/ ρ，76 
φ 4z.. /73 〆tf3 JR 1， /s" ;2i'.ρ 毎 2.β尭 7S'~ p，1Cf"f( 
グ〆 5"t乙 :23タ 之タ/ ?t 〆33 ~6S脅 Z?/#/P3脅メ jo -1{ 

比平欽均)」d 22/ 2.07 73 
メρt ':230 パ86 bb tJ. gg 

(ど/幻) ど/80) (1'1-5) ど/~ーク ) (193) (1?~) (lð"3) (IJ-o) 

a. 1972Jf IIfl2Bjき棺， / ?'lJ字S!i.J勾--t g.J:1.ij I/Y宗主
多alρ球会釘. 実t.'c /"1 / -;f fψ"//); J>'/ム吋£め吉7t， す.
b， g 安安!f/~， P) :J; J! " ヲ~ ~p Iポ特1~ 1{5(衰の蕩"矛￠忽て";J?フ戸そ，

C. グ又-fTt$)之さ務採さ/tJ7)どtて( ) 1:.本ι免.
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括的ておい吹寸ttιfx..(親不法芝 Il>o ιι7ミタ参会

m 比救)を芳、レ/ 多珂玄妥妻、坊で『もそれそれ /FO/

/~7 めゲ又孝j:r~失芝矛、 ι?と. ま t--:.~生，失字~ ， 

τ叫 ιF絡事を，友来ぎをどる 1¥ケ x妥妻、埼で'

/61〆 /作 J ~ゑ姥殺t 少彦 τ・・ / tf<f ， /!() dI b-t救乏

オ:ιr 13dJ養育涙采統合渉進 yク f手貌材 sく比代・

1 イtれてい 3 ことゃいま!J-..9)tj れ Tte r福 ;j;J" 1:' 

つい τl-t~多文 m 南イ糸 t." ハウズ致、坊のみ L か訊‘

‘較ですねず勺 Rが/良来孝ォFF二/釘し τ/ず /μ

吋 fzt~と多丈きオ、 L て l' ~ i 0) 0) ， ぷ容ををさ叶 11

/ot で，けどんど・差 t 、FZ夕、。れ 1"、物、づた。

本手ふイ車愛 lて用い 7三者息本朱 l"tI 孝之年 l均 1:.h p亡 フ T

lftゑ(III芸訊、破場み薬勾Jτ“伶将，場延古紙

げていた JL湾で‘あヅ， ケィ，レズ 1--..&1' ~乏して t， 

B株て"み sニヒ l-t/すけい確実てH 去し L れずっ

て /1，時点て/き象すれ I~" ノヌ非対検で認めら;/1 1ミ

貌株と方法/委芳枝、萩台湾M 往左βm差I京 /t予姶

ノを l二 ，t 7 マウィルスフゲーイと L ア三ニピ/ご止フ

て弘し 7三 ια と秀 3乙~ JL J o 

こ mzab会ノ 〆楊羽'て‘よZめ，;，ft tミ必妻多め
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Ii-急7ク局委め少、作すザ/ 〆夕刊チー?予〆会'タこ

字生， "Z"め緩急宿、差等 1す/ そtてそれ " fTt室内

才寄っウイルス祢幼怜の i乏いを示 p愛し-z " ~ t 

A ヒ£ええ，う dえる.

なあう c 毎次牢 1手?で‘/手 /iZ3治養育戎、来 1ぎ充J

A 中I-:. / 伐をは a不全めてすあい者ミ 1筏 L~ 16 tf 

め埼ノ長株 4 ピタ〉身、、辞め ~1h 1三 e これ Id:J1-手

渡内向来先制'1irJ' 臥 τ¥，911 i，かで川沿いやヘ均法

/長 l亡 J 3高吹は安安奈成す夜、の可能他さ不 P変

--cf ~i d) 乞 j孝之ヅれた，

第z昨 守男反ウイ IVスフ'/ -殺と舟培表音放
矛札m左左希主カめ比較

前時的釘¥寄金支校以降ノ sb予告j長iこ J-フてす哉、

したイチゴが・ウイ tレスフ'}一本家 tt な忌ことがU

9月ι今、!こグオtI そめ初、駿 tflこ言Jt-~づれた親株

ヒ局場委1f戒、系統の佐参 jJ0)差 f式/ケグルズ
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ゑ t: ょっ 7 育床し r~ 樋均体例中，-;.絞っがめ友
英11司体 Eえ広し T おう(ゑ 17) (71") 本冷えの

めl伏'/'t家!JL(/!脅威ゃマ(1l I う(J) /つ(/)fj'Jで・み

令 t 考乙て ~I る. し r夕刊っ i!'Y均五トメ{~よっ
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表17.号若が育坂LT--，カl収録由才計切のを貯金集住川私自(7f)

変異株 変異株発生 生存お
作 物 名 培養部位 発生の の確率 変異株のtU't J:び枯

有 tlt (概略} 花

キ .，. ~ ツ l/.j 有 1% 7Jレピノ 枯死
-戸

アルビノ
枯生 死穿プロフコリー 約 有 5 ワッタスレス

，、 タ サ イ 約 無 。 一 一
，、 ~ フ ン 約 無 。 一 一
ナ ス 約 加 。 一 一
ト 竺F ト l/.j， 子 房 無 。 一 一
ピ ー てF ン 茎頂頂. 禁 自民 。 一 一
イ チ コ 約.花弁，茎問 有 2 小異 生存

イ チ コ 約 有 2 高収民 生存

シ ヨ ウ ガ 芸 踊. 葉 鮪 。 一 一
ヤ '7 イ モ 議. 芸 問 無 o 一 一
サ ト イ モ .葉. 装 回 有 つる性 枯死

一 ン ーー ク 鷲， 茎 市 無- 。 一 一
ラッキョウ 獲. 装 国 無 。 一 一
ネ ギ tG. 茎 頂 1IIt o 一 一

( 1982.12現庄}
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私的 l~ 1是必で・み令: ~ I ~泊目レ 7 検討'k ，~えげ/

夫、険当初(~ 11予処むレ 1iが守 fL r hpを添いよ

るイナコ‘伊ヲイ IVスフ 1) 一個体の育ポ.J ~ L I 

う初防えを待ゐ~ t l~ tJヲ T~ (1) である，

l‘ イ十コ--mhp者決 1~ J る積物体 m育威

本夫易会刻問のノ<) 6 J与~ノ i ?' ()与 ρ ノ之

ヰ rØ~ ，~タくめ作物 T-h Fをk- I~ Jるヂ放イネm 有
(:33)ノ(5"'"4)， (~タλf〆η(/22)，(/z3) 

A 併殺じられ T~ 0 レゲレ/

イケコ・・ド関して t1，f owLE.'R ら ( / ， 7 / ) 
一/$〆一



(ノ 0) マγ 11 がらの力 lレス-ff~ ~ i殺じ，的安'1'学的

1J --夢見糸ゲらマれらす lレス 11-rG紛¥〉そEJ尿で 1iくノ

jV 壁夫~ ~身、であフ í-:' i 1主:ペ了戸れ手若ら

( 1 ， 1 '1 ) ( /1)) R ()，sバTI ら(ノアアダ)
(9/J/Y1A E PA ら(ノ 7JlJ')(μ〉/LANERI

ら(/ J ~ tJ ) (2η 。yhガ lレスマ、ら舷均体三
抄ヰレ í~ 机‘/ いす・‘れむ貌材~ 1司浮[:Zパユ げ

のす色 i宗左手守っ ~1考体種均であヲ(( !採去し

ている。 レドボって 1fコ・‘のめ珍らでは/ 本

夫、喰 T も角虫れ(~ょう 1 ~ ，え来少ねがらの力/レズ

初床心え乏:ゐマミノ !司片，~拘径ぺ?f.fJ ft;有江、機ザウ
も}多発 TJガ lレヌ m初氏。¥dJtz-灼られ F マれらの

力 fレス‘夕、ら雄物体小・待られやすい~ ~ Eオ:す

もの kメゲゐられる e

最近/ハ/1E門 1R 0 W 1 c z -，5'. K.ら(/ J dリ)

( fl) 机 F??診ふI~よるイナゴ・手放体 m 官外(左手友

じ f:. 彼らめ夫、勝手法(干狩 1: 文っ r~ l :ろ(1
I d.... . ~ " (71) 1i <， R (} ，sバアI う( / J J .tノ mナメド

!f 0' 1什っ fくもの Tめる抑 r 保試み不安{: 
， R竹tUVnXμ ，~用い J 珍必{二 (1Lωω必ノL

一I.fS-



よS/< ~t U') の:台域経小 I~ e A ~./ ?nVs 
ナ 1A A ;;.桝約十 .2.//- J) μ 帆μをみが ι
r~ yをF也杭)行いられ f三. 育Aレ(:ヂ之 f自体 m ク
ラr えよ個体 1: ついマヂ色泳法~e.調べ r~ k. : 

ラI / S 1fiJ 1本 -fJ¥') 例:::;? (Ij.x)ノ/倒 1み

/1 え伺::: 4L之 ( 6 Z ) I i伺体 -tl，'.2タt == .f〆

( ! χ) て-・わヮ r~ l iEぺ 1 I‘る。

、t7) Jつ(:ゑ .ìiL'~ T↓ヮてようやく/ イナコ"

のjVF者縫いよる半政泳ば帆・す ~t l~ r.j.っ 7 .. :!f: r ¥" 

ので/本刻、紛で明らゲ 1:レ t~ 1!均体の八重育

成;1¥ ~ ~ \~且みふわせるこ! 1 ~よヲ了/ 半放(本

紙均 m 犬イ左背戸{も可 ~t (~ r iる!.?ず乙られる.

手者らの明発レ(~イナ 3hF者会法の九" Jf1 t 

いう点、 l~関し 1(亨 I ;VrIZEk.Iら (/Ji-3) 
(川水 lfJr者会(~よヲ了珍4-し f~ 力 lレヌド fFf

( f淀川
-
fん rp-fAe Itt.1 J 1M'レ切) e処悲

レT茶色 j本m減数イ仁左飼うノ それらガ lレスが

ら祇均のよがよ~(二も成 F力レ T 手? ? / h入後タ才@
での利用抑期待フハ 7いる.

ーノバー



2. イ十コ叫 mhp彦会{~よゐヴイ IV ヌ

フリー伺体 m青《‘

イヤコ-ml?珍ふ Fょっ τウイ lレスフリー倒

体ぷ脅威千グゐ kし下手者らの糸初 m 瓜元えの

杵 1;，反容も欠~ < I 疑問枕する Fや泌がっ
1~ . レザレ r マの(愛 Abo-f-L - NILら(/77/ ) 

(1) 州・ τ・7 ユヴ μ 手 I ~なら (/' 7.3) (例

令、・ 7パコで1¥"1字ら( / / 1 t ( R-")) /， 7 7 
(16) ) ~\.' 
j 吋ユンニ yやラヅギョヴで ) 01'1μRA 

ら(/71 3'(月 ， ノ ) J>' ~ (7づ ) マミ-yf ガ・・

7之ポ十マトネ J ム lfJら( / J 1 ? (ぷづ ).1.7'¥' 

フキてH/ ヴイ 1ν スド混/Ì~レ T~ ，~j 械を広宇佐、伝 I ~ 

レTカ lν ス注減を珍ヰレ， マのカ lレス手五織乏

や1 1f1レ T ヴイ lν ス~ r余みする~ 1 ¥う研灸が相

次いです及必ずれ， ょうやくドレ 7点くよもタログ

れる争夫 t 叫っ T~ D 

租;f~ {t't:J r宮¥f (J) 分野{-:.広け~ ~1f ~君主主/1:. "ヴ

イ!レス eY't 1豆-m斤するい F今ゲ k レ7 力 lレヌ
組織、(~着目レ T い T~ ので・/ ノア 7/)与以約(二

令後、つがの力 lν スば減。、ら育成レド緯均依と

ーノザー



ヴイ)レス悲伏‘オダ丈 l二度!する何発ママえられる.

i = ~乙 [1" ノ ，J VOBooovA ( / / ，〆) (11) (1 Y 

~匁“イ毛と 7 パコ é IfJ l ¥ ，パ Â ん5、 ~N ら

( I J t t ) (/り (1Jパコの髄却を!有いノ

PILLパI ら(//1 J) (的{すイア会フ以の er

朗々 ら 1粧却 e.I羽いノ WALκEiら(/ J 6 f ) (1け

は Nぷωt~()./)レtt rtA S' i l-c(/(. (JJ ャ.t 脅し併し m丞域社

織(ノリ%ヴイ 1ν スが検広ざれマいる) ~ )有

い l' I 守れそ'れ l~ヴイ lν ス杭・戸令系ヲ μ r~ 往均

体主(手~レ T いる， レがレ彼ら 11カ fレス氾縦

ナキ・ワイ Iν スタypa 狩でグ可ゲヴ r~ マイナスめ

ゲー 1~し"( ，r乙搾し了おケ I ~れら t/). )夜、険F5

1手きつイ)レスフリ一個体育六;ム m 一つ k レ7

移徴的(:十|同しよう tすゐ字砂{=穴 ¥t7 l' r， 
k いt.; ~ #1 

本伏、検(~あ l' てむ氏 1~ 似れ r J.う 1: I 本来

半殺体 E育成する目的?閉相レドもので・ある

-17\'，ゆム干し f~ 祖均体をすえ涙する中でノ子刺し

叫がっ r~ いつイ}レスフ '1 -1回1才、m育成;ゑゲ/~ 

Fe がつ“ í~ わげ{-.1) 1 ， ~ (/) ~~.Ij\・契減、ヒ守

ー一/11-



ってノ ii重弘 m病理、ftl夕刊・ 1却で♂マイナスのデ'

戸 J..1;7'¥Zがずれるとい 7)，争J..11ってゑ示 l' V の

~ i宅乙ゐ e

手方らはその後/ 丞放 F令ゑト k 力 IV ヌF令みを

併前レ fくヴイ 1ν スブ，) - 1固体 m入量脅威渉、 E

P シエー 7やラヅキヨヴ〆 サトイえ 1.， ι・て， 11月ら
が l:レドボ (?())~(1ク~ (;~ ~ (.P-I ~ (94)ノ/小{災ヒもとれら

好家殺 m辺、制政活トメ E校長するよと 1~よフ了/

よ')-~効~ w7 t;j.ケイ lレヌァ 'J -1 J!J 1~ cl> 1 f ~ 

F支1行"'7¥"τ 手れゐもの t?考乙る，

3. イナコ-mhp参議ト 1:よヲ 7脅威レ r:

イ国体 m 笠危 /J

め予告ゑト τ・育成し r~ イナコ・のナ~:之危刀め l会

，fべ f~.tX象。九 ω 存在してい f;; と，:ついて 11/

I i ? J..号の lil1奈祖均d機 F争後メふ主義て・発ゑし

( Oos/JwA ら〆 //1'2) (刈，久 FTd反響

~ Ofん 1(0 

孝君ら m争11'/~必めて y ゑiJr.. J且織 F争 ~e 利

用し r~ 支実個体の作広 t 利用例 7 ロース・ 7 ヅ

ーノザー



アずれ，カ Iν ス注織やガ lレス綱紀 mぽ安や検・

μ) / (?tP) 
目乏が・注目ずれて r る ， 

門 μRAS H 1今E ( / 77  ~) ( f/.ノマミ‘ 1(J) 、代・坑J

h クしシすN-( d&-μfωぷるμ('cM;命。
の守 1e:r.j往均 k し了オミレド l，l f校(刀シ守

ツ殺の球 I'¥i'任務先Ek アシ行後均のフーロトコー

μ~f 9tH-e除く)のうらノ マのそ'fJi. (1)手段 k し

て刀 lレス江域判示j庁1:!れ τ いる碓均 11 ノ，~1 千

Z丈(l) fJffl:もえんでいゐ。 1(J)後七ア Y ズ
，)ヲム (f7)ノ J" ¥7守シニア CllJ)，ユシユア

(PO〉， フ守(I~I'/) r~ とで力/レス迎、制 E 利用レ r~

久全域処のす j広れず反手ざ11.1 l‘る.

レゲし F 承 i1L l1~支実視久技術とレ了 y 力/レ

ス込 ¥8'"従均体 m利用d)1良少山・相次いで，注
目~.fめ"7 l' る(久貯ら (71) ノ LIl/ら (30/

今 ~N GrE. 八/β Ac げら (1ザ〆久符ら(初ノ MAR T"C..RN 

ら (3りノげIl KA~ バら (ρ) ) o 符(~ス貯ら

(ノ J 7 ? ) (ガ)杭イネの投手足みカ lレヌい

らゅよ与し r~ 砥均/〆/之/個体( {)，世代 ) t~ つ

い 7 I マ♂ f失1¥'( [)ぶ I 0) せ t¥') (/)支亥 ti~ 

ーノρ-



$JjJぺ 1~ ~~ ~ ，; I 従来の考f械左足ゐるものでめ

フ f，，同八 11 〆J ~ ~筏・ $I} ム 手枕 mケちノ

J 'f季、札で・稚才 mすそ縁体j号、杯:jt亥ク¥';弘北レ r，
;と I ~ r~ 1 ， 2 (J} f).1 象枕{:つ t・7ノ緒子
検-1-1 字又 広然 8 . {(j怠・柔縁仏文亥 E材

全レ TL35J表I j 形質と心 1'手え 1I司-fJJ イJiJ1本 11 

;;.?I〆(~す 2 ・す・・〆 f也 1~ I司らが (J)s:.. J更は正す

しI ，2 f. tPフどのものではニフ Jよくよの失笑 E-t

筏レ了発視し r~ t核争レ 1 l ¥ゐ o の争夫が

ら犬好/1 c.減、検管青?を， (ア必ポ F ルム

by .Q...e.()ム~! )叫る刺殺~ 1:乏\?~レ ÿ合ゑト中 m オ:文

身す手菜、R号、身すや支笑み走E均質添1J¥'2ri i.. m利用むtJL

Jナ入れてノ t男1困j本m久をよがえ。場 k レ了/

ガ Jレヌ 3同月乙を利用する ~i 1=夜唱し 1 l' ~ 

(久貯 I / J J ? ) (7り。

本bi祈文 m イナフ--jVF合会，~よるウイ lν スフヅ

一個体の j1必 k命収作手札の育成 (1ノ そm'七

味で /1iL I~ ，訊;勝管有?を)1のもの tもえ乙

られ， F旦、制ァぢ ~1支↑干す例文 f誉 m す稚 m 現場 I ~ t'J 

JfJ -:れ必 11 T~ 一つ'" 1"1 t= .1~ るもの t~ 乙る，

- /41ー



1 í~ I S rl E P H A R D ( / j J>' ρ ) 1 J)'子力'1

えのアロト l'ラヌ 1・由来のガ lレスがらタJJとの

手!I;fマj本I!f足元レ/マバら E '7-ロト 7¥7 -シ P

( p r /) t6-d t97Is )とサ〆I 7・p 十yローシ{=認-

h られゐ支累 11従イ?の文教 iLJtも・めら必べるも m

J:. '}む怖ルいむのてム?ド kj左パ (l・るf?Jf変

124表沿~f1l E <リク\乙レ 1~ ジ f 刀.. 1毛均体m

H乙はそ心マ -u~空 CYフ 1 ~ 1!. /-，t.. /-;.あんで・ ，1 r~ ので・

{1 rJ. ，‘が k正八・・ 7 いる dJ て7IVズ刈H乙悠¥:fJ {~ 

よフ τ失家 4¥";t久アれ 1 l ーるす伝.;-'1心十分 1: 
考乙られる. イナゴむ4rふ努経111 P :1智で，h 'lノ
F7F合ふ FJ 令南 L伏 ，1'1失亥象付しの育成 t7JN 凶 t

し "1(J:， 1ト抑月乙雄、械であゐ l1Tt魚沼、械'"\~/i1 R乙例・

本家失笑 ti I~ あんでい(~ : ~ l~ Jるのがノヵ

l レヌ、担、城主込 \È1 し T~: ~ (~.J.る珍ふす a 支更

であるのゲのいず・れ得、千あうう-fふ繁延佳
作均{手いフ T~ ん夫演をみえι ずれ lz-F hk  l E4k 

活トィふ(イナゴ (J) ，.今必¥I~タシナー) で・ 4え主 t住

ネ守レ符ゐ m で t仇¥険官官守主 ，(J) 1才粁とし 7拾
わ(-1耳ヂjであゐとい九 Jう.

一一 /1./-.よ一一



YÁ ム/字放 1本乏脅威ずみ r~ め t ~取 'J \~JL ん 1c' 

51 p争点ド I~ょっ 1 ， イナゴ.'f1> ヴイ lν ズ 7 ，) - 1@ 

1亭 E 久を l~ j今14-1"ゐオメ五冴1~売するよと i二似

つ r~ p :.  (JI .. ' l I f l y ~，ら m ガルズサ1 ø<と力/レ

スがらの雄均体1l-少{乙 (/)11宣符で，ガ/レス f皇、幼時

中じわフドヴ 1 1レスの ~rIt乏スじiI' _ ト‘の j氏下や

不lb(t r j. l:' l:ιqノ ヴイ }Vズ 7 1) - 1聞係抗・殺

待ざれ T~むの t Jす乙られる，

;のイ十フ(J)!7 J孝義トの夫、検タ来を:0J! {: ， 
ず渇 I1ケイ lレス抱手掛ガ 1ν ヌナ l' ~のよう I ~ 

》町長 iJH久レ Tいくゲ t:づい τ-シシアの

考身 i;令必レてノエシ/-7 .{ユサ 4 イ7ケチ lレス

m ケイ IVスμ]l 吃 1~ i手手法徐えを 1奇l脅し 7

3手 ~.1J1 ，:調企し r~ 。マし了ユ去ユクのヴイ lレス

むガ lレス辺、戦ナ1-'¥え・よF;M 夫 m す何(~i.革£、;

t ~ u月ザゲいしたげて;♂ Jう I:イナコ fご111・

1Jくノ 1吃 CÞf ふ~f;t!.}生好孝 m ケイ lレスフ 1)-

l凶!不 1FtA(1) J多kし了ガ lレス迎、械ぷ付加し待る

k をす:レ r~ (1 

-1 T~ I ，f..ヲ珍昼下，:J ヲ 7脅六レ[:碓均件。家

一/手'.3一一



J決J (/1 \ヂでま表方の 1安れ f~1又季仇をえ必レ ftoY〉

~ O'J : ~ (1久貯めるたσ島レ e (，るーバ紛す脅律F

の -11'J 1::芳乙られる ， rえたノノ，.'1才 i1ノ v

/'ー(古今エ学) ~ }羽ぃ T~ 砕~?J d) 夜長ポグタ貿

ま jを叫と.{!'¥' ~J.r えを J表め"( I・る AA" ， 1の発f!bo

t~ h 1: 11 i氏わ、らの JJ(GJ..日経r払句、機F合ふ沃伊T

rJ> (可上例・不可欠であ令。 1の;を:味で/祇F字、包ι

滅、yすふの移衿 e1f 1力 1ν ヌ、也、機、 t力 1レス綱紀

m待つは質 k有夕方 ff.の一坊を 8!1らが{こレ 1:手k

m灸tf)I気象 (1;f会 h 了久グい tJぢ乙られゐ，

一 IÝ.~-



チ7字 局 1 -1乙

イナコ・・の fヮオイ会，:j づて極均体を八童↓:誘

導する才;~ A 明らい t:し/三. 1. 1~ '(れら ρ樋

:r~ ィ本ボワイ/レスフリー株ド 1.;.' ゐ: ~ え〆?れ

ら個体何十ド l1J多(~必げる ::t j主力のイ乗れてい

る系統Jの移 β1;'¥・約めらf1.r二ので扱そょする。

1， イナコ・のめ y合長とじよる砥均体の

久童与が~

1 )係試 ;0;(1 (手 6 与問(こわ r~ り 't ぇ平~'

1"ナ- y 4不面羽 x五回ワ斗 1"- / 

40工まも， (~る の 0¥ ，t J .. ' ' を)有~¥ r ~ o 
2 )基~t.y& )也(= 11. Li，.nS7nClier妥，5"くOP!'を用い/

通事初場ふ， 柔ス 73-/1 I L寸務 3ρ!/1 r 
カ"Z， pH {: 5.~ "'"' t.o ，こ補佐し I :2.t o乙ノ

ノ2 &守朋照 F月 (RZ友 {J .3〆 tJ (7 P ，px ) ・/2 g.守

問』昔、壁、の系ィヰ下で市役し f二.

3) イナコ・のみの発育成符と刀ルス形成、の皮!

一一 11/.1-ー



徐をみる~ ，成熟花粉~ 4ド C 均千イt~分綱紀の

めNと・・/ すペ τの?を賛成形のみがう/71レスの

形外Lボ・認められ r( . しがレゑもあいカ 1レス形

氏季五示し(:の (J一夜刻のえ扮E会chでみ
1) ， 四分チ刈かて?れ』二次~¥ Tご.

4) イチコ‘、のめがらの刀 lレス汗タバ lJ才一有シ

ン羊獄糸刀(]1合F巴 J サイト刀イニン半独添加 Fを

Fもで (J，~ t:んと認内られず，均;t"の/，存ずる

ごとボカ 1ν スサタバ(=必手乙ザ余付で h ゥド. 刀

jレス形所の h程f打差も明らが，:氏められノ 4松

田ワシダー ¥'t文字1.'¥ネ白羽?引凡牧 i(:;

ふ易であフ r~ (J) 1:バL-I 'J・ナー 'JVLZV，

らげるのが， I t }仁牧的困難てあヲ fミ.

5) 力 1レス形成の併合'1学的鋭桑t~ Jる t，化

手分科のカ lレス形成もな認 7れ r~ IJ'¥' I みろEゃ乃

怖は械のガ 1レヌも形成 J ;ぺ tえ才のカ 1レス l1-

tr廷するのドバレ ，fi[才の lt紗伴走涼のカ/レ
ヌ (1cf 71乏しドくがっ(， o 

b) 乃の力}レス 8杉砕し了る柔を冷持する

l: 11 B A ノρイ門(-2..2 1"仲t3/1.)手伊 ;t-/J~ pすJ乙

一/μ-



均'¥'1安打 T 手~ IJ I 1 A A / NバA 1 24-p  U 

と・のオー守シシの{}厄レ叫い 2ケ1)'¥'J1L当で‘わる

k考乙られれ.

り イナコ"のみ l:.1笠えして刀/レス ι妙手し J

その J1ガ lレス E移砥ずる- t T iぐる柔 z勿¥

" t "!'せる y合 F巴~ ~ト汀し I~ とごう/ ムS F f基礎

Fわ巴 i二('JA A /ρ-6 門( P..l?1lψ) t B A 
ノ。-$門 (2.1!)税約)の天 βF合比例‘イ走れて~， 

る~ ~勾，，'u月ら旬、 t υフf二. こ m ご r(: J フ了

カ jレス移縫い伴うす体 r，j"*' fF 1;子手 tTJつ/
祇均体の珍ヰ句、若しく従ヂ H.. フれ T~ 。

3 ) イナコ"の hFす孝子(~よる氾均体の久宝塚廷;五
左検汗し fょと:ろ N A A / () -6門 T Bパ /〆

門わ兵存政F乙で力/レスと急柔互訪ki手す tt T~ 後/

力 1レス都小~， ~\定、 T (J)丞柔をム S 仰~，f;定Jt 1ι

( :植え:， 1)¥ 乙令ニヒドょっ了幼 1t1者1本力、，i.文2ド

井少ィιしr~ 0 このす;五左タ荻の三角ァラスコ

を用い了及 f友人 l司-Fbカ/レス去三派仰幼布j;r方

左 F 必要乙ド Jミじ τJ-IJ -- / (;) (;) 1自体以上ま?等
し 7 ゐ:ヒ~ 8月らず{こしれ.

-，'1-7-



9 ) 以上のよういし τ 脅威し r~ 姻体の釆色体

技主調べ r~ o イ十才的争色体 11.f量的l' Iトマぐ，

がフ茶色体絞れタ p oで/ 8，月 4笹川 f象を 1手る伊i

11まれであヲ T-:"JJ'¥'， *f b忍しゐ T~ ろ令色体荻(l: ft 

本てわし逸平の校 F行主 k 同様の?1争体で/

t 色 i各荻 I~ 半減レてい υ ゥ、ヲド，

10) イナコ"の均値筏左法右手，乞 1~レ( !tlj樋 r舎を

久重，:与すヰする之「ふ乏イ本条 fLして凶 II ドネ

しド. こ白のナメ 11従来多ノにの街援と労力色ム

字 tしてい(:.1ナコ・の 7 シナー(: J るlff.虚i二

比べ τ対ヂボ良くノ f乗れ f二 fナコ♂久萱 F営71.

;h !し τ利用しうるものと才乙られ T-:. o 

2. イナコ"の Fヲオ養 1:よるウイ Jレス

7 '1 -1自体仰犬量育局i

1) f.1 1告義 1:J 令イチ 3・・のヴ 1)レスフリ一個

体の育氏才法~ -ll主する f二め/ f五tRウイ )Vス

のtt頻及""i局j政之実じする ， 1"ナー， o 余依ノ
及〆~/文字 ZfF 4iZるのがうず王・¥

L F同 11tl Y"" a. vesca. のふゐ Irf. }有ぃ f三.

ーノ~I" 一一



2) iりがらのカ 1レス形成いついてノ ti菊ウイ

)レスの t!頻 l~よる1. (J: '1 ~んと・認められ υ 。、

フ f之が t/'o;ft. I ~よるゑ lJ faィ伝子 ， t交手笠う

が最もふ易 i二力 1レスをすタメ茂レ y 4 手~.I.: ' t. 

SF.vesc a ?日困難でわヲ t，o 
3) 力 1レヌ。、らの!-葉少ィι~~つい τ も F 力 l レ

ス杉 fN.‘の渇ふ t)司禄潅病ウイ lレスドよ d差

{ ~認められず/pb 移じよる差の方 tJ'" JRづt(" Jう
I}) 'F・印sca ' れ・ゑ bji砂で J 4タ佐 ιF刀

)レスの t1 t んと・・すペ 1"'1、ら丞愛を分 1tし r~ . 

J欠いで 't丈平1:.' "1"ナー?ボ長くノ ， ，手

ゐのが， ~ 't 1. ' でIJ 1 i ! んと・ふ黍 /J]'-1ιゥミ

えられ叫がヲ t~ " 

4) すぺ τの品才tf. i盈じ/ みのカ lレス之汐手直

し τ各柔 iJ1}'-イじすてる庁 F巴とレて ，tノ ヴイ Jレ
スの ti兵毒殺友 I~朗 f手 ri- く， 8 A / /}イ門主添加

し r~ y争y也が最も 1奏れ'( t' r~ o ま(:力 lレスを移

植 t す，~丞柔の J少 tι 左凶~ yすytl.レ τ l~ N バ

A/O-4門す BA /ρ 寸門の兵存 F合y也市吋ゑむ疲れ

1 L' t二

ーバJ-



5 )潅痢ウイ 1レスの律美女 z 累~~する‘〆ナ，

の f象伏，がらの育成 j固体いつい 7イ来季ウイ 1レ

スの検え左↑7ヲド tt ~f稼種均 l~ f. νeS c-a の

E門乙象 I U C - I象及〆 f. Vi rjJ i n i氏n.a

五周ぃ， Å\ 会仇 J 徐 7・・つ~ ..つい了小業持ぞ‘ ì~

で・検えし 1~ ! :ろ， 争見手本(~戸い 7 獲病レl' ~， 

(~ヴイ 1ν スの穆殺，:関係 1J<ノ検えレドずベ

Tのめ球会育成徐が‘ヴイ jレヌフ1)ーが υっ 7

~， 1"' .. 

6 ) 以ムのよういレ了 I 1ナコ"のめ F音各ぷよ

フ Tヴイ lレズ 7 '1一個体力可タ教育威しうるご

が‘明ら力、，~ rザフ r~ が・， このす減 11t定永の冬 7良

p者会}AI~ 凡/".了簡保 .jぶ易でめ IJ I 一千¥』二久

を伊ヴイ!レスフ，}- 1国体州‘待られる t~\うや1

.民主有レ 1 l' る t;ぢ乙られ f之.

3. イナ 3・-mhpす凌 t:ょっ 7完ぷレド
手J丸のま危カ

1) '1 7 I 与がら I 1 7 3与いが Ir T \~y P合

怠ド用い T'規採!:'9珍ゑ脅六手手九五)者い じ・・ューノレ

一1>0ー



ハウス栽 y音/ 爆地裁坊が石 ljる主走力 Fに杖試

、検l.rtヮ ド IT 1兵筑 h栓 t1 ' J・・ナー¥ L Z文

字主褐羽'の 3 品雅子ム~ o 

2) ラシアーの徒主主 I~ 1兵試し f二 3品程とも

み F争各育氏家仇 1; 殺J 株，~比べ了 2 ^- 3 1きであフ

3 )収枝芝て“みると "l'ナー'や， t文字 Z7

で，1， ~";::..レハ勺ヌ栽 F合， 露Ly巴裁 Iすιもい

待1す義子育科学仇ィ久崎 lirf q又之ネレ r~ . し句、し

も袷羽?ゆじ・・ユ..- Iレハヴス税庁で (1'1 ~ん~.. 

差。可決められ叫ザヲ r~ . 

4 ) ーさ文字主?のめ;者会育成系仇の 'f，~符
l二収宣の l有ぃゑ仇クY認められ(， tJ 

5 ) そこで Ir 7 1与がら I '1 8 0 .fの 41-

閉じわ r~ '1 I /1 r告義下、青ぷレ T~ ，主文字主?

の 30 永続J 1 )有い， tiFも我 p音i二 h'(Tる収室主

調合レ，対照 ιk レ 7 用い t~ 市販ウイ 1レヌフ

1/ー 1本ヒ~校レ t~ ふ来続J の与次タヒ初主調パ r ~ • 

6 ) 初斗友送技レ r~ /.t 象仇のうち 3 条仇 {f 

4ヰ加の丙.徐州fo'r:. .iJJL u' 1中，~凡校 ι ， ~バレ

ーノタ/ー



T /之() "'v / t" Q ぷ上の収笠ょに荻主本レノめ

F者義トで青灰レドイチコ..， t 文字主?の j実氏支亥

象t-tLJ七レ 7キ'1}有レう争と考乙られ r¥ o 

マ)以上の FE 来，与次，~ j ゐ文妨げわるるの

の，みy昔話ト脅威全筑 11-1也の苧妖ヴイ Iレスフリ

ー株 t )司程友~~収室主あげ‘うる ct /AP-bj又

をは t~ f安れ(:失笑余 Fえの生ずる可依住のある

と k 左ネ 7むの ι考乙られ("o 

一/.12.ー



ヲII羽交釈、

/ ) Asμ0一εLレF 八NIρ/ム 11.11. μ u;{ バA.c.Hμp花E-/3附丸MNωρア{ρシタ仰ク/ρJよ; 

みP/f~汐汐…仇Mγ/ん 4 ω…灯
J仇 必ωωタ処色d吟er-C必必tαs /:.グY偽伽'an;t， βル必々ιシ，伽r.必ι:μm刀4り/p20ρ必ω之μo.

2 ) 予竣条亥‘'Jf2字i2~端命 a 如伴美J辛字 どμ/ダク7)ド:イチゴ‘のd友震文丸l畠f包旦織、の

婚者七1:'あ‘ける妥象形点 liJタ雑/μ 〆 .31タ"'-324 . 

3)  AN/)~S~~ H.I1./ A.工バ881)77ωdぷ'.wtιT5H/RE 
ぐ/7~υ ; 4ltAωゾfクア仇ゲ sゐ..v-þer.ァ〆~~

db 虫色 -ε汐e~ イグ'rVlfld r-t?Il~必73'mJhαWeJ!ce

イク托d-t-γ ex a.ß.九(}ì'lIU{~ラ ふ似ふ

Hn必『ωd色'J-Ae /6/ d 31 ~ Jタ/.

4-) Boム70八乙A.示ど/966) : 7五e〆;dCZ2fL仇 Zうんダ

叫ん4 dAO .A，dd  -c 71.d.rtt.>es-ん似Pワ
タん~;tredlftfhtX， ど~.:J.P/a-n:tよd，匂 )?J".九 310

S-) B() x u.s / f. (I? クり • Tlte I的 I，rkC.:tiゐイ

よぷρr祐初伽4““v~

J. ノhμ7プ'py)ぷtι.‘sc臼:人; *-げy久~ .. ぷ之c?，ι"'210D 

6) B~x~s， P./ M.ρuOIRIハIa4td J. M.どぷ/必u?ク究):

ムァefi-C•ιわゆγゅんダ~陥没rrí〆dsjシín7L
:tlん4.pα$t.re. p. /;>1)九 /tt-3.， 1冗 J.RE/ハ(E/?T

一/53-



ωd Y.P.S.BA:JAJ(etゑ) Aff.J!.ied a"tイμ~lIVIfe必r

勾N必ゲ〆ωdCl?~ノ必~~/anA'drr党 φ 紘 r-e.. 
♀rlヂ rール今ノ 8eみん峨γ/命以
ケ) ßÆINq-f/tI~S7/、 Jぞ.z.ρulI/.0ァノ7' (/9~6) : 

必ω勺 YÁ，r~ if7üt.f~i~s:均約mメラpωpイ

ρω~.s" ;p1街tZ OA.S" I匂ふ~ <<()， J-'/"-6PI). 

3) .:.千葉ぷ原緩裳場ど/タ81);イチゴ'm，持培養lこり変

要At6)t才争Ilti愛~言論、終 千孝康法農場苅炎資制q，ワ2"-7g. 

r )千葉11ft、姥来場ど/'13之)~イ手ゴ、のみ培養 iτ よさ変

家体的精・I.U安定試鞍 千葉併を裳場舛究資料ID，tト'lS.

/0) {tOWLER/ C.〆'/q:メメ治対'/s~tV and .J:ι石川ck(/9允1):

仏必αβr-/11.λ:仏プシmtsl弘ムγμ泌J:(， fll'r;t 

;fes. I乙/~〆九 111.

/ I ) ネ易#希一ど/ダ~/)~ ψ留に志'/ナ3=#:1文体育京妻めよ金援

薬業a組長 M〆 ぽム384.

/ 2 ) G-ENq-EAl8/1Ct-ll B. G:， C. E. qトノ~13};:N MtP( C 11. f)()N~ vAμ 

ど17クク); J.nherA.ルc.eダA.dec1e~j'atAl)どqム

yeS~'stuωみ1 411ケε〆砂 Y7~e~~ ダrJl7l'レ

ceHω.eture， β'PC.必fI.ACet4.ふιμs.A， 
ク1/./タ//i1"¥..- Sア/7.
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/3) G-~çS~H/)~Fトヌハグ， ρtl H，/). Cμ〆ハ/ (/タク2); 

l/ere，今~n:t-tUt.d d/fftrentム仏イ今似

J-1 ifc'Per.s i Ctn乙 e.sJft4;ム)11.. 必叫ね/()え/仏/ク'0.

Aι) q-PHAノ S.tul~幻•Hr1HcSflM/AI<I (/タω:み必を
戸川ωJ礼勺(b必yt!/s~fプダみ:t-~Iぇ，

必ずu.re .J..()~ ノ戸11

/タ) ~μ'HA， %， ωUIよ C.HAfI.お斤'N'ARI(/ヲ〆6): C，ιtf 

ル均 ωtddt汐会的必ふ~~切ケ~S ~1 ;;rXε 

f?dden Intム1.! ~~d弘伐と色至宝・ パ~t-are
212 ， テ7~ ?<f 

/6 ) 斤勾N.s'E~ A， J. VWld A. c. f(1t-ρEBfCAAlbT (/タμ):

万台 cIls;tyr，'んti，らしイ万-IA..CCOM，5.牝 1dius~〆勾ど

μ MlS' μ 必 re.s. tJ.c'ro~! I ~J l' / 5 ~之1.

/グ〉メIIM.8A.戸4S!-I/， ア:ノ 1./(oE:Akl伽 d T， AklHAMノ4-(19'クρ:

くム色tn; dij;令rρふ~~ ~sAI必ずシゅtω~乍

ω必 f ム必を. メI，，;t， S~. /(. S-//九幻，

/8) JÃCQ.t(Eß~ H.I1).戸M んど'C)I'SE 仰 ds. Je/lN-ωHふ5'(//，;2);

u>fd cS t~ J-γe ヂ〆んどル-<<(7 μ必lre.s . ?rtJc. 

s必みttCcn;./仏.，，;t7;-s.s He.&. C eLtムdらκ，f'cJ，んdJT2.

/f) えAMゲバ〆ア， ωo!/(.HンハIA7.バ (/タク0); Jm~乙itん

一/S"5-



イ均ムX〆M法か視p偽zFWJZ5・ ~B.m即r抑以以ぷdμ'~，

み• J， 8reeel. Ol人<12んJ>7

2IJ) 必1R7HA/ メ~， K.ノル~L. 乙E:.0#9'-att.;/点/句作 ( /9 <f-o) : 

Crf/IJ ?reser似合んグts.ムゆrγmωゐぴ制イ勿'4rS'

P伊句，tt，~んダ〆aLJz泌~. J: Ame.κ Soc. fltJrx. ~μ， 

I t:J t-/ 宇tf/，，-- タ'jl~ • 

2/) I仁4I(TffA，k. k. (/タω C~f>re.s砂ρムィ〆u

/?JtenslらWLS: a.?Uvef ψ'rt>t:t CJ乙 frr 泌 I'r~.>er叫ん

ゲ ~rht..fんれム1. ttん'.seA.re-freeω必乞み乙・ ルC，

/11 I?ttf， ογβらd7ï-sJ'tleJ.. αffCtdtω~ / 7f.t""'-ク96.

2Z) パhsdNY!ム B. ど/タダタ); Tlze μ足ヲイぷム~

CAd:6κre2ら ".or.ム~e 以仰がε c-þ{/)t~s fi胸 )nfocf~

pずa..1ら1kArie i，'es " A，物，/今>f'/'l3rt~1. 伐 ~22-タ2欠

之3) /(eιι吋 /UI. A. ~d /G c.Ar:Hsアパ()Alf!r(19/)8') : Iu.才必

ずresaen.γ/ρ~"dら必ふタ，t nμ主勾砂e-o(ertVイf-"伽丞
か7I\..- EraS.>t仇 ?Z-a-ptlg 勾必rω払re~.

z ， 乃~ωジ仰す~cL-t ，90〆 /仰 ι 〆'l>tf• 

Z4) 〆11様化 .tJP方々ーど/タタ2): すんtF0)ギぐ必養(:.つれて

。). 育ダ雑/ 2 2 / 11.f/1f 1" 3 7 "-3 J> . 

2タ) it琢牽 (/168 ) :御織‘場委17.J ~ケグげの緒~;f-.季.

一/タt-



E3 1;! ::>>梅綴〆 34-/ 1?6 

26 ) 誌語表章ど/タクりご堵愛沖I/;AIζ訴Fげ3ウイルヌ"jJjfi!ι

タ害義#イ千. 女多予省修会房苛炎 lP1fOf.綴4金集録 f嘉手J4ゐエ). 

f1~矛U 乎~Jf / /~ん γ'6.

坊〉 ぇι縁 f(1タク1)ごかげに芯加クヂげ&l)Pf'緩，
g居者最荻， '37〆 3'16， 

28 ) μIIE~Iノ μ a.-nrl C. J)AM/.メパItJ (1タd'o); . stn:utJter:γ 

~er c必t:Ure. A I't-/t a.L" deA> 1必~~ti;

ろpe，..，Jtt似合，te〆介 1a.. /1;-.μttωÆ<<.~ 〆 1// *1九付・

2'1) そ安易く緩.~政釆ど/ヂクヂ) ~イチゴ(7)称孫;r，'F1A ..1J 1;71 !:fの

丸織、少言語~ ï~ ;h'11 ~業糸砂必 茅務大多/I1tf 1iIf Ji.集録〆タノ

ケfん 12.

30 ) 乙I#$M.バIE/i(， E.M.伽 " 7i. tS KPe;φ(/ タ6~):ρア純化

~rP"HJti プ込ιt()/，.. re~re加~たィふんcCtJ メムce， c.u..tz二re.

~々sM# 必41/1. / tf / / ~tJ んρ7.

JI ) 乙/V/メダ， ωU{~〆乙H&W (I?ク6) アンぷseteeM.&l，〆どtE.tt

以ふreμμP(;l会."，<U(;an.ωε ルd7I. c.ゅん
イ~λ弘仰はみがん揚句d乙 c~ん dιw ・

$.tlf'ノヤふた~ /' ーサ" cI7:1----~~.i . 

32) 片か~PA. E.〆〆M.V，μμρβtJs ρul T. メS"'q〆u~A (1793)= 
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F~e s;t同ルε ゲ :tie r(f!t!~lte r-a..-teシceL&-A-ん
FNデML'~ tfWt，揚 r c4d.協同， ろ0411. ;;: syeed .. 

:z5' / /~J ̂ -/'1-6 .. 

.JS) MAHESHWAR~、ふ c.ノ A. tA5HIJ) a-nd A. K. TYAφ/ 

どIftf2): が今ρん~メ抑t，~必北 prlftふs -re'b句ρea
a-nA trP.ぅρ:ea. /!71Ier. J. メタ~Æ. 6fノ J61"--~??" 

J4-) メ似Té~~ {/./ &. ~ rROI/13L tUtA J. ~HE?A~D (/タクJl): 

Re&ldiふ;t;;~Æy 10 t#?Cムふze:tノt>(iZ包"tP/，タ，danム

d必令

メルc~. &μμ tグμzよ/ρ4. クr二 信'35"んげf!
3t-) 三位互不ど/タタよ):花粉か向付文体育成、/こ府t!a;$1fs[

1. タ'1"コ m 勿穆幼行成、と)f秒17);{テーグとm 浮71祭料1.A."Iこ

Hを秋、体形成、2屋矛ji. 育伊奈雀 2-~〆 2クル34-. 

J' ) メダILt..z;.Rノ p.w'.μzd tR. (2. seιKE!VGト〆seNど/?o3): 
εんみ~wdどんイグ-.df'tJ11.Î"e{，e / C~ムdι / a-ntl γμ九-

bA4tルヤ 1/1rusesamI cぬム乙 dAer YA-J.ω 仰~，XeS

J仇ル-aulberr.ムサ似s~çn ~ ~Urytn; " 
at-ぷムPT1erisient-s. 必dl弘之ゐぜ久々ゲ~-3Po.

37) 三予天王生ど (969):移養伊R包1:京市旬以局メ愛媛激様.

文春防総会活ff.;tw;苑綴4喜多線(~震伊織1) p初 44-， 41ん 42.
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]3) HOKf<A/ A， Mtd κガバ'-1μ CIK.dVA (/? J11) ; 
/ゐz-ZlerωL:tκrぜs' ~ d"~berr， I. Ef，令ιfイ
〆知e~ωレ ωラοudLzbbLイ/ムd re.;~er4ïみる，

Vedeck: f>"':ce 'li sl=ll.-HUl;h~ 必'Ítt似 ρI/p(!γ?三~ tl 

Okra.Sx.r̂-tみwム ν 今みんムci~) dノ ダん/<1.

J1) M~Rc ι/ q-.ρtd c.メ均点ア/，，1¥/ど/?S-2);φんy/Fd吃

deゐftλ aZlらみゐムZebMdZ，dbAdrus， 
c. IρP色.AヂC仏A.t:;イ(.八ぷ夕μμ ノ戸診U可勾忌 ~3~/ /:l均之ヂ '"'-' /:fμ之f

4ρ()) メM幼グゐ3々 結Eι q-.人e ル tt/c. メ幼ρ伽斥7η7パμ/どργF斤C付夕υ): eφ手ぷ必長f必d句花 H々を

j?PmJt1e trre d扱ムιZ会んみググ~dtæs a v.，{'r~. 

C. R. Ac~. ，A~r，ι . FY". 手/r ヂク2ん~?~.

手1) J友愛-(1タクρ)~坊養かげ 1: ♂/1~ ウイルX t7J 巧長.

~ð~~ 総合l7If爽 M実家反答集娠後歩兵争 1) i励 4持I /μ/之，

μ) ~与 えー.~!fJ "1 久ニ印 (/77t))~ 主長、吉、ほ{余得械ドドげるヤイ lレス

の小~ ，~ついて(多|級) 楼え抗体;よ，~よる了門内検公日碓病級以 17i"

'13) ~ 主ー・矧)'I 久ニ~P(/?ÎI a.): '主長、芝、j丘傍低減 Fお'1?71/レス

のlふ1ft~ ついて(和扱 ) T門ν&来集がらのメ判じ払官I~おける
ヤイ jνス札尿の/ナヤ.日程m孝氏I37 ，)  1)1/. 
μ) みす(-.抑J収::~p (1 'J13 J : 片品p力 1レスがら索、ウ 1Iレス

棋均 f'Ft (/) 試み
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関永定ム約虫材年 Fえ2ρ ノ 7'

4.t) み第一・予をよ兎参 tLtl1l ィ'~/i:' (iダT3)こサヅマイモI物業

毛サγ怖の御船縁，.....JJ鯨 16. /3穆易易定以 tP6.

μ〉 必定一・撲を地点下村俊-~色止海参ど í '1 t?) : 

仏敬、芦多義 I~ J- ~ケイルズグ森雄初内手夜勤c . 方合手封殺

13， Itf，，-///). 

47) bjE--F震12-定・仰ザオ;kß. ダ均カヂ多，矢野~ベテ

ど/タクIb) : 坊養伽ズ/こ諒'ftJウイげd 草ゑど訴千手足〉

匙場乏要パず多ガルズポのケイ同様凌ヒ$;不変化多安易子qウイルズ

培法fτ多伊、'tt影響 13不丞霧家反. )'7 / .203. 

4-3) f1vιι/N/ R.H. ~ D.E. &ゲ4二εφει ど/タク6)こ

C{)μ SMr~e タωみLen.a-rlどE イ.，d~jerr;t づ~f?r/.>t~ι

〆伽泌:ts・ 付 γがみみぽ 11ノ /t:JPιμメ

4r) 不マょ道夫・え易不務局夫 e原 a"W乙ど/テク2.)こ汚活援/ごJ-3

メケ毛Pコシ字委主体活'It}Q) 'ff;城、 I. 17げ舟形成、と殺のがと1.. 

つl/て， 3T;彦Plf.r7ぐ物的被， ~7ノ 1"-/0.

ff) ) M()~ASHI GAぅT.aAtイズふOOtf"" (111'2..);;4 Yeyiseo( 

物げ必札所γ 竹内，p(?rN:d t:2?t，( tl~dSS.γ.s ~).幼CCð

μωι<<1:ttt14ε， βタrμぷノル，;1. I~ -171ι 仰

‘s-/) ttμf<A SHI tfrE.， T. (/'1タり; 必n/Îf>1'4グぜ~t:rLが?乙泌例

ーノμ 一



メゐ必eμ.f:tu.re.，s. Ann. ReμfM今'$id1./ .zs-，〆 /.1S-~/~6. 

62) tPi-jefj夫・殺超法三 '//1採 F肴(/タクりこ局場養I~ り

? "・コ的ヂ語文イ手1IA聖法Iτ 成Iず5矛す先 (iJ4-彩 ) H2~ 訴'F1A.... 

C()K~R /3 Jヒぞれ6の半数体審物糸品切身地比較.磐田ぱ

ニ弱、報局綴多ム 21ん J4-.

ゴヨ〉 仲村晴夫ど/ア?IJ:SF培養Iτ J-J タ/1"コ m手数4挙前l~去に

j釘すJ~す32fjjF 匁〉手叙体育湾戎によS 緩和性愛&ふ法 F

2.//め育ポズ， 磐凶作グニ試写愛場綴佐久 之1~ 7/. 

~4). ，- tf 回矛Þ~ (198り.持法長.1tJ減少多養. 会孟I38βみ

ヂ手 ι~?

ts) tf (f1末T.sJ'/EψF彪 (Iアt8) ~ #;o緯線坊蚕 /τ J:-J

ι紛が 7 c;，タ /1 ・ 3 幼桔~éj~サダ乞. 語絵 4"3〆 6.5-ι ク/

5ざ) !0eMIf?oUノ'/CE-ぶ K. ωzdZ. ~Ak/?i!.:çW，J'/(A (/!i心:

Frtt/am x d)tt::t)t tt..S'.st:t ~OZゐFαdtkre ~ムde仏

de ~;手Ct:lA令Mjaβ.t)t~々ぜ H合 SuψtCeS. ~ð1 • 
'" ;ft/"";~J . 

.s-7 ) 新府ゑ久ど/タクデ): i誇.jt均必義 A若E・羽毛子物

r

キJ.r.勾向絡組織、培養....' ;z/ク..."..2'/2. 

ゴま〉 んふl~çK. 1 〆 メ1.~ A:: /i (/.似I (/1dJ3).' ε4ん~47うみ

of ~at{é C:JU--Olð.fØlIf'.> ム .5't~Þe'7ん&タ /ty{'ai?Hj l+'/tt 

j'as -P~ðrt>lj，ell!1!ゐぬろðan J. ß.ree~. .i j〆 s-s--..'/ 
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;<l ) N 11 'i -，;.~ '1 H， andλ ρ~Nð (I' f t e ) ~ J.何ムcむらt.." 

ルμ(y/ce 〆~プデ仇必死者ler ~tlre# ルC，

ふァμ ，ACII-Dど. 4チ〆 タすヂ....5"5"7.

60) 新期信犬.Jリテ場悉ど/ヂク，，):局培養手定締m威主に

府寸ずa.Nif.炎. 薬矛す Lf，(z.示4fAイ会/京事業iF愛人 1，，-/7. 

61 ) ハ/11i!: E.-K 1， M. ど/アクりご stuふりのι戸ムぷ ζePf

ancl及ムMμtZire. Þがιfイ ~'J分rØ1tZ- 為;，t!..ゴダ

φι必入 nt. ぷ~仰μみず〉JH イ乙.Ayp m.tJsOJte併“桝ierふ。

カムω 乙ι仏S'1UlP( Iヲ的Yai~ ;J~ 

Ajylc. f4l:lc，，/U)O 仏以 fク/ けタ"-S~? . 

J. A.c， 

6'2) NシSIf/， β: ωutlヤ， ζク'dSA“IA (ンアタ3):.H~s;:>nぷdゐ

づwe/tkdイ 1/A，Ttts -jシeest~.krr;ノム必 :dneμ

é?ner))~均しと~us ， 巧()，Af ricゐ ρ 允/J>.か/併

ρ) 岳~j(.犬?手採決・(豊岡芳( ('1ヶ0):ヤぐ培養m利用

{:.闘す~Pf}t (弟4報〉各本主そ菜ザぐカIVA-'P'~ f7)勿活物サイ6

1二ついて， 育学系金 20I 手l赫..2 I 5"f，....タ?

μ) ゐ長文・メこキ杯決・豊田芳 C(972) :イ行、0l~.EL織培

，t t二掬する府究(弟 l 手叉〉教諸点旦織、寸断とすよ司..~分イ七，~

づ Uて. 11" 3 回施吻FLS哉培養シン対ヴケ4 言語;費特 • 2il. 

μ〉 月白奏犬'プく予号勝決.-1慶回芦; (/タケり:ゃく歩主義の
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手リ嗣，-:.肉す'Ttf爽工. 救君愛好柔~ぐ川町プ~Iιズ都城 ι 活

絢イ仇誘導， 要子柔封殺.1， l~4o， 

66 )バ(15Hん T.〆Y.YAMATA an.d 7=.万M 仰 $111 ど/76 ~); 

。704NdG'グe，.ent;ia，tt.ん ωイpムd res~μTtゐム

以te仏政). ~ta;ぜ ;J..I?" s-pi---~~/. 

6タ) 局次JE~.ヂ，届 asi色ど1966 ) 初織靖ノ養5去に.F~

ヴイtレズヅ病ユゲめ努萎.ft1=/勾ずJA矛先.j切IN~震対君主， 12〆 β fj...lf欠

68) メんTSCげ， C.ωUI J. f. Mrscrl (l'f6クノ z7万rムムdどみ

ダ戸的βL7g 段差ヨムz 均 AWf/1l~ ィ ztaHt勾O

J'ntUムム 1.7万e;ndai設みダ〆，?e~珍}ぞみふ

βItWV~ /2〆 d付'"'""j~o. 

61 ) M T.)CH/ :T.? a-ne{ C. IVIT SC!-/ (I ft'f) :ノ7仰仇5

グYfFPし l'oUlWt.;nμげに よuhtce//Jjノ ~t~?l・

1/) ) fff/ム(ftヌc-ズ孝9孝次ど1ft?ω:払銭、ゆるごよSイチゴ・

サ卜イ毛m犬苦手管手車. ぷ奈良づ愛試報告 />， /'"'-7. 

ク1) iぐ村敏埼‘ (1タμ 〉ごカルズ培養t=J:-~努り/伐沼幼m械

td-' ~' -z，t"I ~イネ・コ二川平アウイルス(:，肉す峨 Bオ晩報 1+8， ♀タ7.

72) 0}1l/f(11 / T. 似~$.レ1IAKIMf) ア0 ど19Pf) ~ Eiムu初がむ

イγMJEFか恥yんds仰向必だ A71J/，;.タ今;!t，
ふζ.~γ~ 伴/ 之タ7~2el.
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β〉 天野市呑 (Iデケタ):イネg)i待必養tτυ手数体的 i予広ヒをの

肯定的手tl漏1:殺.1rlf教 I 1>. 26/ /$'1--222， 

7ヂ) 1c野積歩((179):試易会35育雅一施均値織必養I-=-よる

i互扶. 組織、必/義， 5"， 3広~ヲ3千.

71;) 犬好F青~・放ロ乏生( 17'17) : uLi税、婦愛1=J-J美互支払

訪ゑトヒ育成的利用 工，イネ l~ J;‘似品弘子安fft変jF す字紙

27 (J，ヅ2) / /2ん /3'，

ク'6) メ:元手厳 J叉ど197のこ野穿m 仏俳渇義ん芳すji())~安み乙実伺

Jとをめぐ何人 It与は幼 /ん Fげんタ?O.

77 ) メく昇華勝決 (Irao):系暴啄破佳作~(-:'-;h '1ナ3 安婦1tJt7)(f~

2長官~1. ~まれ回急 rr/ 111ι ;;"T-O. 

'18) OOSAwA) k. (19d>り :μμt'必死es411~ld~ 

ιYヂームdω伶んルレMld')/~r~ ムふC/~ん

~tIV ゑμeω鉱ye . s;仇~1t1Y ~ TF.ろィるめ

どみレ tre凡人 /ク2---/JP. 

71) ズテ多ぷ孝次(11 d' 3) ~ IJj 11: (7) (;予培養.W捗老掌と
す浮き針滅的」 ζ CMC~段) ， / rdん/クO.

80 ) メミ活字時務次 ，Jj;孫手方b歩盆.~山?とlた・ 1岳員犬-必要三芳・

森寝耳る L(守ケb):力 lレズ紅織、め弟J 痢，~止さニンニ内タイルス

71一株督官え， 118支D引年主吟鼠ま挙会調子表J宇品・1t̂-11. 
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8'/ ) 犬考勝次・!れj前走信原初考 l/9R-/): 組織必ゑI二

よる栄養句t9;J佐野菜m犬霊場碓ヒ利用r:.肉り冴え 工程 j

~4本m 丈君務lt: 亙If'f 湯島~4ìl.'1:切M堵却処方抵の豹客.

野*試穀 A~~ /"-仏

8り大キ玲〉欠陥抑謙治 (/9g.t)~イチゴ‘の仇養育以糸

ポあの佳彦介lてl釘行会C竣. 野薬試育成義~Mf知事反乱~()，，-双

ð~) OOSAvVA" k. Mtイと万t:AYA州 φ/ ど/げ2):めμ
μfdt-ヤmM必ム1 stl'ZlM.伽 r;d'eri yeA j仇 μ 協
udzみ I今{)c.5thln tl. 匂 f/~広~.CJl~必ずF7ρ似

伴〉 火場跡J欠'ア回幹考函員犬 (/qケヰ)~や<湯益内利用

1:飼わR究耳.イチゴやぐ佑養によ3ケイIVスフト抹め丈J量青をえ.

聖子薬対孝友 A Iノ 4-1んぢ7.

Fタ) 欠場赫〉叉・白身久'ム 111手p犬 ((Q'73)こイチプの組織洛

ゑ|之肉する河究 (J持2手笈〉 生長jizi邸前向万応分イと・再分ずと1-=よさケ

イルス7グイが亨拶賓室枚例(";711て ~t1付与森回数字係J溺bゅ1.

86) Our九N仇 T.
1
H. H，υ/ C.乙Htl;1Mφρ1.0{L. 7ι#9-(iタクJ):

ぴ匁ムルイ ~lIuι〆ぷが μルぱ 1 Trc'6μ 侃

M，>;t/，〆叫ん， μ t<.rl?/と¢必竺工 ごみ，ふら.1.ム 7/.....'土

8'1 ) i今日11:~ /(. L. 11. (1 C; IJμ こ /4勾tÆUyltU丸御イ即物~

〆ぷMsfr.ム.ceJf肌 C~.{'ぷ4<<RS ωぷどJぷJ と
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1f;Arr;， ~々~. メグ~/ グ， J-~ 1"-tf.2 . 

83' )九t-~T 〆?， E. (Ift/):α4ふreど v}typdeぷ444tF

ゐ μyrd.ル.eit!)?~I.Ih!e.>e. )J. SP~. s"i，S:.isse.乙/;/"'-217.

d1) ノろt.I-A1/ぷと a?ttlA..c: 111ωEsR，4A!TT (シF〆ア):J勿duad

ふ'ffor~必んイ 42仰い〆ぷ y協 μH~ffir~ùilel

cdttsム ρb♂， ノグ'mer.J: s" t-. ;-6〆 均九s-JJ.

9tJ) RAI1.バNN，K， (1717): Jft:t-/~;，( 伽4砂t~~tllムイ

dT;reρ滋C4..-rtt(s.~ 6-.Æ.Mμみ fr~ と白色 ~t;tred

/R.んca.fパタfぷ E， IfI~?-ケsw，J>'J J ft.//'I.-以

タ/) RtJ5A-TιRノハタ:hv結 ux，anot μLA#eRI (/かり;

/らめャ ω!.Íãre イよらルヴ• !-I~"t. ι5α. /o， //t，，-/.之0.

f2) s;tι4/， A'I /1. 'fAMA KA W.バノt.ふι47河ノ T.I-!A~ÆÞA ρzイ

τ 均K{j~バ (ffj?Jl) : 7)..e v..eAグ紗ポイ 4必~tlcud­

プんa4-.TXUSl?t::{ st均仇7ytWUler ヅげ〆1)~ヌ与

一11.(0ど. ムρ〆万勺ρ.Sc.i. 5ん b>a1!16，. 0う/ペイ2・

の〉ぷhpM4rDfJ;久 1J.ßlþ今Y〆~ ~. SI-/AIIIN (シ?Ro):

μ 幻 n紗乏 J1Cゆみrlve.抑制t， よω-nc.，e.， 

ー主ρffl 17"-"'2タ.

タω 下村俊森隻-(19t4-) ~材幼錦、付徒歩きjb去 1--: よる

イチコ、1ウイtレスF訟の祭、多イじ. θ殺テ元報/えず， 31. 
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7り 下村徽・字手ず、等、主ゑ (1タ17):雄物ウ《ズ森広療の.;Jf，充足ι

ウイルス./グ/ 1"-1弁.

7t) 静斥7-liit妥YJsぞか厨ど/タクり:多受ヂ笠内柔号、法長会::1τ/淘お

言税金ーイチゴ‘やぐ滋養法*0>~問的調査 苦手戸謀説新交の

~来 8'/ l.:2b"-/~ 7， 

17) skoo供 F tUtPt c. 0， M〆ιιEI<. (/げのc.ん紛ら~

にe!-daiシムル ダ jr-W~ 4Ad PYftUιプffhtdAうんtA-ムバ供ど

がωf.RcuLかre ム4己主e 斗ャ• S"c， Eァ，ぶ~ノ

11，. I/tん 13() . 

?? ) 苦尿祐字犬?手勝J欠・米手泰子1¥1声量.，予場炉供・(1777): エンニ 7 の維持~'y争後

i二お Ifゐ方1レスの紙代tカ川中のウイlレズの消長ド廃材筑険，

野家 3え;育狩~研究矛校 t. .Y?--ぽ・

グ)ルβotoVA，J.(//11): Eル~.~ムイバruS ケ

グL乙仇s'" c-a.Lι"，sル~ uJ-""fM-r.f. ルrtLS~S "" f，e仰ゐ:
ーハ1，rd 11 ~.iltUも/. p~~ぷムl' C$-. t，tJ1"-.f J. 
1"0 ) ゐ材惨次 (1?66):わ州風のイナコ・ヴイ以彪宗，...つい1.画試綴CI/ノ
ノ0'_//、F

/ρ1) 均:ltJ.を次 (1773) :冷か回l:t'lt~ 4'チゴケイバあ(:府指

m実記試殺 CiJ I !"'1...... /t)~. 

/ρ之〉 為:ftpふた.T1ずfb丈ど1770)~ 学長奏，~斜筋委 I-: J-~ ケイ~L欠

7トポm獲得 l1Ø;fp 体字;11ト居者~J.会議攻f毎 ， 1作 'l.16~.
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/())) T HfJ/'1Sf)N / A. P. {/ft"4り二 fI~d .zadllle.必ずμJ
μ4.d..乙 d ルぜん /?f..RA41..-S4 ルタノ，(}~nψ r~ι

ψ シU5"χ ル必何 /ク7/ クグ.

/~~) 栃木岩it:51hff分場 (19クJ): ケイバフゲーポ~tÍ'五五禄功、

/τぷ1ず5刻、駿ωμ議・2多養れよJフグーがめ1ft!:1: ~ tf J i'J1;，授.

昭和ヂ7与友 野菜お綾城F委主， /タん/♂，

/d$") カ兆数- (Iデクt))~ 歩者養4、rIIf1lfT(:げず5 ケ作ズ~;f孝不老 ι

?哲雄.女害防必~Þ1f.究，ft:材報告牟録~俳ゐエ)弘/ル/1.

jot) 内客待丈島五:t~~ど19ク/) :メケモロコ γι ナスの汚点在.づP4li1

前会主義ラ〉不。シ“ク4靖3安委争 1ρ----13.

/(7) 穆絵子宮雄 (I?fo)~ 吊〈錫ゑ，:れてイチゴめウイバフト殊乏

ァcf?脅攻、 ιT二じきめ変更イ自体的宮北頻4.. す手周葉会it'h7t}t被告，

2S-;ク---10.

Ipg) W，AITHAKA; K.バ.C. H/t..t;EPtRIIN，ρT a-d f{ A/ βザノ4

ど11JlCJ)ニ メプff/1{fita.fecn;tn1 ~ sty~伽~aJ(.ム必γ

bl(c( CiRゆ'lltJ ~ v~， J. !11Jf6'.ふんf，yz.SC(，'， μ に

'1-21んヂ30.

jtJi) -ftA.突堤J (/1f之)~材幼tな緋法議めす滞〈内科舟

一浩義戎m校長と安易不J同ー ォZI受初段 pjJ//..2/.....;l.tJO. 

l/tJ) WAKA sA /κ/ドb仇 μ イハグ'.K，ω'0 ( /7 ク~) : 
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f)，ilferl伽読み診ん斤抑レとを色 ω必t尺ヂ/グ万tt..n~s

ι.fiωsd・ eT 1J.f- ;;: 8 Y't'eel_ ~I ， / / J '"'-ノぶ/.

//1) VtIiιKE.Y， • p. q.. A.μUI. M. J: W.ぬ88 (/96d'): 

ヲムん~.A-ら〆J ゲムJ仰がよfω;:;:F'ゅ，.，t
.J/ J//-JI;. 

ρ之〉 互ミ淑美-ヌP主乎・ぎß~1f ・ 4余1#'季第太 (11 ク8): 花 SF培養

1旬、弟子(-t十 T.JZ均株例会f紛文集ノ 3/)p^-~ol ・

グゴ) ゆ(ITE，P. R. (1?'fJ)ごA-iMVIk乏イ〆向;t

ゑムぱ ω4乙ιre. βIlartl jJre弘必w{prk. 

μ ) WIムS(){Jノ :T.k. (' /;初二 ~ιムケod~r，;..te

μ~ ALeA..ρルt-er/.Ttjer ぷ，er"J， /3o;l， .2"仰凡材

/1り 17諸えを研究会 (I?ク/) :第千四 Iら彦ゑシシ点。ジ冷4講竣

t告集(昭和チL芽IDM)， 1八 tf2.. . 

/16) パタMヅ妨.7ff! fJf fi委，妙法矛活安rlf4(19クヱ):

館者A'f:ttJt7Iやぐ増義(-=-I釘ずる周炎 f嘉/綴Jアヌ11ヲyグルザぐ

:r&À長 fτ 諒'It~ 仰スω教導ι 挙ちら化. 1針作，4/， 272九 230.

11ヲ) YAKVWん 7./T.紛糾例 ωdlf.たUJI (/仰心:

三功乙必ωb均tZ泌4仰の勺?アM仰d勾グω..et'11?.仔'.>AJ'イ今
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